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    　古いＲＰＧロールプレイングゲームのことを思い出していた。


    「木き村むら、どうしました？」


    　曲まがり矢やサンノが現れた、みたいな雰ふん囲い気きを感じる。


    　曲矢は突然襲おそいかかって来た、的なフレーズが脳裏をよぎった。


    「木村、目の焦点が合ってなくないですか？　私のことは見えてますか？」


    　見えてるよ、赤いコート姿。


    　ぼんやり見てる分には曲矢、美少女風だな。


    「木村、念願が叶かなった感想は？」


    　俺の、念願？


    「ほら、木村が会いたがっていた『杏あん子こ』さんですよ？」


    　曲矢は杏子を呼んだ。


    　しかし何も現れなかった、ってやつである。


    「もぉ、木村。どうして黙だまってるんですか！」


    　どうして黙ってるのか？


    　だってこの部屋のどこにも──。


    　俺が話しかけるべき相手は、曲矢以外にいないじゃないか。


    「木村、杏子さんにご挨あい拶さつを……」


    　だからぁ、挨拶って誰にだよ。


    「ほら、言いましょうよ。『俺は木村カントだ』って。『おまえの幼なじみだ』って」


    　無人のベッドを相手にか？


    「もぉぉ、言わないと。『十年も待たせてごめんな』って。『十年前、おまえが覚めない眠りに落ちたと思い込んだ俺は、そんな現実を受け入れられなかった』って。『目を逸そらしてて悪かった』って。『だけどようやく今日、見舞いに来ることができたんだ』って」


    　俺の台詞せりふ、ほとんど残ってないじゃないか。


    　曲矢、冗談も休み休み──おい。


    　どこ行くんだよ。


    「ほらここに、『関せき杏子』って名札ネームプレートもあるじゃないですか！」


    　扉横から取って来て見せつけられた、エア名札ネームプレート。


    　何だ、その眼はよ。「現実の少女を『透明人間』扱いして楽しいですか？」とでも言いたげな、軽けい蔑べつの表情である。


    　曲矢はやれやれ、と首を振る。


    「何てことでしょうか。木村は、杏子さんに関かかわる現実というか……杏子さんの姿が見えていないんですね？　この名札ネームプレートも木村の目には映らない、って言うんですね？」


    　名札ネームプレートなんて、どこにも見あたらない。


    　幼なじみの姿が、俺の目にだけ映っていない？


    「木き村むら？　もしもーし、木村？」


    　昔やった、あるＲＰＧのことを思い出していた。


    　そのゲームには致命的なバグがあった。敵が居るのに、敵の姿が表示されない「透明人間バグ」。繰くり返しチャレンジすれば、何度目かにはバグらずプレイできた。そうだ、対処法はひとつしかなかった。パソコンが完全にフリーズしちゃった場合も、同じ対処法──。


    　って待て待て、バグってるのは俺自身ってことか？


    　俺の目がバグってる？


    　人間俺って昔のゲームみたいにバグったりすんの？


    「木村、もしもーし！」


    　もし俺がバグってるなら、


    「木村、応答してくださーい！」


    　なかったことにするリセツトしかないじゃないか！
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    　リセットなんてことができるはずもなくて──。


    「木き村むら？　おーい、木村カント！」


    　俺の名前は木村カント。


    　わけあって絶賛落ち込み中というか、完全にバグってる状況だ。


    「木村、私のこと無視ですか？　ぷんぷん、って怒おこっちゃいますよ？」


    　この自分の口で「ぷんぷん♪」って言ってるのは曲まがり矢やサンノ。


    　無視されて何が楽しいのか。


    「完全無視ですね。私は、ぷんぷんです♪」


    　はしゃぐなよ、曲矢。


    　ここは新にい見み市の中心地、ほぼど真ん中。


    　大だい算さん大付属病院、七階ナースステーション前のベンチだ。


    「曲矢、おまえうるさいし、浮いてるぞ」


    「浮いてる？　どこがですか？」


    「派手なコートとか、珍ちん妙みような『赤ん坊顔』とかだ」


    「顔は関係ないでしょ！」


    　曲矢サンノは、身だしなみに気を使っている風の少女だ。


    　近くで眺めるのはこれが初めてだけど、何気に美少女っぽい。アップに耐えられる肌のきめ細やかさは、なかなかだ。「モテる努力をしています」的な、美少女特有の自信に満ちた目をしている。化粧以前のお肌のケアとか、そういうのはたぶん万全なのだ。


    　しかし、哀かなしいかな眉まゆはない。


    　まるで架空の化粧品でも使っているかのような、不思議な顔である。


    「木村♪」


    　不思議に満ちた赤ん坊顔が、さらに至近距きよ離りに迫った。


    「私と木村って、仲良し友達ですか？」


    「何だよ、唐突に」


    「以前は『友達未満』だなんて言ってましたが、もうかなり昇格してますか？」


    「何が言いたいんだよ」


    「今ではすっかり恋人感覚ですか？」


    「おまえなぁ、冗談は不思議顔だけにしてくれよ」


    　俺と曲矢の関係は、あくまでも友達未満である。


    　通っている学校も違うし──って考えてみれば、何で一いつ緒しよにいるんだろうか。


    「私に、不思議顔だなんて、木村は本当に失礼な男の子ですね。縁えんもゆかりもない木村のために私は、こうして付き添ってあげてるのに……」


    　そうだ、曲矢の背後にある七○八号室。


    　そこが俺の──取り立てて特筆すべきこともないが、強しいて挙げれば、小学校から本気でやっていたバスケをケガで断念した、というくらいな俺の目指していた──ゴール地点。


    　ゴール地点、のはずだった。


    「俺は、サイテーだな」


    「そうですよ、親切な私のことを無視するなんて」


    　入院している幼なじみから、俺はずっと目を逸そらしていたのだ。


    　だからこれは、当然の罰ばつなのか。


    「俺なりに、勇気を振り絞ってここまで来たのに……」


    「ついでに私への感謝の心も、振り絞ってみませんか？」


    　幼なじみの姿は、どこにも見あたらない。


    　それが俺のバグった原因である。


    「俺、遅すぎだよな」


    　幼なじみの杏あん子こを見舞わなかった期間は、実に十年にも及ぶ。


    「俺は……『ごめん』って伝えようとするのが、遅すぎたんだよな」


    「私への『ごめんね』ならまだ受け付けてますよ？」


    「曲まがり矢や……」


    「不思議顔だなんて言ってごめんな、と言う気になりましたか？」


    「…………」


    「木き村むら？　どうして私に謝らないんですか？」


    　どうして、だ？


    　今おまえ、関係ねーじゃん。俺は今、おまえとぜんぜん関係ない所で落ち込んでんじゃねーか。読もうぜ、空気。おまえはどうしていつも、こうなんだ。


    　俺が曲矢に出会ってしまったのは、三か月前のことである。


    　夏の終わりで、秋の始め頃だった。


    　それ以来、何だか、何かが、しっくり来ない。


    　うわ、関係ないこと思い出した。曲矢と出会った時、こいつは深夜の国道を疾しつ走そうしていた。それも裸足はだしで。重ね重ねになるが眉まゆもなしに。それからそうだ。曲矢は県内随ずい一いちのお嬢じよう様さま学校と評判の楠くすのき女学院の生徒だが、制服の下にはなぜか、腹筋強化器具を身につけている。身体からだを鍛きたえる前にまず眉を描くなりしてもらいたいところだが──ってダメだ。


    　曲矢のキャラが濃すぎて、邪じや魔まくさい。


    「俺はこの状況を、ゆっくり静かに思案したいのに……」


    「木村、ひとついいですか？」


    「何だよ」


    「お腹なか、空すきませんか？」


    　ダメだ、曲まがり矢やの傍そばでは現状把は握あくもままならない！


    　最初にすべきことは、現状把握ではなく、こいつを倒すことなのか？


    「曲矢、面倒くせーな。腹減ったなら向かいの来らい々らい軒けんでラーメンでも食って来いよ」


    「ラーメン、ですか？」


    「学生はラーメン半額、ってバスケ部の先輩たちが話してた」


    「へー、そうなんですか」


    「餃子ギヨーザはやめとけよ。強烈プッシュされるらしいが、それは罠わなだ。そんなに美う味まくないっていうか、むしろ不ま味ずいって噂うわさだ。何も知らない学生相手に『ラーメン半額』とか謳うたってさ、餃子を追加させて客単価を上げる。それが向こうの手口なんだ」


    　こんな時に俺はなぜ、プチ情報のプレゼントなんてしちゃうのか。


    「俺は、何なんだ」


    「木き村むらはエア使いですよ、エア使い」


    　俺は慌あわてて耳を塞ふさいだ。


    「頼たのむから、おまえちょっと黙だまっててくれよ」


    　物事には順序というモノがある。


    　現状把握は順序よく、ゆっくりと、慎しん重ちようにするべきなのだ。


    「いったいなぜ……ここに入院しているはずの杏あん子この姿がなぜ、見あたらないんだ？」


    「だからぁ、木村がエア使いだからですよ」


    　俺が、エア使いだから？


    「木村みたいにエアを使える人は、一部で『エアリアル』と呼ばれていますね」


    　エア？


    　エアリアル？


    　曲矢は俺に、容よう赦しやなく直球をぶつけて来る。


    「今さら何ですか。木村は自分に優しい『幻想』に十年間も溺おぼれていたんじゃないですか。現実の幼なじみに会えなくなった木村は、無意識に『エア彼女』を作り出して一いつ緒しよにいるつもりで……って十年は、長すぎませんか？　まぁ、ちょっとだけいいですけどね。架空の彼女を作り出して一緒にいるほどの、純粋な『幼なじみへの想おもい』だったんですよね」


    　幻想？


    　エア彼女？


    　幼なじみへの想い？


    　幼なじみの身に起こった現実？


    「い、一度にわーわー言うんじゃねーよ」


    「わーわーは言ってませんが……」


    「物事には順序ってものがあるんだ。それなのに、次から次へと言いたい放題かよ。つーか、おまえ何で眉まゆねーんだよ。そこなんだよ、そこ。どこですか、ってふり返ってんじゃねーよ。おまえのここだよ、ここ。こーこ。この何もないこの部分。本来、『ま』で始まって『ゆ』で終わる目の上の、こーこ！」


    「ちょ、ひとの顔面に指で円を描かないでくださいよ」


    「おまえ何で眉ねーんだ、眉あれよ」


    「もぉぉ、どうしてそんなに私の眉にこだわるんですか！」


    　なぜならば、面倒くさいからだ。


    　曲まがり矢やサンノは、眉がないことを除けばどこにでもいそうな女子高生である。『深夜の国道を裸足はだしで爆走』とか『常時アブト◯ニックを装備』というパンチの効いたエピソードを前述しておきながら「どこにでもいそうな女子高生」は矛む盾じゆんも甚はなはだしいだろうか。確かに、眉なしのこいつのどこが普通だ。矛盾している。しかしだ。問題のその眉だって本人は「ちゃんと描いてる」つもりなのである。『深夜の国道を裸足で爆走』や『常時アブト◯ニックを装備』にだって理由があるというか──つまりこいつも俺と同様、存在しない幻エ想アを見たり感じたりしちゃうのだ。ほーら、ほら見ろってやつだ。面倒くさい匂においがして来た。


    　いったいなぜ曲矢は、エア化粧なんてしてるのか？


    　エアって何なのか？


    　そしてエアに関かかわったばかりに、かつてないほど混乱している俺の現状とは？


    「ダメだ、何から整理すればいいのか……」


    「木き村むら、現実を受け入れましょうよ」


    「わかってるよ。順を追って整理しようとしてるじゃないか。それなのにおまえは……」


    「私が邪じや魔まですか？」


    「や、別にそこまでは……」


    　曲矢は友達未満の他校生だが、ちょっと邪険にし過ぎたかもしれない。


    「悪かった。邪魔だとか、そんなことは思ってねーよ」


    「いいえ、私がうざいんでしょ？」


    「まぁな、それはまぁな。うざったいけど、おまえは俺の念願だった幼なじみの見舞いに付き添ってくれてるわけだ。それは感謝してるし、マジすまねーって思ってるよ」


    「遠えん慮りよせずに、邪魔なら邪魔だと言ってくださいよ！」


    「や、だから感謝はして……」


    「邪魔なんでしょ？　じゃーま、じゃーまーなーんーでーしょー？」


    　邪魔くせーっ。


    　何だろうこの「邪魔者」と呼ばれることを期待している、薄うす気き味み悪い目は。


    「木村、何ですか。その苦虫を嚙かみ潰つぶして味わっているような、ブス顔は」


    「ブスは関係ないだろうが、つーかせめて不細工と言え……っておい？　どうした？」


    「ひどい、女の子にブスなんて……」


    「待て待て、おまえには一言もブスなんて言ってない！」


    「また言いましたね！」


    「言ってねーだろ、ブスなんて！」


    「また！」


    　ループ！


    　そして何だ、そのゆっくりと首を振るオーバーな仕草。


    「木き村むら、ひどくないですか？」


    　蚊かが鳴くような声というか、蚊が鳴くような声からの──。


    「ひどくなくないですか？」


    　スイッチオン。


    「ひどくなくなくないですか？」


    「なくなくない、ってもうどっちかわかんなくなってね？」


    「ひどい、ひどーい、ひーどーいー！」


    　突然、曲まがり矢やは顔を覆おおって泣き始めた。


    　何かやばくね？


    　ちょっと整理してみる。


    　わけあって十年も見舞ってなかった幼なじみを訪ねた俺に、曲矢は付き添ってくれている。それだけではない。入院しているはずの幼なじみの姿が見あたらなくて、途方に暮れている俺に、とても親身だ。曲矢はなんて優しい子なのだろうか。


    　一方、俺は曲矢の優しさを受け入れる余裕がなかった。


    　親切な曲矢を傷つけたのだ。


    「って何なんだこの筋書き……おまえ、何のつもりだ！」


    「私、お節せつ介かいでしたね」


    　どうも「お節介」という方向に持って行きたいらしい。


    「私、親切すぎますよね。心がきれいすぎますもんね」


    　何て甘い自己評価だろうか。


    「あはは……あは、あはは」


    　そして、暴走。


    「あーぁ、ユニコーンに触ふれられるくらいの純粋さなんて、流は行やらない時代ですよね」


    「は？　ユニコーン？」


    　純粋な心の持ち主しかユニコーンには触れられない、とかいう逸いつ話わがあんの？


    「ユニコーンはどう猛もうですが、真に純粋な少女を前にすると大人しくなるんですよ」


    「知らねーよ。そんな逸話を披ひ露ろうされても俺、覚えないよ？」


    　純粋な心の持ち主しかユニコーンに触ふれられないなんて逸いつ話わ、いつ役に立つのか。


    「もういいから黙だまっててくれよ。俺は今……っ！」


    　ハッとした。


    　廊下の曲がり角から、イケメン現る。


    　笑っちゃうくらいのイケメンだ。風もないのに今にもなびきそうな長い銀髪、切れ長の目。すらりとした長身だが、華きや奢しやな印象は抱いだかせない。「体幹とか鍛きたえてますから」的な設定だ。設定は、首や指のアクセサリといった細部にまで及んでいる。


    「テメーまで出て来やがったかよ、巽たつみ」


    　その名は巽幸ゆき雄お、もちろん声までイケメン風のバリトンボイスだ。


    「曲まがり矢や、泣いているのかい？」


    　長い腕を伸ばし、曲矢をそっと抱だき寄せるイケメン。


    　曲矢は甘えた声で答える。


    「私は、ただ木き村むらのことが心配で……」


    「曲矢がユニコーンに触れられちゃうくらい心がきれいなこと、おれは知ってるよ」


    　レアな逸話が有効に使われている！


    「だからさ、泣かないでよ。伝わらなかった優しさは、おれだけにくれると嬉うれしいな」


    「私はぁ、ひっ、木村のために、ひっ、がんばった、ひっ、のに……」


    　嗚お咽えつ。


    　嗚咽？


    「や、おまえ……その甘え方はちょっと違うんじゃね？」


    　いけね、廊下を行き来する人々が足を止めてこっちを見ている。


    　巽は最強のイケメンだ。人目もはばからず全力で甘えたくなる、その気持ちがわからないでもない。ないのだが、最強彼氏／巽幸雄にはたったひとつだけ欠点がある。


    　欠点というか欠陥か。


    　巽はエアだ。


    　巽幸雄は曲矢の妄もう想そうが生み出した、実在しない『エア彼氏』なのである。


    「曲矢、一般の方々がどん引きしてっから、空気相手の照れ笑いはよせ」


    　一般の方々の目に、巽の姿は見えていないのだ。


    　本来、見えるはずのない最強イケメン／エア彼氏。曲矢の妄想が作り出した架空の存在が、俺には見える。確か「ある刺激に対し通常の感覚だけでなく、異なる種類の感覚を生じさせる共感覚。その特殊な知覚現象によって、妄想を共有するというか、本来、個人的であるはずの妄想の干かん渉しようを相互に許容している」的な理り屈くつだったか。


    　そんなよくわからない理屈が、俺と困難とを結びつけている。


    「巽、おまえちょっとどいてろ」


    　巽たつみにぐい、って身体からだを密着させ曲まがり矢やの視界を占領した。


    　これで一般の方々は「眉まゆなし少女の独り遊びプレイにあらず」と安心するはずである。


    「あのリストバンドの子が……」


    「そうみたいね」


    「あの背の低い子が、あの眉のない子の彼氏なのね」


    　違っ！


    「くそぉ……俺は、曲矢や巽に構ってる場合じゃないのに」


    　小突いてもびくともしない巽の細マッチョ。


    　俺たちエアリアルにしてみれば、エアの感触までもリアルなのだ。


    「頼たのむよ、巽。曲矢の暴走を何とかして……」


    「曲矢、泣かないで」


    　シカトかよ。


    「曲矢に涙は似合わないよ。だから、笑ってくれないか？」


    「この涙はぁ、巽に会えた分ですよぉ♪」


    　茶番。


    　あ、そうか。


    　そういうことだったのかよ、曲矢。


    「テメーは、俺のことをフリに使いやがったんだな？」


    　フリというかダシか。


    　曲矢は俺のことを『親切な少女に辛つらくあたる意地悪な悪者』に仕立て上げてダシにし、正義の味方／エア彼氏を召しよう喚かんしたのだ。曲矢は「私が邪じや魔まなんでしょ♪」と罠わなを張っていたのだ。まんまと突っかかって来た俺をダシに、噓うそ泣なきでもってエア彼氏に助けを求めたのである。そいう手順でエア彼氏は召喚された。ダシが利きいている。この茶番は「意地悪な悪者に辛くあたられた親切な少女を、イケメンが慰なぐさめる」という遊びプレイなのだ。


    「それで『ぷんぷん♪』って楽しそうに怒おこってたのか……」


    「巽、えへへ♪」


    「俺が落ち込んでる、っていうのにテメーは……」


    　性しよう根ね腐くさってんな。


    　それにしても、どうだ。


    　テレビでエアギターとかを見ていた頃は「へー」という程度だったが、改めて生で見るとエアは、何て言うか壮絶だ。曲矢は完全に自分の世界に入り込んでいる。没頭しきっている曲矢と、それを白い眼で見ている一般の方々との温度差たるや、見るも無む惨ざん。


    「おい、曲矢。そのくらいにしとけよ」


    「木き村むら、私は巽と内ない緒しよ話ばなしがあるので、邪魔しないでくれませんか？」


    「おまえその口、縫ぬってやろうか？」


    「邪じや魔まだなぁ、もぉ……木き村むらは、杏あん子こさんとの再会でも何でもして来てください！」


    「まだ言うのかよ。だから、杏子はどこにも……」


    　曲まがり矢やは「やれやれ」と首を振った。


    「木村、いいですか？　杏子さんの姿かたちを、私は知りませんよ。木村が部屋に『いない』って言うから、『いないのか』って思いましたよ。木村が狼狽うろたえてるから私は『まさか』と、ひらひら揺れるカーテンを開けて部屋の外まで捜しました。怒おこられましたよぉ？　『ちょっと換気してるだけなのに、何してるの！』って看護師さんに『カーテンを開けるな！』ってすごい剣けん幕まくで怒られました。杏子さんなら、ちゃんといたじゃないですか！」


    　曲矢は扉横の空白の名札ネームプレートを示した。


    「ほらちゃんと、名札ネームプレートもあるじゃないですか！」


    　どう見ても、名札ネームプレートがあるべき場所は空白にしか見えない。


    「まさか、俺以外の一般の方々には『関せき杏子』って名札が見えているとでも……っ！」


    　曲矢は、俺の制服のネクタイを引っ張った。


    「木村、『俺バグってるの？』とか『ゆっくりと状況整理を……』はもうけっこうですよ。現実はすぐそこ、ゴールは目前。部屋に入って再会、話はしごく単純ですから！」


    「ちょ、押すなって！」


    　俺は七○八号室内へ「ドーン！」と突き飛ばされた。


    「曲矢、待てよ。おまえ、俺を置いて勝手に帰るなよ？　おい、聞いてっか？」


    　扉が閉じれば、廊下の喧けん噪そうは届かない。


    　静かな七○八号室。


    「…………？」


    　独りぼっちで取り残された空間、っていう感じはなかった。


    　曲矢に「いる」と言われれば確かに、誰かがいる気配が──うん、気配がある。


    



    　　　　　　　◇


    



    　何だかいい香りがする。


    　柑かん橘きつ系のコロンか何か、それに花の匂においも混じっているだろうか。無意識にした深呼吸、自分の呼吸音どころか、心臓の音まで聞こえそうなくらい緊きん張ちようしている。


    　窓のカーテンは閉ざされ、室内は暗かった。


    　ベッドを囲むカーテンも締しめ切られているが、確かに──。


    「お……おい、杏子？」


    　誰かが居る気配があって、声は上ずった。


    　カーテンの端はしがなかなか見つからなくて、摑つかむようにして、乱暴に開いてしまう。


    「いるのか……あ、れ？」


    　目め眩まいが──。


    　高ぶった緊きん張ちようのせいか、貧血の時みたいにクラッと来た。


    　ベッドの端に手をつき、落ち着くのを待つ。


    「カント、遅かったね」


    　不意打ちだった。


    「杏あん子こ！」


    　髪の毛を頭頂部付近で結んだ、ポニーテール。


    　制服に竹刀しないという何ともアンバランスな風ふう体ていだが、均整の取れた肢し体たいをしているというか。特にふくらはぎのひらめ筋はお薦すすめだ。きゅっと締しまった足首までのラインは、猫科のしなやかさを連想させる。脚線美と言えば脚線美。俺は、思わず唸うなってしまった。


    「相変わらずおまえは、人間離れした瞬しゆん発ぱつ力りよくを想像させてくれるぜ」


    「あたしの姿かたちは、あんたの趣しゆ味みでしょうが」


    　杏子は杏子でもこいつは「エア杏子」だ。


    　俺の妄もう想そうが作り出したエア彼女、現実には存在しない俺の幻想である。


    「何か、ごめんねカント」


    　エア杏子はベッドに腰を下ろし、背中を向けた。


    「カントがせっかく勇気を出したのにね。目を逸そらしてた幼なじみと再会して、現実を受け入れようとしているのに……あたしが出て来ちゃった」


    「や、おまえは悪くない」


    　エアは、エアを召しよう喚かんするエアリアルの潜せん在ざい意識と密接に関係している。


    「そうか、杏子の気配があったんだけど……おまえの気配だったか」


    　今度こそ本物の杏子と会えると思った。


    　だが、ベッドはやはり無人。俺はどこかで「ひょっとしたら今度も会えないかも」って身構えていたのかもしれない。だからか。再会は失敗したというのに、それほど落らく胆たんはなかった。噓うそでもエアでも「杏子」に会えているから、落胆というよりむしろ安心している。


    「おまえは、いいタイミングで出て来てくれたよ」


    　完全な『再会失敗』だったなら、泣いていたかもしれない。


    　室内にはやはり、現実の幼なじみの姿は見あたらない。その事態を受けての、エア杏子召喚だ。俺の「杏子」への想おもいが限界に達し、無意識にエアを召喚したのだ。無念の再会失敗を回かい避ひするための、自己防衛本能によるエア召喚。


    　エア杏子召喚のタイミングは入室の時か、あるいはそれより前か──。


    「やべぇ……高ぶってて、まだぼーっとしてる」


    　本物に会えないならせめて、エア杏あん子こに会いたい。


    　俺の想おもいは十年前から不変だ。変わらぬ想いがエア杏子を作り出し、召しよう喚かんさせる。そうやってどうにか、保ってる。「杏子」に会えなくてどうにかなってしまいそうな部分を。


    「はは……ウナギ、って弱ぇよな」


    「カント？　急に何、ウナギって言った？」


    「や、ウナギってさ。独りぼっちだと、寂しくて死んじゃうらしいじゃん」


    　俺の場合「杏子」に会えないと、死んでしまうんだ。


    「カントそれ、ウサギだから」


    「言ってんだろ、ウナギって」


    「ウサギよ、ウサギ。サシスセソの、サ！」


    「ナニヌネノの、ナ？」


    「あんたの耳どうなってんの？」


    　ウサギだろうがウナギだろうが。


    　エアだろうが何だろうが、杏子がいればホッとする。


    　エア杏子に倣ならって、俺もベッドに腰かける。


    　それにしても窓のカーテンはずいぶんと分厚くて、まだ夕方なのに室内は夜みたいだ。


    「俺は、何も進歩してねーなぁ」


    「どうしたのよ、急に」


    「十年前、杏子は……あぁ、おまえじゃなくて『リアル杏子』は眠っちまった」


    「リアル杏子、って言い方どうなの？」


    　確かにどうかと思ったが、他に言い方が見つからない。


    「十年前だ。リアル杏子は原因もわからないままに、目覚めなくなった。それからの俺は、ホントにサイテーなやつだよ。リアル杏子の身に起こった現実を受け入れられないからって、身代わりとして幻想を作りだした。そう、おまえだ『エア杏子』」


    「だからぁ、エア杏子って言い方もどうかと思うんだけど……」


    　顔を見なくても、苦笑いしているのがわかる。


    「カントは、それだけ杏子あたしのこと想っててくれた、ってことでしょ？」


    「ガキの頃ならまだ、誰かが笑って許してくれたかもな」


    　だけど俺はもう高校生だ。


    「いつまでも幻想に溺おぼれて、ダメだなぁ、俺は……」


    「何か、ごめんね」


    「おまえは悪くないよ。すぐ幻想に頼たよろうとする俺が、弱いんだ」


    　心のどこかで考えている。


    　あぁ、リアル杏子との真の再会が果たされなくてよかった。


    「実際、十年間も幻想に溺おぼれてた俺が、どの面つらさげて会えばいいのか……」


    　左胸をノックする。


    　ここがホント、弱いんだ俺は。


    「そうだ、俺ひとつ思い出したことがあるんだ」


    「何？」


    「や、十年前からリアル杏あん子こは、眠った状態なわけで……」


    「ちょっとタイム」


    「何だよ」


    「カントってリアル杏子のことを、十年間も見舞ってないよね？」


    「あぁ、そうだ」


    「それなのになぜ、『眠ったまま』って知ってるの？」


    「それは確か……母ちゃんか父ちゃんが言ってた。ガキの頃のことだから、曖あい昧まいな記き憶おくだけど……そう曖昧な記憶だったけど俺、思い出したんだよ」


    　十年前、俺はリアル杏子に言ったのだ。


    『杏子は安全な場所に隠れてろよ。その間、俺が杏子を守ってやる』


    　幼かったリアル杏子が「殺される」雰ふん囲い気きの、殺さつ伐ばつとした記憶である。


    『カントがあたしを守ってくれるの？』


    『悪いやつがいなくなったら、起こしに行くよ』


    『あたしは眠ってていいの？』


    『俺が行くまで起きるなよ。起きたらおまえ、泣いちゃうだろ？』


    　いわゆるガキの戯たわ言ごとというか。


    「ホント救いようの話だ、そう思わないか？」


    「リアル杏子を眠らせたのはカント……ってそれ、どういう理り屈くつ？　催さい眠みん術じゆつとか？」


    「理屈とか、わかんねーけどさ」


    　あの日、リアル杏子を守るために、俺がリアル杏子を眠らせたのだ。


    「そんな大事なことを忘れて、幻想と戯たわむれてた」


    　ずっと、リアル杏子を起こし忘れていたのである。


    　十年間もだ。


    「俺の罪は軽くねーぜ……あん？」


    　クスクス、何だか笑ってやがる。


    「笑うことはねーだろうが、笑えない話なんだから」


    『カントは、あたし想おもいだね』


    　俺はハッとした。


    　ハッとしてふり返ったそこに、エア杏子の姿はなくなっている。


    「あれ？」


    　俺は、なぜ、ふり返ったのか。


    　なぜエア杏あん子こは消えたのか、何が俺をハッとさせたのか。


    「あ……やべ……」


    　耳鳴りがする。


    



    　　　　　　　◇


    



    「木き村むらぁ、そろそろお邪じや魔ましてもいいですか？」


    　曲まがり矢やが入室して来た。


    「木村？　どうしたんですか？」


    「ちょっと、耳鳴りが……」


    　昔からよく、耳鳴りがした。


    　耳鳴りと呼ぶには少し奇妙な『特定の音が聞こえなくなる』ということもあった。


    「大丈夫だ。俺の耳鳴りはいつも時期的なモノ、っていうか……うん、収まったし」


    「木村の耳鳴りって、幽ゆう霊れいの仕し業わざなんじゃないですか？」


    　幽霊？


    　俺たちエアリアルは、見えるはずのないエアを見たり感じたりするが、幽霊を見たり感じたりすることはできない。幽霊を見たり感じたりするのは、いわゆる『霊感』を持った連中だ。俺はエアリアルだが、霊感など一いつ切さい持っていない。だから幽霊は見えないし、その雰ふん囲い気きを感じたりできない。俺の知る限りでは、曲矢もまた霊感など持っていないはずだが──。


    　曲矢はぺこりと無人のベッドにお辞じ儀ぎし、言った。


    「霊感が強い人は、そういう場所に行くと耳鳴りがするとか言うじゃないですか」


    「おまえそれ、冗談のつもりか？」


    　縁えん起ぎでもないことを言うやつである。


    　そして無人のベッドへのお辞儀も、冗談にしてはタチが悪いぞ。


    「曲矢は、幽霊の存在とか信じてるのかよ」


    「いいえ」


    　曲矢は堂々と宣言した。


    「私はこの目で見えるモノしか信じない、現実主義者ですよ」


    　おまえのその目には。


    　現実にいようはずもない銀髪のエア彼氏が見えているというのに。


    「私はただ、『耳鳴りは幽霊の仕業だ』っていう迷信を聞いたことがあったので」


    「あのなぁ、耳鳴りのメカニズムは単純らしいぜ？」


    　我が身のことなので、俺はネットで調べたことがあった。


    「耳鳴りのあの音、実は常に聞こえてんだよ。だけどほら、人間の耳には指向性がある」


    「指向性、って何ですか？」


    「だからほら、聞きたいと思う音だけ拾うだろ？」


    「そうですか？」


    「例えば、冷蔵庫はウーンっていう駆動音を常に発しているけど、普ふ段だんは気になんねーだろ。けど駆動音が切り替わる時に、あっ、って感知するわけだ」


    「あの音、何で切り替わるんですかね？」


    「さぁな。話を耳鳴りに戻すと、キーンっていう耳鳴りのあの音は常に聞こえているらしいんだ。だけど普段は気になっていない。それが、何かのはずみで気になった時に『耳鳴りがする』ということになる。そういうメカニズムらしい」


    　曲まがり矢やは一いつ瞬しゆん感心しかけたが、ムッとする。


    「そんなことよりも、再会はもういいですか？」


    「だからぁ、リアル杏あん子こは……見ての通りだよ」


    　無人のベッドを指差すと、曲矢は首を捻ひねった。


    「木き村むら、なぜリアル杏子さんを起こさないんですか？」


    　さっきまで気にならなかったが、部屋の壁掛け時計よ。


    　もう少し静かに秒針を動かせないのか。


    「木村は、言ってたじゃないですか。リアル杏子さんは木村が眠らせた、って幻想話を」


    「だったら何だよ」


    「だったらとっとと起こせばいいじゃないですか。ほら、『俺だぞ』って。『おまえのこと起こしに来たぞ』って、伝えればいいじゃないですか」


    　だから、時計よ。


    　もうすぐ午後五時だってことはだいたい了解してっからさ。


    「さて、と……曲矢、そろそろ帰らねーか？」


    　茶番は終わりだ。


    「木村、ここまで来て何を怖おじけづいてるんですか」


    「おい、いい加減にしろよ」


    　ベッドを挟んで俺は、曲矢を睨にらんだ。


    「タチの悪い冗談はよせ。杏子が俺にとってどういう存在か、おまえ知ってるくせに」


    　気け圧おされた様子の曲矢だったが、腕を組んで胸を反らす。


    「それはこっちの台詞せりふですよ、木村」


    　曲矢は無人のベッドを顎あごで指し示し、言い放った。


    



    「リアル杏あん子こさんが眠っている原因が木き村むらならば、木村が起こせばいいじゃないですか」


    「おまえ、何言ってるの？」


    「木村のことですから『もし起きなかったらどうしよう』とか考えてるんでしょうね。だけどその時は、その時じゃないですか。ベストを尽くせばいいじゃないですか。『ベストを尽くしてもダメな時は、それは木村のせいではない』。違いますか？」


    「な、何だよ急に……」


    「私が考えた私の言葉ですが、あげますよ」


    「俺がこないだおまえに言った台詞せりふだろうが、パクんじゃねぇ！」


    「何でもいいですから、さっさとリアル杏子さんに声をかけてくださいよ」


    　こいつは、何を見て「杏子」って言っているのだろうか。


    　逆に、俺に何かが見えてないのか？


    　何がベッドの上にあるって言うんだ？


    　おまえ何をじっと、真っ白なシーツの上に視線を落としているんだ？


    「何だってんだよ、なぁ……」


    　恐る恐る手を伸ばしてみる。


    　目は閉じた。


    　俺は、曲まがり矢やほどではないが自分の目をけっこう信用している。しかし俺の目は、実際には存在しないエア彼女とか、他人のエア彼氏を見ちゃうことのあるいたずらっ子だ。


    　ここは敢あえて目を閉じ、触覚を優先する。


    「あ……え？」


    　枕まくら付近に伸ばした手に何か触ふれた。


    　温かだ。


    　何だろうこの弾力、ぽよ？


    　や、ぷよ？


    　もっと控えめというか、しおらしい反発力だ。


    「な、何かある！」


    　ベッド中央付近にも何かあるぞ？


    　この世にこんな柔らかい材質の物体があんのか？


    　生まれて初めての感触だ。


    　何だろうこの、安心感。


    「やべー、マジで何なのかわかんねーぞ？」


    　箱の中身は何でしょうゲームをやってる感覚だ。


    　視覚に頼たよらず、触覚だけで「それが何か」を当てることの──何という難しさ。


    「俺の目には何も見えないけど、確かに……」


    　何かが、ベッドの上に横たわっている。


    　え、どういうこと？


    「何も居ないように見えるが、何かが……いる？」


    　これ、ホントに何だ？


    「目に見えない何か……人か？　人なのか？　あ、腕だ。手だ。人がいる……はぁ？」


    　理解はじわ、っと滲にじむように。


    　けしてスッとは頭の中に入って来なかった。


    　なまじ「見えないはずのエアが見える」という日々を過ごしていたせいで、反応が遅れたのだ。生まれて初めての体験だが、どうやら間違いない。


    「俺は今、透明人間を見ている！」


    「何ですか今さら、白しら々じらしい」


    「や、透明人間だから見えてなくて……おいおいおい……何て言えばいいんだ？」


    　どう反応すればいいのか、皆かい目もく見当がつかない。


    　表現方法すら思いつかない！


    「曲まがり矢や……俺から重大なお報しらせがあるから、どうか聞いてくれ」


    　上う手まく伝わるか不安だったが、告白する。


    「俺バグった！」


    「バグはもういいですってば。リアル杏あん子こさんですよ」


    「リアル杏子……見えないのに？」


    「木き村むら、本当に見えてないんですか？　私にははっきりと見えてますが……」


    　タイム、ターイム。


    　タイムアウトっていうか、これはもう続行不可能だ。


    「どういうことだ？　何で俺だけが、一番リアル杏子に会いたいと思ってる俺が……」


    　見えないんだ？


    　察するに、見えないのはリアル杏子とその「所有物」だろうか。ベッドやシーツといった大物は見える。だが、リアル杏子が身につけているだろう服も何も見えない。


    「木村？」


    「……」


    「もぉ、また思考停止ですか？」


    「…………」


    　待てど、タイムアウトの笛は鳴らない。


    　交代要員は準備していないのだ。


    「リアル杏子の姿が、俺にだけ見えない状態？」


    　俺の人生は、どれだけ嫌いやでも俺しかスタメンを張れないのに──。


    「アレじゃないですか？」


    　曲まがり矢やは欠伸あくび混じりに呟つぶやいた。


    「今までさんざん現実から目を逸そらしていたから、的な理り屈くつで見えないのでは？」


    「何だその乱暴な理屈！」


    「いえ、だって木き村むらってエアが見えるじゃないですか。本来、見えないエアを視認していたメカニズム、その逆ですよ。リアル杏あん子こさんの現実を受け入れきれてないから……」


    「そんなことで現実リアルが見えなくなる、って言うのか？」


    　そんなバカげた現実、受け入れられるはずがねぇ！


    　曲矢は「そろそろ帰りたいので」と退室する。


    「木村、さっさとリアル杏子さんを起こしてくださいね」


    「ちょ、待……」


    　俺は部屋に取り残された、ってそうか。


    　ちょっと違うらしい。


    　俺と杏子（透明人間）の二人は部屋に残された、ってことらしい。
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    　俺は一人、部屋にいる。


    　俺には「俺一人」にしか見えないのだが、部屋にはもう一人いるらしい。


    　らしいので俺は、勇気を振り絞って透明人間に話しかける。


    「ぜんぶ、俺のせいなんだ」


    　頼たよりなく響ひびく俺の声。


    　ずっと現実から目を背そむけていて、だから、未いまだに現実を受け入れられずにいる。


    　リアル杏あん子こは今、俺の目には映らない。


    「どういうことだよ……」


    　こんなこと、バカげてる。


    　十年前、リアル杏子は覚めない眠りに落ちた。以来、エア杏子を作り出すほど「杏子」のことを思っていたんだ。「杏子」と話したい。「杏子」の傍そばにいたい。その想おもいが強すぎたばかりに、本来見えるはずのないエア杏子をこの目に見ていた。


    　なのに、リアル杏子が見えない？


    「意味わかんねーよ」


    　本末転倒じゃないか。


    　俺が傍にいたいのは、話したいのは──現実の、本物の杏子なのに！


    「杏子……」


    　半信半疑の情けない声。


    「杏子、いるのか？」


    　秒針が時を刻む音が、やけに耳みみ障ざわりだ。


    「杏子……………」


    　十年、って考えた。


    　俺が幻想と戯たわむれていた時間を思えば、こんなの一いつ瞬しゆんにも満たない沈ちん黙もくか。


    　それでも俺は待ちきれずに──。


    「そろそろ起きてくれよ、杏子」


    　要求する。


    「十年も見舞いに来なかったこと、謝るよ。謝りたいから、だから頼たのむよ」


    　懇こん願がんした。


    「起きてくれないと俺、帰っちまうぞ？」


    　脅きよう迫はくまでしてみたけど──。


    「…………」


    　耐えがたい沈黙が続いた。


    　パイプ椅い子すから離れ、逃げ出すように扉へ。


    「ホントに、ごめんな？」


    　それだけ言い残すのが、精一杯だった。


    　扉を開けようとノブに手をかけた時、その冷たさに絶望感を覚える。


    　もう二度とこの扉を開けることはできないような、そんな気がしたんだ。


    「……よ」


    　その声は。


    「おはよ、カント」


    　想像していたより幼さの残るその声は。


    「カント、どこ？」


    　一秒と一秒の間に届いたその声は、すぐに消えてしまいそうだった。


    　十年ぶりの、杏あん子この声。


    　ずっと聞きたかった声が届いた時、俺は──。


    「…………」


    　まるで夢の中にいるみたいな心地だった。


    　ずっと見ていたい夢なのに、俺の返事や、あるいは指先の小さな動きで終わってしまうんじゃないか──そんな気がしたんだ。だから返事をしようにも、言葉にならなかった。


    「カント、帰っちゃったの？」


    　夢なら醒さめるな、って願っていた。


    「カント？」


    　悪ぃ、何か涙まで出て来て、邪じや魔まをするんだ。


    　夢見心地に水など差されてたまるかと、泣き声は、歯を食いしばって堪こらえる。


    「カントぉ？」


    　涙はリストバンドで拭ぬぐった。


    　言えなかったけど、心の中でひたすら謝っていたんだ。


    　なぁ、ごめんな。


    「あたし、すごく長い間……眠ってたような気がする」


    　ごめんな、十年だよ。


    「でもまだ眠いよ」


    　ごめん、今すぐ駆け寄りたいけど今の俺にはおまえが見えない。


    　駆け寄る資格がないんだ。


    「あたし長い間、眠ってたの？」


    「あぁ……」


    　返事しても、どうか。


    　夢が醒めませんように──。


    「あぁ、十年だよ」


    「じゃあカントはもう……高校生？」


    　夢じゃなかった。


    　現実なんだと安あん堵どする一方、自分が情けなくて泣けて来る。


    「カント」


    「うん？」


    　せっかく会えたのに、その姿が見えないなんて──。


    　カーテン越しに訊たずねられる。


    「カントは背、伸びた？」


    「ぐんぐん伸びたよ」


    「ホントに？」


    「や……背はまぁ、そこそこだ」


    「こっちに来て、顔を見せてよ」


    　俺だって、リアル杏あん子こと面と向かって話がしたい。


    　エア杏子は俺の妄もう想そうだったから、実際の杏子の姿を俺は知らないのだ。


    　リアル杏子は、どんな十六歳になっているのか。


    「カント、こっち来て？」


    「あぁ……」


    　カーテンを開ければ、無人のベッド。


    「カント、どうしたの？」


    「あ、あぁ……その……」


    「どこ見てるの？」


    　ベッドの上の杏子の顔を見てる、そのつもりだが──。


    「そんなに見つめられたら、照れちゃうよぉ」


    　そんなに見つめるも何も、おまえのこと欠片かけらも見えてねーんだよ。


    「こ……これからは俺、ちょくちょく見舞いに来るからさ」


    「うん、待ってる」


    　せっかく会えたのに「リアル杏子が見えない」という現実が待っていた。


    「じゃ、じゃあ、また来るから……」


    　そそくさと逃げ出すように、部屋をあとにする。


    　逃げ出すしかなかった。


    　なぜなら、夢なら醒さめて欲しいと思うような悪夢のような現実が始まったのである。


    「やべぇ……」


    　リアル杏子が、俺の目にだけ透明人間？


    　冗談じゃない！


    「一刻も早く、何とかしなきゃ！」


    　ここまでが、俺が直面した悪夢のような現実だ。


    「あのぉ、ちょっと待ってください」


    「え……？」


    　ここからは、単なる悪夢である。


    「木き村むらは、いつまで私を待たせる気ですか？」


    　ふり返るとカーテンの向こうから、でっかい手が覗のぞいた。


    　指先にはかぎ爪づめがある。


    「私、待ちくたびれましたよ」


    「どうなってんだ？　誰だ、おまえは！」


    　カーテンに映る人影が、バギギ、ボコッとか音を立てて変形する。


    「もう、待ちきれませんから」


    「お、おい？」


    「こうなったら木村のことを……」


    　その異形を晒さらせば──。


    「いっただきまーす♪」


    　まったくムダなナイスバディの、眉まゆ無なし少女だった。
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    「うわぁぁぁぁ！」


    　うなされて跳ね起きてなお、肩で息をするような悪夢だった。


    「な、何か……やべー、地獄に堕おちた系の夢を見ちまった」


    　夢の内容は怖すぎるからか、思い出せない。


    「やべー、ドキドキが収まらねーし……」


    　心臓は覚えてるみたいだ。


    　寝起きだというのに俺の鼓動は、正常とは言いがたい。


    「バクバク言ってやがる」


    「木村、学校に遅れちゃいますよ？」


    「ぎゃーっ！」


    「ぎゃー？」


    「夢の中から俺を追いかけて来たのか、怪物め！」


    「失礼ですねぇ」


    　眉無し少女は、朝日がきらきら光る廊下でコートのボタンを留とめている。


    「冬休みだっていうのに補習だと言うから、起こしてくれと言ったのは木き村むらですよ？」


    「補習？」


    　一いつ瞬しゆんで現実に引き戻される。


    「ここは、どこだ？」


    「どこってピサに決まってるじゃないですか」


    　ピサは、近きん隣りんの高校生が夜な夜な無目的に集まっている廃ビルだ。


    　寝泊まりする者も少なくない。


    「そうか昨夜、俺はピサに泊まったのか……」


    「透明人間のリアル杏あん子こさんとの再会が、よほどショックだったみたいですね」


    　それも夢だったなら、って少し期待した。


    「再会成功、なんだよな？」


    「どうしました？」


    「や、夢っていうか……その……」


    「夢に見ちゃうくらい感動できたなら、よかったじゃないですか」


    　それはそうなのだが──。


    「なぁ……俺は、杏子をちゃんと起こしたんだよな？」


    　曲まがり矢やは肩をすくめ「遅れますよ」と廊下の向こうへ消える。


    『カントは、あたし想おもいだね』


    　あの声が、十年ぶりの第一声？


    「や、違うか。杏子を起こしたのはあのあと……」


    　曲矢によって突きつけられた驚きよう愕がくの事実『俺にだけリアル杏子が不可視！』。


    　俺は長い時間をかけ頭の中を整理したあと、半信半疑で空気に向かって語りかけたのだ。


    『そろそろ起きてくれよ、杏子』


    　リアル杏子は「おはよ」と応こたえた。


    　十年間も眠ってた割りにあっさりと、そう、あっさりと俺たちは再会したのである。


    　夢に出るくらい、嬉うれしかったのは事実だ。


    「嬉しかった……？」


    　だけど、流れた涙に若じやつ干かんの疑問を感じている。


    　再会の、実感？


    　リアル杏子の声は、想像していたより幼かった。


    　あと印象に残っているのは──。


    「…………」


    　あれ？


    　声くらいしか印象に残ってないぞ？


    　感動の再会を済ませた、という実感がほとんどない！


    　俺、リアル杏あん子この声としか再会してなくね？


    　再会したのは透明人間だから、当然である。


    「つーか……寒っ！」


    　俺専用と化しているピサ六階の角部屋。


    　壁も崩れ落ちかけた、廃ビルの一室である。


    　借り物の高級羽毛布ぶ団とんがいくらワンダフルパワーとはいえ、本格的な冬には厳しいか。


    「夢じゃなかったんだな……」


    　ようやく会えたのに、見えないなんて。


    　いったい、なぜそんなバカげたことが起こっているのだろうか。


    



    　　　　　　　◇


    



    「せっかくの冬休みなのに、どうしてこんな……」


    　曲まがり矢やは小石を蹴け飛とばした。


    　車道へと転がった小石を追いかけて、白い息を弾はずませる。


    「木き村むら、補習なんて恥ずかしくないですか？」


    「おまえも補習だろーが」


    「私の学校はレァベルが高いんですよ、レァベルが」


    　発音ひとつでこんなに人を苛いらつかせられるとは、一種の才能じゃないだろうか。


    「私の学校の補習は、エビバディに参加が義務づけラァレてますから」


    「寝起きだし俺、いちいちツッコミ入れねーぞ」


    「きむラフ」


    　朝からこのうざったさ、呆あきれるね。


    「きむラフは、リアル杏子さんに見えないことを黙だまったままでいるつもりディスカス？」


    「深刻な話題もそのふざけたテンションでやる気かよ」


    　うちの学校の補習は、通常授業より一時間遅く登校しても割りと平気だ。


    　朝一のコマは自習時間に割り当てられている。


    「余裕で電車には間に合いそうだな……ってあれ？　曲矢？」


    　曲矢は駅北口の端はしにあるコーヒーショップの前で足を止めていた。


    「そこの、悩みがありそうな男の子♪」


    「例によって例のごとく、ってやつか……」


    「足下、見てあげましょうか？」


    　曲矢は友達未満の存在だが、俺に友達以上の存在などいないのかもしれない。


    　だとしたら必然的に──。


    「どうしよ、おまえ俺のベストフレンドかも……」


    「今日は当たりですね、木き村むら」


    「聞けよ、ベストフレンド……お、午前八時にしては客が少ない方か、ラッキーだ」


    　ピサから登校する時、俺たちはこうして朝食を共にする。


    　注文するのは決まって、ホットドッグセットを二つだ。


    「相変わらずおまえは、朝からよく食うよなぁ」


    「逆に木村は、何か食べた方がよくないですか？」


    　俺のトレイのホットドッグとポテトはそのまま、曲まがり矢やのトレイへ。


    「あれ？」


    　何か違和感。


    「曲矢、今日はカップル並びしないのか？」


    　四人掛けのテーブルなのに、向かい合わずに横並びのカップル並びは俺たちの定番だ。


    　定番のはずだが、今朝の曲矢は向かいの席に陣取っている。


    「木村は、カップル並びがしたいんですか？」


    「なわけねーだろ」


    　カップル並びは、曲矢の都合でそうなっちゃうだけだ。


    「つーか曲矢、おまえ何で顔赤いんだよ」


    「べ、別にそんなことないですよ！」


    　ちら、って隣となりの席を気にする。


    　ちぇっ。


    「巽たつみ、いたのか……」


    　曲矢は巽を召しよう喚かんした。


    　いつもは、巽が曲矢の向かいの席に座る。曲矢いわく「恋人同士は本来、正しい距きよ離りを保って交際すべき」だとか。本命とのカップル並びは、曲矢的には邪道らしい。


    「邪道か……」


    　ということは、俺は曲矢にとって邪道的存在ということになるのだが。


    「俺は、おまえのことベストフレンドとして見直そうとしてんのに……」


    「何ですか？」


    「何でもねーよ。何でまた、今日はこういう位置関係なんだ？」


    「深刻な話になるからですかね」


    　曲矢はホットドッグを齧かじって言った。


    「議題は、木村にとって不可視の状態にあるリアル杏あん子こさんについてですよ」


    「どうしたんだよ、やけに親切じゃないか」


    「だって私は、巽たつみも認める親切で心のきれいな……」


    「ユニコーンに触ふれられちゃうほどの女の子は、もういいんだよ」


    　あっ、という間に朝食完了。


    「木き村むらは、リアル杏あん子こさんに『見えないこと』を黙だまってるつもりですか？」


    「いつまでもごまかしきれねーよなぁ、やっぱ」


    　実際、かつてないほどの窮状ピンチだ。


    　俺にとって特別な存在である「杏子」、ようやく再会できたと思ったら透明人間問題か。


    「俺は今まで、見えないエアを見るための修行とかやって来た。それがどうだ。エアが見えるようになったかと思えば、今度は見えるはずの現実が見えなくなるとはね」


    「というか必然なのでは？」


    「必然って何が？」


    「木村のエアリアルとしての才能が開花したばかりに、現実の杏子さんが見えなくなっているというか……強くなりすぎちゃってるんですよ、エアが」


    　エアには心の叫びという側面がある。


    　深層心理的な問題とか、そういうのが如によ実じつに反映されるらしい。例えばエア杏子がそうだ。俺の「杏子に会いたい」という想おもいが募つのり募った末に、エア杏子が生じている。十年前から無意識にやっていたのだが、これが、意識してやろうとしてもなかなか難解なのだ。


    　表面的な感情ではどうにもならない。


    「つーことは、俺の心の深い部分でスイッチみたいなのが……」


    「切り替わっているというか……本来『リアル杏子さんを見る』っていう配線が、『エア杏子さんを見る』って配線になっちゃってるというか……えっと……」


    　曲まがり矢やは「黄色の線」と言った。


    「ゲーム機とテレビを繫つなぐあの『映像』の黄色。『音声』は白とか赤のやつみたいな」


    「その例え、どうなんだ……ってやべっ、変なイメージが！」


    　俺の首の後ろに『映像』の丸い穴と『音声』の丸い穴がある、イメージ。


    　白と赤の『音声』の丸い穴は既すでに配線済みだ。


    『カントは、あたし想いだね』


    　だからリアル杏子の声は聞こえる。


    　さらに、透明な空間から二本のコードが出ている。


    　俺はひとつの黄色い端たん子しを選び、首の後ろの『映像』の丸い穴に繫いだ。どうやら黄色い端子は『エア杏子』の端子のようである。本来、見えるはずのないエア杏子が見えた。


    　だがこれでは、リアル杏子が見えない状態ということになる。


    　これは困ったと『リアル杏子』の黄色の端子を繫ごうとするが──。


    「ダメだ、俺の首の後ろの『映像』の丸い穴はひとつしかない！」


    「木き村むら、どうしました？」


    「曲まがり矢や、おまえの妄もう想そう力りよくで何とかならないか？」


    「何とか、って何ですか？」


    「ほら、おまえこないだエア杏あん子このこと誘ゆう拐かいしたじゃないか」


    　他人の妄想を誘拐、監禁。


    　やられた俺は生きた心地がしなかったが、今こそ、その力が役立つ時だ。


    「架空の『映像』端たん子しを配線し直すとか、曲矢なら朝飯前なんじゃね？　エア杏子を見る、って配線を、リアル杏子を見る、って配線に変えてくれよ！」


    「今回の問題は、架空の問題というより、現実の問題じゃないですか」


    　曲矢は「ふぅ」と普ふ段だんやらない欧米チックな呆あきれのポーズをしてみせる。


    　巽たつみの手前「できる女」をアピールしたいらしい。


    「木村くん」


    　残念ながら、巽はそんなアピールに気づかない。


    「木村くんは、今までと逆のことをすべきかもしれないね」


    「逆のこと？」


    「エア彼女を作るためにしたエア修行と、逆のことだよ」


    「何だよ、それは」


    「エアの封印というか、そのための修行というかね」


    「エアの逆修行……うーん？」


    　ぜんぜんイメージが湧わかない。


    　正しよう真しん正しよう銘めいのいいやつ、そして完全無欠のイケメンは穏おだやかな微ほほ笑えみを浮かべる。


    「木村くんは、現実を受け入れきってないんだ。現実の杏子ちゃんから目を逸そらしている状態なんだよ。何しろ今まではエア彼女で、その……」


    「代役か？」


    「そうエア杏子ちゃんを、リアル杏子ちゃんの代わりにしていたわけだからね。エア杏子ちゃんをその目で見たり、感じたりするためにした修行。それは知らない内に、リアル杏子ちゃんを見えなくする修行になっていたんだ。積極的に現実逃とう避ひしていたとも言えるね」


    「だから、現実に復帰するための逆エア修行……エアの封印か」


    　何となく言いたいことはわかるが、今ひとつ理り屈くつがはっきりしない。


    「エアの封印って具体的に何をすればいいんだ？」


    「エア彼女と別れる、とかじゃないですか？」


    　曲矢は淡々と言った。


    「まずエア彼女との縁を切らなければ、現実なんて受け入れられないのでは？」


    「ちょっと待てよ、何でそうなる？」


    「木き村むらは、エア杏あん子こさんとリアル杏子さんと二ふた股またをかける気ですか！」


    　突然、[image: ]しかられた。


    「木村は、ふ……」


    「ふ？」


    「不ふ逞ていの輩やからですね、木村は！」


    「何で照れてんのか知らないけど、それそんなに恥ずかしい言葉じゃないと思うぞ？」


    　それにしても不逞の輩呼ばわりは心外だ。


    「見えないリアル杏子を見るために必要なら、エア杏子なんて封印してやるよ」


    　そんなに難しいことじゃない。


    「エア杏子は俺の『現実の杏子への想おもいの表われ的な存在』だ。ホントの意味で杏子と再会をするための尊とうとい犠ぎ牲せい……エア杏子には消えてもらう。そういうことだろ？」


    　簡単なことのはずなのに、下を向いてしまうのはなぜだろうか。


    　勢いが尻しりすぼみになる。


    　続けられなくなって、しばらく沈ちん黙もくが続いた。


    　沈黙を破ったのは、曲まがり矢やの呟つぶやきである。


    「私もその時かも……」


    　静かな湖面に一滴の水が落ちたような、ゆるやかだが、確かに広がる波は紋もん。


    「私もその時かもと、そんなことを考えています」


    「その時かも、っておまえトートツじゃね？」


    　俺は常々「幻想に溺おぼれすぎてんなぁ」と危き惧ぐしていた。


    　一方、曲矢はそうじゃない。


    「おまえはいつも全力でエア彼氏と戯たわむれて……」


    　顔を上げて俺は、息を呑のむ。


    　そこにいたはずの銀髪のイケメンは、忽こつ然ぜんと姿を消していた。


    「おまえはエア彼氏と、ただただ楽しく……そういう立ち位置じゃなかったか？」


    　朝日で眩まばゆいガラスに映る曲矢の横顔は、無表情。


    「私だって巽たつみとの関係については、以前から悩んでいたんですよ」


    　曲矢の口から、そんな言葉が出るとは思わなかった。


    　曲矢のエア彼氏の巽は、亡くなった従い兄と弟こがモデルである。曲矢にとって巽幸ゆき雄おの存在の大きさは、俺にとっての杏子の存在の大きさに勝るとも劣らない。


    　曲矢は、巽なしでは生きて行けないやつだ。


    「曲矢でも悩んだりするのかよ」


    「巽とずっと一いつ緒しよに居たい。そう思いますが……運命は、残ざん酷こくですからね」


    　運命という言い方は、大げさに聞こえてちょっと鼻につくが──。


    「そうか、驚おどろいたぜ」


    　曲まがり矢やが「幻想に溺おぼれることの是ぜ非ひ」について悩んでいたとは。


    「まぁ、何だ。所しよ詮せんエアの話だ」


    　幻想話だ、重く考えることはないはずだ。


    「木き村むら、気休めでも嬉うれしいですよ。巽たつみのことで悩んでる、って初めて人に話しました」


    「お、おぉ……エアについての悩みな」


    「巽とのこと、悩んでたんですよ」


    「エア悩みな」


    「巽悩みですね」


    　何だこのループ。


    　違和感あるというか。エアの封印、っていう同じテーマについて話してる気がしない。もっとも、曲矢は俺よりも深くどっぷりとエアに浸つかってる。俺は「エアの封印」って割り切れそうだが、曲矢にとっては「恋人との別べつ離り」以外の何ものでもないのだろう。


    「ま、やることは同じか。お互い、『別れ話』を切り出せばいいわけだ」


    「そういうことですね」


    「けどさ、別れ話ってどうすりゃいいの？」


    「もぉ、ちょっとは自分で考えてくださいよ。私だって悩んでるんですから」


    「そうだな、悪ぃ……」


    　エアを封印するなんて、難しいことじゃない。


    　ホントの意味で杏あん子こと再会するためだ、しょうがない。


    「しかし、曲矢が悩んでたとはなぁ……」


    　巽がいた空席。


    　巽の居た場所──それを眺める曲矢の目は、見ていられないほど寂しげだった。
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    　別れ話、って何だろうか。


    「正まさ義よしくんに相談するか……」


    　正義くんはピサのリーダー的存在で、エアの知識は俺よりずっと豊富だ。


    『やぁ、木村くん。どうかした？』


    　電話越しに挨あい拶さつし、すぐ本題に入る。


    「正義くんは、愛あいちゃんとの別れを考えたことがある？」


    　愛ちゃんは正義くんのエア彼女だ。


    　電話の向こうで正義くんは、何だか咽むせている。


    『な、何だって？　愛あいとの別れ？』


    　ちなみに正まさ義よしくんは、役者志望である。


    『愛との別れ……………………………………………………………………………………か』


    　補習の合間の休きゆう憩けい時間は貴重だ。


    　その貴重な休憩時間がなくなってしまいそうな、迷惑な間である。


    『僕は愛との別れなど、考えたことないよ』


    「そ、そうか……」


    　相談する相手を間違えたかもしれない。


    　愛ちゃんもエア彼女なのだが、正義くんの愛ちゃんへの想おもいは──。


    『未来永えい劫ごう、何度生まれ変わったって、愛との別れなんてありえないね』


    　計り知れないというか、計りたくない。


    『だけど、珍めずらしいね。木き村むらくんが僕に恋愛の相談なんてさ』


    「それがさぁ……」


    　俺は手短に、リアル杏あん子ことエア杏子の兼ね合いについて述べた。


    『なるほどね。エアを封印しなければ、木村くんにだけ透明人間状態であるリアル杏子ちゃんの姿が見えないまま……というわけか』


    「俺、エア杏子と別れなきゃならないらしいんだ」
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    　あ、忘れてた。


    　正まさ義よしくんは三年生、センター試験を控えている。


    「俺、ちょっと自分で考えてみるよ」


    　あ、そうだ名案。


    「直接、リアル杏あん子こに相談してアドバイスを求めれば……」


    『それはやめた方がいいね』


    「え、何で？」


    『嫌きらわれちゃうよ？』


    　そりゃそうだ。


    　リアル杏子に対して正直になったところで、誰が喜ぶだろうか。「今まで『エアあたし』を妄もう想そうして一いつ緒しよにいた？　ムリムリムリ、大嫌い！」とか言われるに決まっている。


    　正義くんのアドバイスは簡潔だった。


    『リアル杏子ちゃんに見えないことがバレない内に、見えるようにならなきゃね』


    「やべーな」


    『何が？』


    「これからはちょくちょく見舞いに来るから、って約束しちゃったよ」


    　礼を言ってケータイを閉じて、思った。


    「見えないリアル杏子の見舞いって、どうすれば……あん？」


    　何だか人の気配を感じて、首をめぐらせる。


    　長話になるかもと、わざわざわ校舎横の非常階段まで出ていた。予報では最高気温が十度を下回るとかで、空気は冷たい。空気は冷たいが、雲ひとつない晴天である。


    　日差しは暖かだ。


    　冬休みの校舎は人ひと気けもまばら、開放的かつ快適なのだが──寒気がする。


    「何か聞こえるような……」


    　小鳥でもさえずっているのだろうか。


    　そんな陽気だが、小鳥など見あたらない。


    　それとも季節外れの虫の歌声とか、まさかそんなはずは──。


    「あの世と／この世の狭はざ間ま／その世の霊れい……」


    　まさか中のまさかだ！


    「その世の霊／木き村むらカントを／年跨またぎで補習にしちゃってー♪」


    「呪じゆ文もん！」


    　校舎へ続く扉が開けっ放しだった。


    　ゆっくりと閉じてみる。


    　扉の陰に、ゆるーい三つ編みの小柄な少女が隠れていた。


    　少女は俺より先にこの場所へ来て、俺を待ち伏せしていたらしい。


    「そしてその世の霊れい／どうか……」


    　まだ扉の陰に隠れてるつもりのようだ。


    　数じゆ珠ずを手に、目をぎゅっと閉じて詠唱を続ける。


    「どうか／来年こそは／木き村むらカントと／違うクラスにしちゃってー♪」


    「そうかよ、小お沢ざわ」


    　ようやく俺の存在に気づいた小沢は「やばっ」と呟つぶやいたあと、愛あい想そ笑わらいを浮かべた。


    「あ、えっと……」


    　小沢そよ子こは、一年Ｄ組のクラスメイトだ。


    「そよ子は今ここで、世界中の皆に幸あれってお祈りしてたんだよ？」


    「俺のこと呪のろってたじゃねーか！」


    　小沢は、幽霊ゴースト使いネットとかいう怪しい組織に所属している。


    「小沢、おまえ何のつもりだ」


    「何、って何が？」


    「おまえとのごたごたのカタは、ついたはずだ」


    　小沢が何をしたかったのかは、未いまだによくわかっていない。


    　小沢の所属する幽霊ゴースト使いネットは、エア協会を目の敵かたきにしている。というのも、エアと幽霊は相あい容いれない存在なのだ。例えば巽たつみ。曲まがり矢やは故人である巽と「エア彼氏」として付き合っているが、巽はもともと「幽霊」なのだそうだ。ある幽霊ゴースト使いが、曲矢より先に、エアでも幽霊でもなかった巽を発見したらしい。元幽霊なのに、今はエア彼氏。そんな複雑な設定だから、幽霊ゴースト使い／小沢と、エアリアル／曲矢の巽を懸かけた戦いが勃ぼつ発ぱつしたりする。


    　ところでこの「元幽霊のエア」という設定。


    　巽がそういう設定だから、曲矢は「私にはエアの知識がありますが、私がエアリアルなのかどうかは『？』ですね」というグレーゾーンにしがみつく。巽が「設定に基づく架空の存在だ」と認めるわけにはいかないのだ。認めたその瞬しゆん間かん「巽は故人である」という事実が、曲矢に突きつけられるから。どうだろうこの、どーでもいー感じの架空設定。


    　エアも幽霊も大差ないというか。


    　どっちにしろ概がい念ねん的てきな存在なのに、そこには争いがあったりなかったりと──。


    「面倒くせーよ、小沢」


    「そよ子は、まだ負けを認めたわけじゃないし！」


    　小沢は階段を一段上る。


    　無意味な行動に思えたが、小沢はクラスで唯一俺より背が低い貴重な存在だ。


    「そよ子と曲矢との[image: ]幸雄をめぐる戦いフラグバトルは、まだ終わってないから！」


    「おまえ、何なんだその気迫……」


    　見下された。


    　その事実は、ボディブローのようにじわじわと効いて来る。


    　不意に、猜さい疑ぎ心しんが鎌かま首くびをもたげた。


    「おまえ『俺が補習になりますように』的な呪のろいをかけたりしてないだろうな？」


    「木き村むらくんの補習は、実力でしょ？」


    　小お沢ざわは勝ち誇った笑みを浮かべる。


    「期末試験の時は、そよ子こ何もしてないよ。能力ダウン系の方術とか、木村くんにかけたりしてない。木村くんが赤点で補習になったのは、木村くんのおバカのなせる業わざだよ」


    「く……同じく補習のくせに何だその勝ち誇った態度！」


    　小沢は「ふふん」と笑って階段を下りる。


    「そうだ、曲まがり矢やサンノに伝えてよ」


    「伝えろだ？」


    「そよ子は必ず、巽たつみ幸ゆき雄おを幽霊ゴースト使いネットの側に取り戻してみせる」


    「知らねーよ、面倒くせー」


    　来年は違うクラスになりますように、か。


    　俺も切に望む。


    　俺は俺で目下、困難に直面中である。


    　小沢に付き合っている暇ひまはない。


    「じゃーな、小沢」


    「あ、曲矢への伝言のお代ってわけじゃないけど、お昼、一いつ緒しよに食べてあげようか？」


    「や、俺は午前中で上がりだから……ってあれ？」


    　小沢、何か小さくなってね？


    　俺は階段を一段下りた。だが小沢はまだ数段下、心なしか震ふるえている。


    「噓うそ……そよ子は午後まで補習あるよ？」


    「知るかよ」


    「木村くんの補習は、たった三教科だけなの？」


    「つーかおまえ、午後まで補習ってほぼ全教科の補習コンプリートなんじゃね？」


    　小沢は今、二段下にいる。


    　存在的にはさらにワンランク下のゲス、そんな顔で俺を見上げていた。


    「騙だましたんだ。木村くんはおバカのふりして、実は勉強できるお方だったんだ！」


    「や、俺も補習組は補習組だが……なーんだ、そうかおまえ」


    　小沢は「聞きたくない」って耳を塞ふさぐが、華きや奢しやな腕である。


    　手を除のけて言ってやった。


    「越年で補習を受ける強つわ者ものがいるって噂うわさがあったが、あれ……おまえのことかよ」


    「き、緊きん張ちようしただけだもん！」


    「は？　緊張？」


    「緊張してテスト、できなかっただけなんだから！」


    　小お沢ざわはぷくーと頰ほおを膨ふくらませる。


    「そういえば、木き村むらくんは曲まがり矢やサンノの仲間だよね」


    「仲間？　仲間、っていうか……」


    「この前もそよ子このことを邪じや魔ましたじゃない！」


    「邪魔、っておまえが勝手に勘かん違ちがいしてただけだろ」


    　俺が曲矢の彼氏とか、ありえない勘違いをしてくれたのである。


    「許さないから」


    「はぁ？」


    「巽たつみ幸ゆき雄おを手に入れるために、そよ子は、曲矢もろとも木村くんも倒すから！」


    　補習の恨みでついた小さな火が。


    　よくぞまぁ一いつ瞬しゆんで「復ふく讐しゆうの炎」に盛り上がったものである。


    「絶対、倒すんだから！」


    「待て、小沢！」


    「何よ！」


    「勉強しろよ？　補習、ちゃんと受けるんだぞ？」


    「ば……意地悪！」


    　おバカは自分、っていう自覚はあるようだ。


    　そういえば幽霊ゴースト使い／小沢と俺たちが戦ったのは、まさしく期末試験期間中だった。


    「テスト失敗は、緊張のせいじゃなくね？」


    　幽霊ゴースト使いごっことかやってたからだ。


    「補習コンプリート、って小沢……」


    　それはもう三学期というか。


    　幻想に溺おぼれた代だい償しようとして、あいつだけ四学期制だが──明日は我が身かもしれない。


    「エアの封印、か……」


    　エア杏あん子こと別れる、ということ。


    　それは、例えば「小沢と来年違うクラスになる」っていう感じとどう違うのか。


    　小沢はあれでも、生身の女の子だ。


    　一方、エア杏子は俺の妄もう想そうに過ぎない。


    『未来永えい劫ごう、何度生まれ変わったって、愛あいとの別れなんてありえないね』


    　正まさ義よしくんじゃないけど、何だか寂しい気がする。


    　比べた対象が「小沢との別れ」ってのが悪かったか。


    　現実の少女小沢との別れなんかよりも、ずっと──。


    　エア杏あん子ことの別れの方が、幻想だっていうのに、寂しく思えてしまった。
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    　とはいえ所しよ詮せん、妄もう想そうとの別れである。


    「いつだってできらぁ」


    　俺は、油断していた。


    　エア杏子との別れなどいつでもできる。そんなことよりも、リアル杏子に「ちょくちょく見舞いに来る」と約束した件について悩んでいた。リアル杏子の姿が見えない、ってことがバレないように、透明人間を見舞うということ──。


    「よぉ、杏子……いるか？」


    　その年、俺がマトモに見舞ったのは大おお晦日みそかだけだった。


    　それもほんの十分程度である。


    「俺、そろそろ帰るよ」


    　何もできない、とはこのことだ。


    　座って、愛あい想そ笑わらいして、一方的に当たり障さわりないことを喋しやべって、そそくさと席を立つ。


    「あ、カント」


    「うん？」


    　無人のベッドが俺を呼び止めて、言った。


    「よいお年を」


    「お、おぉ……おまえもな」


    　病院から駅へと続く道すがら、曲まがり矢やから電話があった。


    『木き村むら、その後調子はいかがですか？』


    「どーもこーもあるかよ」


    『元気ないですね。リアル杏子さんのお見舞いは？』


    「あぁ……今、ようやく行って来たとこだ。けど、どこ見て喋ればいいのかもわかんねーし、そもそも在室なのか不在なのかもわからないんだ。最初、一いつ所しよ懸けん命めいに話しかけてたんだけどな。返事がなくてさ。変だなぁ、って思ってたら『カント、来てたんだ』って後ろから声をかけられて驚おどろいたよ。何か検査してたらしいが……曲矢？　どうした？」


    『いえ、無人のベッドに何を話しかけてたんですか？』


    「想おもい出話とか、将来の夢とか」


    『何やってるんですか』


    　言われるまでもなく俺自身、痛感している。


    　映画とかで見る透明人間は「素すっ裸ぱだか」だ。素っ裸になって初めて透明人間の本領を発揮する。だが、リアル杏あん子こは違うのだ。身につけた衣服、手にしたケータイまで透明になってしまう。帽子とかメガネとか、包帯とか──存在を認識する視覚的な手がかりは皆かい無む。


    『木き村むらが見えない、ってバレるのは時間の問題ですね』


    「つーか、もうバレててもおかしくねーよ」


    『木村、今すぐエア杏子さんと別れましょうよ』


    「俺だってちゃんと考えてる。リアル杏子が見えるようになるために、エア杏子と別れるってこと……何て伝えればいいか、それだけ思いつけばすぐだ」


    『悩んでる暇ひまなんてありますか？』


    「別に、悩んでなんて……」


    　明日は元旦である。


    「ただ……」


    『ただ、何ですか？』


    「エア杏子と初はつ詣もうでに行く約束、してんだ」


    『えぇぇ？』


    　うるせー。


    「何だよ、でかい声出すなよ」


    『声も出ますよ。これから別れよう、って言うのにデートしてどうするんですか！』


    「毎年の恒例行事なんだから、しょーがねーだろ」


    『恒例行事、上等じゃないですか』


    　曲まがり矢やは「恋愛マスター」気取りで言った。


    『ルールを壊こわすんですよ。恒例のルールを壊し「いつもと違うぞ？」と思わせましょう』


    「なるほど、別れ話を切り出しやすい雰ふん囲い気きを作るわけか」


    『明日の約束、今夜に変更してみてはどうですか？』


    　大おお晦日みそかの夜、別れるのか？


    『今年の問題は、来年まで持ち越さないようにしたいじゃないですか』


    「そうだな、チャチャっと『別れてくれ』って伝えるか」


    　簡単な話だ。


    　妄もう想そうと別れる。


    　リアル杏子が見えるようになって、ハッピーエンドだ。


    『木村だけに辛つらい思いはさせませんよ』


    「は？　どういうことだ？」


    　頼たのんでもないのに、曲矢は宣言した。


    『まずは私が、先陣を切りましょう。どうか見届けてください』


    　おまえが巽たつみと別れるところを？


    「っておまえも、マジでその……社会復帰とか考えるんだな」


    『社会復帰？』


    「や、エアの世界から足を洗うって意味だ」


    『そうですね』


    　急に、涙声になる。


    『巽は、優しすぎますからね』


    「あぁ、幻想はいつだって優しいよ」


    『巽に甘えてちゃダメですよね』


    「エアへの甘えは、ダメだ」


    『巽甘えはダメですね』


    「エア甘えな」


    『ノーモア、巽甘え』


    「……」


    　違和感。


    「なぁ、おまえもしかして何か企たくらんで……」


    　曲まがり矢やは突然、早口になった。


    『私と巽の別れを見届けてくださいね。木き村むらがエア杏あん子こさんと別れるきっかけというか、勇気を出してくれれば、幸いに思います。それじゃ、またあとで』


    「お、おい……切りやがった」


    　何かおかしいぞ。


    　おかしいがとりあえず、準備は整った。


    　俺と曲矢は今夜、「エア恋人と別れる」と約束をした。
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    　曲まがり矢やは時に、俺の師匠だ。


    　まぁ、基本的に曲矢はあくまでも友達未満の存在である。誰かに一いつ緒しよにいるところを見られて「あれ誰だ？」と訊たずねられたら「さぁ」って即座に返事するだろう。それが譲ゆずれない基本線。こっちは知らないが、あっちは知っているというか、ここぞという時に二、三アドバイスしてくれる程度の微妙な距きよ離り感かん、それを保って欲しいところであるのだが──。


    『見届けてくださいね』


    　午後十一時、曲矢から「決行」のメールが来た。


    「稀まれに、頼たよりになるやつだぜ」


    　返信メールを作成する。


    『こっちも準備完了だ』


    　俺はエア杏あん子こに『初はつ詣もうで、今夜にしようぜ』と伝えている。


    　曲矢と巽たつみの別れを見届けたあと、俺もエア杏子と別れる──という作戦だ。


    「よし、行くか」


    　除夜の鐘かねが鳴り響ひびく中、安やす見み神社へ。


    　安見神社は大きな神社というわけではないが、新にい見み駅のすぐ近くにある。


    　恵まれた立地条件もあってか、予想以上に混雑していた。


    　深夜零れい時近いというのに、歩道からはみ出しそうな行列である。


    　人ひと混ごみに圧倒され、片隅へ片隅へ。


    「おいおい……」


    　行列の中に、面倒な顔を見つけてしまった。


    　無視したいところだったが、ばっちり目が合ってしまう。だがむしろ無視したいのは向こうの方だったらしく、小お沢ざわそよ子こはばつが悪そうに目を逸そらした。どうやら初詣で目的ではないらしい。制服姿にリュックっぽい鞄かばん、眺めてたのは──劇場映画のポスター。


    「よぉ、小沢」


    「よいお年を！」


    「待て待て、おまえいいのかよ？」


    　正直、半分からかってやろうと思って言った。


    「こんな時間に、こんな場所で、勉強サボってていいと思ってんのかよ、補習王子」


    　や、女の子だから補習姫か。


    　楽しく「ははは」って笑ってやろうと思ったのだが、それはできなかった。前触れもなく「つつつ」と大粒の涙が一ひと雫しずく、餅もちみたいにぽてっとした補習姫の頰ほおを伝ったのである。


    「いいじゃん……くらい」


    「あぁ？」


    「いいじゃんか、お正月くらい！」


    　予想外の反応だった。


    「ワリっ、ごめんな」


    　予想していた以上に、面白そうな予感。


    「ごめんな。おまえがそこまで傷ついてるとは、知らなかったんだ」


    「木き村むらくんには、そよ子この気持ちなんてこれっぽっちもわかるはずがないんだ！」


    「小お沢ざわの言う通りだ。俺が赤点を取ることができた科目は、小沢の半分にも満たない。たった三教科しか赤点を取れない俺に、七教科完全制せい覇はの小沢が感じてる重圧なんてわかりっこねーが……やっぱすげーな、おまえ。大おお晦日みそかのこんな時間に街をふらつくなんてさ。赤点を取るための逆努力が半はん端ぱねーっつーか、おまえ赤点の天才だと思……っ！」


    　ゾッとしたのが先か、小沢が数じゆ珠ずを手にしたのが先か。


    「あの世と／この世の間の／その世……」


    　小沢は（自称）幽霊ゴースト使いネットに所属する幽霊ゴースト使いである。


    「木村カントの／おみくじの吉きつ凶きようを／ランクダウンさせちゃってー♪」


    「何だその地味な呪のろいは……」


    　それと、何だろうか。


    　俺は時に見えないものを見ちゃうエアリアルだが、幽霊ゴースト使いたちの演出によって幽ゆう霊れいが見えるということはない。特別な何か──例えば幽霊が見えるエアメガネとか──がなければ幽霊など見えないし感じないのだが、小沢の背後にオーラみたいなものが見える。


    「い、いったい……」


    　小沢の髪の毛が揺らめいている。


    　スカートの裾すそもひらひらと舞っていた。


    「お、おい？」


    　パンチラ。


    　サービスにしてはあまりにも露ろ骨こつな立て続けのパンチラに、小沢は何だか慌あわて始める。


    「あ、あれ？　きゃー、止まらなくなった！」


    「おまえ……」


    　止まった。


    　というかアスファルトに落ちた、小型の扇せん風ぷう機き。


    「おまえこんなモノ使ってオーラを演出とか、やり方が汚くね？」


    「おっかしいな、ちゃんと調整したはずなのに……」


    「そんなモノ作ってる暇ひまがあったらおまえ、勉強しろよ」


    　小沢は、確実に一本は抜けているクラスメイトだ。


    　独特のゆるーい展開のせいで忘れがちだが、こいつは幽霊の存在を信じている。そしてその存在を見たり感じたりし、接しちゃう系の女の子だ。幽霊ゴースト使いネットの構成員ってことで、エアと関かかわっている俺たちと確かく執しつめいた何かがあること──それは事実である。


    「ちょっとまずい……か？」


    　こいつは、巽たつみ幸ゆき雄おを狙ねらっている。


    　つまり、曲まがり矢やのエア彼氏である巽幸雄を『幽霊ゴースト使いたちの世界に取り戻そうとしている』とか何とか言っていた。よくわからないが、フラグがどうとか言っていたような気がする。巽幸雄という存在はあくまでも架空の人物である。既すでに故人であることをいいことに、エアとしてのフラグがどうだの、幽ゆう霊れいフラグがどうだのとこいつらやりたい放題だ。フラグっていうのは、ビーチフラッグみたいなものだろうか。砂場に立てた一本の旗、現在それを持っているのは、エアリアルである曲矢だ。だから巽はエアである。


    　だがまさに、これからだ。


    　曲矢は、その旗を手放す予定である。


    　虎こ視し眈たん々たんと旗を狙う小お沢ざわが居合わせたのは、運命か。


    「小沢、おまえマジで巽のこと諦あきらめてないのか？」


    「急に何？」


    「おまえ自身に、巽への思い入れとかないはずだよな。なのに、巽に執しゆう着ちやくする理由は……」


    「だって、巽はもともと幽霊なんだよ？」


    　確かに、巽幸雄は故人である。


    「そよ子こたち幽霊ゴースト使いは、迷ってる幽霊を導くのが仕事！」


    　熱意は感じるし、理り屈くつも立っている。


    「小沢は巽を、何て言うかその……天国とかに導いてやるつもりか？」


    「もちろんだよ」


    　自然な流れなのかもしれない。


    　曲矢が巽の死を受け入れ、巽は幽霊の世界へ旅立つ。


    「小沢、おまえの望むようになるかもよ」


    「ってことは曲矢サンノは、エア彼氏と上う手まく行ってないの？」


    「上手く行ってないも何も、今年中に別れるつもりだ」


    「今年中、ってあと三十分もないじゃん！」


    　小沢は嬉き々きとして小こ躍おどりする。


    「あー、来年はいい年になりそうな予感♪」


    「おまえ年明けと共に補習再開だろ？」


    「もぉー、何で水差すかなぁ……あ」


    　小沢は混雑する境けい内だいに目を留とめると、極めてゲスな笑みを浮かべた。


    「木き村むらくん、おみくじ引こ♪」


    「おまえさっき俺のおみくじ運に呪のろいを……っておい」


    　返事も待たずに駆け出して行く。


    『まずは私が、先陣を切りましょう。どうか見届けてください』


    　あんなこと言ったくせに、曲まがり矢やはなかなか姿を現さない。


    「曲矢……」


    　あいつにとって巽たつみは、俺にとっての杏あん子こと同じかそれ以上の存在だ。


    　別れるなんて簡単じゃない。簡単じゃないけれど、俺たちは先へ進まなくちゃならないのだ。見届けてやるつもりだったが、なかなか来なくてホッとしてる俺もいる。いつもバカやってばかりの曲矢だから、落ち込む時、感情の振れ幅は極めて大きい。


    　ムリして現れなくてもいいと思った。


    　別れる場面を俺に見られたくないだろうし、俺だって、見たくはないんだ。


    　だけどもし現れたならば──。


    「木き村むらくーん、おみくじ逃げちゃうよー？」


    「逃げねーよ、小お沢ざわ」


    　現れたその時は、「元気出せ」って一言くらい声をかけてやりたかった。
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    　くじを手に取った瞬しゆん間かん、やばいと感じた。


    「そよ子こは、どれにしようかなぁ……」


    　幽霊ゴースト使い小沢そよ子、恐るべしである。


    　直感に過ぎないが、俺の引いたこのおみくじは何かやばい気がする。


    　小沢の方術が効いてる気がした。


    「うーん、迷うなぁ……よーし、これだぁ！」


    　目を閉じてくじを引いた小沢。


    　俺は小沢の指と指の間からくじを抜き取り、代わりに俺の引いたくじを開かせる。


    「小沢、どうだ？」


    「見ないで。木村くんのくじを先に見せてよ」


    　実質、俺のくじはおまえの手の中だ。


    「いいから見せてみろよ、小沢。おらぁ、抵抗すんな……って、これは！」


    　凶きよう。


    「う、噓うそだろ。俺初めて見た。そういうの普通、おみくじに入ってないんじゃないの？」


    　入ってないのは、大凶だったかもしれない。


    　いずれにせよ「凶」の字のダメージは並々ならないようだ。


    「そんな、そんなぁ……」


    　小お沢ざわは石いし畳だたみの上にぺたんと座り込む。


    　そして俯うつむいて泣き出してた。


    「う、うぅ、う……」


    「お、おい。何も泣くことはないだろうが……」


    「う、嬉うれしすぎる」


    　え？


    「五連敗だったんだよ、五年連続で大だい凶きよう……ようやく連敗が止まったぁ！」


    　すげーやな予感がした。


    　実質、小沢のくじである俺のおみくじを開いてみる。


    「う、うぉわぁぁぁあぁぁ！」


    「木き村むらくん？　どうしたの？　どこ行くのぉ？」


    　俺は、境けい内だいの片隅へと走った。


    　新年の神事のためか、それともただ単に暖を取るためか焚たき火が行われている。


    　俺は行き交う人々を押しのけ、小沢のくじを焚き火に投げ入れた。


    「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏！」


    　寺じゃないけど、まあいっか。一応、拝おがんでおいた。


    「木村くん、そんなに悪い結果だったの？」
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    「実質、おまえの運勢がな。『六年連続』の快挙達成、おめでと……お？」


    　そろそろ除夜の鐘かねもラストスパートという感じか。


    　初はつ詣もうで客でごった返す神社に、曲まがり矢やはやって来た。


    　何てことだ、艶あでやかだ。振ふり袖そで姿だし、一丁前に髪の毛も（おそらくがっつり美容室で）セットされている。まったくムダだと思っていたナイスバディだが、馬ま子ごにも衣装。腹筋強化器具だの、エア騎き馬ば兵へいとの戦せん闘とうで鍛きたえていた成果だ。呆あきれるほどよく食う曲矢だが、何ていうか、いつでも全力だった。その身体からだに余分な部分は見あたらない。神様とかいうやつも悪いた戯ずらなことをする。曲矢に胸は必要ないと思うのだが、振袖姿のそのすばらしい輪郭は、今日この日のために与えられていたと言っても過言ではなかった。だが──だが惜しい。


    　あまりにも惜しかった。


    「何であそこまで完かん璧ぺきなのに、眉まゆだけないんだか……」


    　あとで羽は子ご板いたをやってやろうと思った。


    　ボロクソに負かして、そして俺が眉を描いてやろうと思った。


    「つーか、気合い入りまくってね？」


    　その晴れ晴れとした表情に「？」だ。


    「ちょっと、木き村むらくん！」


    　小お沢ざわが詰め寄って来る。


    「木村くん、騙だましたんだ」


    「は？　騙した、って俺が？　何で？」


    「曲矢サンノが巽たつみ幸ゆき雄おと別れるとか言って、そよ子このことぬか喜びさせたんだ！」


    「バカ、違ちげーよ」


    「だったらあれは何？　見てよ、あれ！」


    　曲矢は鳥居の柱に背を預け、白い吐と息いきを闇やみ夜よに浮かべる。


    　俺は待ち合わせの相手じゃないけど、今すぐ駆け寄って「待たせてごめん」と謝りたくなる。それくらい見事な「待ちぼうけの美少女」を熱演中だ。


    「木村くん、ほら！」


    　そこへ現れる巽幸雄。


    　混雑の中でも頭ひとつ抜けた長身、今年最後の風に舞う腰まである銀髪。最強のイケメンだ。最強のイケメンのくせに、普ふ段だんの曲矢からは想像もつかない艶やかな姿に──。


    「ドキッとして一いつ旦たん、身を隠した！」


    「木村くん、イケメンが眉無し相手に心の準備してる！　深呼吸してる！」


    　幽霊ゴースト使いである小沢だが、特殊な方術によってエアを見ることができるらしい。


    「木村くん、そよ子ダメかも……」


    　焚たき火のゆらめきのせいか。


    　小お沢ざわの横顔に、暗い系の炎が灯ともったように見えた。


    「あの二人、超不釣り合いだよ。幽霊ゴースト使いの仕事じゃなくても、邪じや魔ましたくなる！」


    「お、おい……怖こえぇよ」


    　曲まがり矢やはあー見えて、そんなに悪いやつじゃない。


    　俺に「先陣を切る」と堂々と宣言したのだ。それも今年中と宣言したのだ。


    　どこからか「十、九、八、七……」と新年のカウントダウンの声が聞こえて来る。


    　巽たつみが曲矢に近づき始める。


    　曲矢は巽に気づかない。気づくも気づかないも、巽は曲矢のエア彼氏である。曲矢による妄もう想そうなのだから、巽の言動など曲矢のさじ加減ひとつだ。だが、曲矢は巽の接近に気づかない、ふりをしている。「遅いなぁ」って感じで腕時計を見て、頰ほおを膨ふくらませた。


    「五、四、三……」


    　二、一。


    　境けい内だいの方から「新年おめでとう」の歓声が上がる。「何？」と曲矢は鳥居から背を離して首をめぐらせる。だが曲矢には、何も見えない。なぜなら巽が──。


    「あの野郎……」


    　まさかの「だーれだ？」遊びプレイを炸さく裂れつさせたからである。


    　巽に両目を隠された曲矢は、満面の照れ笑いだ。


    「新年早々、やってくれるぜ」


    「木き村むらくん、やっぱそよ子このこと騙だましたんだ！」


    「騙されたのは俺だ！」


    　俺は、小沢を置いて走り出していた。


    　曲矢に一言文句を言ってやろうと思ったのだが、混雑がすごい。何とか人ひと混ごみを搔かき分けて鳥居まで辿たどり着いたが、そこに曲矢の姿はなかった。それからどれくらいの時間、あいつを捜しただろうか。気づけば俺の身体からだは冷え切っていた。指なんてかじかんでいた。


    「テメー、見つけたぞ！」


    　屋台の前で見つけた。


    　巽の身体にそっと寄り添った振ふり袖そで少女は、とろんとした目をしている。


    　その手には紙コップを持っていた。


    　甘酒片手に、曲矢は言った。


    「木村、新年あけましておめでとうございます」


    「おめでとうじゃねぇ！」


    　なぜ、アルコールの入っていない甘酒でほろ酔いなのか。


    「おまえなぁ、エアリアルだから雰ふん囲い気きに弱いって言っても……くそ、ちょっと来い！」


    　俺は巽に「借りるぞ」と断って、曲矢を暗がりに引きずりこんだ。


    「テメー、どういうつもりだ」


    「木き村むら？　新年早々、いったい何をそんなに怒おこってるんですか？」


    　曲まがり矢やは「ふーっ」とため息をつき、「火ほ照てっちゃいますね」と胸元をぱたぱたする。


    「木村もおひとついかかですか？」


    「お、おぉ……」


    　つい受け取ってしまった紙コップは、空からだった。


    「よーし、しらばっくれてんじゃねーぞ？」


    　紙コップを握りつぶす。


    「だから、何のことですか？」


    「今ここに居るのは何のためだ？　巽たつみと別れるんじゃなかったのか？」


    　違和感は、猜さい疑ぎ心しんに変わった。


    「おまえ本当は、何か企たくらんでるんじゃないか？」


    「何か、って何ですか？」


    「巽と別れる気なんてなくて何か、今の『だーれだ？』みたいなことを……」


    「まさか、そんなことは……」


    　曲矢は俯うつむき、袖そでの辺りをいじっている。


    「だって、しょうがないじゃないですか……」


    「何がしょうがないんだよ！」


    「私、別れ話を切り出したことなんてないですし……お付き合いするのも、巽が初めてなわけですし……」


    　冷静に考えたらこいつ、恋愛経験は実質ゼロである。


    「あっ！」


    「木村？　どうしました？」


    　エア彼氏としか交際したことのない曲矢に、俺は何も言えない。


    「俺もだ。俺も実質、誰とも付き合ったことない！」


    「そうですよ。木村こそどうなんですか？」


    「俺が、何だ？」


    「私にそんなに強く言うということは、木村は別れられそうなんですか？」


    「そ、それは……」


    　間の悪いことに、着メロがケータイの着信を告げる。


    　エア杏あん子こだ。俺たちも「夜に新年の初はつ詣もうで」って約束したのだが、あいつ何やってるんだろう。もう新年は明けてしまったじゃないか。やれやれと電話に出る。


    「おう、どうした」


    『カント……や、ちょっとトラブっちゃってさぁ』


    　何だか強がってる感じがする。


    　長い付き合いから、けっこうなピンチっぽいことが推測できた。


    「今どこだ、すぐ行くから待ってろよ」


    「木き村むら、どうしました？」


    「や、ちょっとエア杏あん子こが……」


    　駆け出そうとして、立ち止まる。


    「曲まがり矢や、俺はもうおまえをアテにしない」


    「ほぉ、自分の力でこの難局を乗り切れると言うんですか？」


    　俺は、やる時はやる男だ。


    　エア彼女に別れを告げるのは、簡単じゃないだろう。


    　だけどそれが唯一の、リアル杏子との再会を叶かなえる方法なのだとすれば──。


    「俺は、やってやるぜ」


    　やるしかないじゃないか。
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    　小こ境さかい橋ばし──。


    　俺たちの生まれた町の端はしにある、小さな石造りの橋だ。小さい橋だが、子供の頃の俺たちにとっては、まるで関所だった。親をはじめとした大人たちは「遠くへ行っちゃダメ」ということを「小境橋の向こうに行っちゃダメよ」と言ったものである。


    　時刻は、深夜零れい時を回っている。


    　辺りには街灯も少なくて、当然、人の気配はない。


    「カント、こっちだよ、こっち」


    　橋の下から声がする。


    「おまえなぁ、そんなとこで何やってんだよ」


    　小さな橋の下には、これまた小さな川がある。


    　エア杏子は、小川の畔ほとりに蹲うずくまっていた。


    「隠れて俺のこと脅おどかすつもりだったのかよ、ガキじゃあるまいし……」


    　ガードレールを乗り越え、枯れ草を踏ふみ、川辺へ降りる。


    　暗がりに向かって手を伸ばした。


    「ほら、そんな暗がりにいつまで居る気だ。だいたい、いつもそうだけどさぁ、初はつ詣もうでも何でもそうだ。家近いのに何で現地集合なんだよ。一いつ緒しよに行けばいいじゃねーか」


    「ちょ、タイム。引っ張っちゃダメだってば！」


    「はぁ？　いいからとりあえずこっちへ来いっての！」


    　橋の陰から月明かりの下へ、引きずり出した。


    　エア杏あん子こは「きゃっ」と小さく悲鳴を上げ、河原かわらに横たわる。


    「お、おまえ……」


    「み、見るな！」


    　さっ、と背中を向けたが──。


    　相変わらず思わす触りたくなるような脚だ。かなり羨うらやましい。ムダのない太ふと股ももは、太股なのに細い。ふくらぎから足首にかけてのこのライン。「きゅっ」って音がしそうなくらい引き締しまったその脚なら、さぞ速く走れるはずだ。くそぉ、羨ましいぜ。


    「見るな、っての！」


    　エア杏子は何やら飛び道具で攻こう撃げきして来た。


    　顔面を直撃したそれを捕まえて、何だろうと思案する。


    「痛て……何だこれ？　ついさっき見たぞ？」


    　曲まがり矢やの振ふり袖そで姿が脳裏をよぎった。


    　あっぱれなくらいムダに艶あでやかだった振袖姿の、そうだ、腰の辺りに付いてた。


    「これ、帯か？」


    「何か解ほどけちゃった、っていうか取れちゃったんだよ」


    　半裸のエア杏子は恥ずかしそうに照れているが──。
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    「おまえさぁ……」


    　俺は、俺の家とその向かいにあるでかいマンション（杏あん子こ宅）をふり返る。


    　直線距きよ離りにしてほんの百メートル前後だ。


    「おまえさぁ、百メートル何秒で走れば服が脱げちゃうの？」


    「遅れそうだから急いでたの！　そしたら靴くつ……下げ駄た？　何だかわかんないけどこの、鼻はな緒おって言うんだっけ、ここも切れちゃうし、帯は解ほどけちゃうし……」


    「それでおまえ、そんなとこに避ひ難なんしてたのかよ」


    　まったくしょうがないやつだ。


    　俺は河原かわらに膝ひざをつき、「ほらよ」って背中を向ける。


    「カント？」


    「ほら、負おぶされよ。おまえの家まで連れてってやる」


    　一拍、間があった。


    「……うん」


    　それから衣きぬ擦ずれの音がして、また一拍あった。


    　昔からこうだ。


    　俺は、一度もエア杏子の身長を追い越したことがない。だけど何度か負おんぶしたことがあるのだが、いつも思っていた。俺より大きいはずなのに、噓うそみたいに軽い。その度たび、女子の身体からだの造りについて疑問を抱いだかずにはいられないのだが──ま、答えはわかっている。


    「おまえ、負んぶとか自転車二人乗りの度に思うんだけど……胸あれよ」


    「うるさいっ」


    　何か背中に当たるような気がするが、これぞ正しよう真しん正しよう銘めい。


    　文字通りの、気のせいだ。


    「てかさ、カント」


    「あぁ？」


    　ガードレールを跨またごうとするが、杏子を負ぶってるから難しい。


    「よっ、と……ふぅ、やれやれだぜ」


    「カント、大おお晦日みそかの夜に初はつ詣もうでなんて、今年はどうしたの？」


    「え？」


    「カントって毎年、寝正月だよね」


    「あ、あぁ」


    「初詣では元旦のお昼、ってのが毎年恒例のルールなのに……何かあった？」


    　チャンスだ。


    　おまえとはもう別れなければならないんだ、って伝えられそうな雰ふん囲い気きである。


    「あのさ、俺……実は」


    「あ、あたしわかったかも！」


    　心臓が止まるかと思った。


    　伝わってしまうのは、伝えようとしていた俺としては不本意だが──。


    「あんまり背が伸びないもんだから、今年は本気でお願いするつもりだったんだ！」


    「な……何だよ、それ。ちげーよ」


    「違うのは、カントだよ」


    「は？　何が？」


    「あんた気にし過ぎなのよ、背のこと」


    「そりゃ、気にするだろうが」


    「どうして？　例えばバスケだって、あんたは背のことハンデだと思わなかったのに？」


    　そうだった。


    　小さいなら小さいなりに、むしろそれを逆手に取って速度クイツクネスを鍛きたえて戦っていた。


    「俺は、ただ……」


    　あとほんの数センチ高い身長が欲しかった。


    　バスケ部の先輩や、敵チームの選手より小さくても、それは別に問題じゃない。ただ「杏あん子こ」よりは、一センチでもいいから大きくなりたかった。無論、今のままでも何であれ負けるつもりはない。ないけどそこは、そこだけはやっぱ──願ってんだよ神様、仏様。


    　何でもいいからあともう少しだけ、どうか。


    「カント、どうして黙だまってるの？」


    　俺と「杏子」と小こ境さかい橋ばし。


    　それは俺に「十年前の夏の日」を思い出させる。


    「何よ、カント。あんたまた思い出してるの？」


    「だってあれは、人生最初の冒険だったっていうか……忘れらんねーだろ」


    　蟬せみの声を覚えている。


    　人生で最初の愛車のあいつ「補助輪コロ付きのイカしたあいつ」は忘れない。右のハンドルに付いていたボタンを押せば、車のクラクションみたいに「ビー」って鳴った。本物のクラクションよりぜんぜん安っぽい「ビー」って音。その音で杏子を呼ぶんだ。上う手まくこぎ出せない俺を置いてどんどん行っちゃう杏子に「待ってよ」ってボタンを連打した。


    『もぉぉ、カントののろま！』


    『のろまじゃないよ。やっぱ橋の向こうに行っちゃダメだ。怒おこられちゃうよ』


    『怖いんだ？』


    『こ、怖いのは……怖いのは、母ちゃんに怒られることだ！』


    『噓うそだぁ、遠くへ行くのが怖いんだ！』


    　意い気く地じなし。


    「はは……」


    「カント？　何笑ってんの？」


    　たいへんなことに気づいてしまった。


    　あの日「杏あん子こ」が何気なく言った言葉が、俺の人生を決めたというか。「意い気く地じなし」って言われないように、背が低いからってバスケで負けないように、生きて来たような気がする。俺は自分で何か目指して走ってたつもりで、あの頃と変わらない。


    　追いかけてただけだ。


    　ずっと「杏子」を追いかけてた。


    「カント、昔からそうだよ？　何か言いたいことがあるなら、言えば？」


    　あの夏の日、本物の杏子は眠ってしまった。


    　俺の前からいなくなった「杏子」。


    　心の隙すき間ま。


    　あまりに寂しいその心の隙間を埋うめるべく無意識に作り出していた幻想──エア杏子。


    「カントは、言わなきゃいけないことに限って黙だまっちゃうんだ」


    　エア彼女に別れるを告げるなんて、簡単なことのはずだ。


    「あんたってホント、意気地が……」


    「俺は、意気地なしなんかじゃない！」


    　ただ「さよなら」って言えばいいだけじゃないか。


    「あのな、俺は……」


    　ずっと傍そばにいてくれた、エア杏子。


    　ずっと傍にいてくれたけど、別れを告げるんだ。


    「俺は……えっと、何て言えばいいのか……」


    　練習が辛つらくて一人で泣いた時、代わりに笑ってくれた。


    　代わりに笑ってくれたけど、別れを告げるんだ。


    「杏子、聞いてくれよ」


    「聞いてるよ」


    　俺は、言った。


    「ことよろ」


    「え？」


    「ことよろ！」


    　力強く、二度言った。


    　ダメだ、俺。


    　だって俺、別れを告げたことなんてないし、実質、誰とも付き合ったことないし！


    「そ、それだけだ、俺が言いたかったことは」


    　もし、って考えていた。


    　もし俺が、別れを告げたあとに何が待っているのか知っていたなら。


    　だったら別れを告げられたと思うんだ。


    「カント」


    「何だよ」


    「何でもなーい」


    　俺は、知りたくないよ。


    　別れを告げたあとに何が待っているのか、そんなこと。知っていれば平気で別れを告げられたかもしれないけど、そうだとしても。そんなこと永遠に、知りたいと思うことはないだろう。俺は、どこまでも弱かった。「お互いのために最善の方法だから別れようぜ」的な言い方ができるほど、大人じゃなかったし。もっと単純に「別れたいけど、別れたくもなかった」というか。


    　エアとリアルのどちらが大事なのか？


    　そんなこと考えるまでもない。


    　リアルに決まってる。


    　それはわかってる。


    『普通の恋人同士と同じ手順が必要ですよ』


    　曲まがり矢やの言葉が、重くのしかかって来た。


    「カント見て、月が超大きいよ」


    「あぁ、でけーな」


    「ちゃんと見てよ、ホントに大きいんだから」


    　俺にとってエア杏あん子こは、普通の恋人と変わらないのだ。


    　俺の彼女なんだ。


    「あ……」


    　突然、わかった。


    　わかってしまった。


    「カント？　どうかした？」


    　彼女だから簡単には別れられない、エア杏子。


    　見えない、声だけのリアル杏子。


    「どっちかって言うと……」


    　エア杏子の方が、現実味がある！


    　リアル杏子の方がむしろ幻想的というか、透明人間だし──噓っぽくね？


    「そうか……」


    　噓っぽいリアル。


    　幻想の方が現実味があるから、って理由の──。


    「カント？」


    　どつぼに塡はまってるんだ、俺は。
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    『こら♪』


    　どこかで見ていたみたいに、曲まがり矢やはダメな俺に言った。


    『木き村むら、やっぱり私の助けが必要なんじゃないですか？』


    「おまえなぁ……」


    　信号待ち、ケータイを持ち替える。


    　エア杏あん子こに別れ話を切り出すことに失敗した俺は、ピサに向かっていた。今夜もピサに泊まるつもりだ。しかし、だるい。眠い。「軽いフットワークが唯一の武器」の十六歳の俺だが、「新にい見み市─上じよう下げ坂ざか町」間を一日に何度も往復するのは、さすがに堪こたえる。


    　おまけに「どつぼに塡っている」という事実に、俺は気づいてしまった。


    　心なし、自転車も悲鳴を上げているような気がする。


    『あ、木村を見つけましたよ』


    「はぁ？」


    『今、駅前の交差点で信号待ちしてるでしょ？』


    「おまえは？　まだ神社で甘酒かっくらってんじゃねーのか？」


    『歩道橋の上ですよ。ほらここ、ここでーす！』


    「歩道橋の上だ？」


    　あぁ、居た居た。


    　巽たつみと一いつ緒しよではない様子だが──。


    「誰だ？　曲矢ともう一人……いる？」


    　誰だろうか、遠くてよくわからない。


    　背格好からして女の子のようだ。だが、あいつに友達などいただろうか。友達というか、変なお仲間ならいたか。エア甲こう子し園えんを目指してるような、変わり者のお仲間なら。


    　初はつ詣もうで中に、ばったり会ったのかもしれない。


    『木村、遠目にも何だか疲れているように見えますが……その様子だと「別れ話」作戦は失敗したみたいですね。まぁ、もともと理り屈くつとしては弱かったですからね』


    「理屈って何の？　意味わかんね、どういう意味だ？」


    『リアルとエアは、あちらを立てればこちらが立たずの関係性なわけですよ。エア杏子さんと別れれば、リアル杏子さんが見えるようになるのか……それは、わかりません♪』


    「はぁぁぁ？」


    　人がどれだけ苦労したと思っているんだ。


    　まぁ、失敗したけどさ。


    「けど確かに……言われてみれば、エア杏あん子こと別れたところで何の保証もないな」


    『木き村むらがすべきことは、あくまでもエアの封印ですよ』


    「封印……」


    『エア杏子さんの存在が、完全に消滅すればまず間違いなく……』


    「おまえ、何怖いこと言ってんだよ」


    　別れ話の次は「殺し」か？


    「冗談にならねーよ。いくらエア相手でも、そんなことは……」


    『あちらを立てればこちらが立たない、というのはそういうことですよ』


    　言葉に詰まる。


    　対して曲まがり矢やは、妙にハイテンションだ。


    『木村、私は現状を打破する作戦を思いつきました』


    「現状の打破？」


    『別れ話作戦に失敗した、という現状でしょ？』


    「あ、あぁ……」


    『安心してください。私は、次なる作戦と出会いました』


    「出会った？　どういうことだ？」


    『私たちがデキちゃった、ってことにするんですよ！』


    　これは一大事、かなりの重症っぽいぞ。


    「おまえ、寝言は寝て言えよ」


    『私は本気ですよ。他に方法はないと思います！』


    「何が言いたいんだ。俺とおまえが付き合うことになったから『だから消えてくれ』ってエア杏子と巽たつみに頼たのむってのか？　そんな見え見えの噓うそ、すぐ見破られるだろ！」


    『いえ、デキますよ』


    　何か、イントネーションが気になるのだが。


    『ていうか私と木村って、若じやつ干かん、デキかけてるんですよ』


    「えっ、おまえ寝てんの？」


    『寝てませんよ。むしろ冴さえ渡ってますね』


    　曲矢は『いいですか？』と前置きする。


    『私と木村がデキた、そう伝えたら巽とエア杏子さんは、どう思うでしょうね？』


    「呆あきれるだろ、すぐ噓だってバレる」


    『いいえ、巽はおそらく激げつ高こうしますよ。そして木村に襲おそいかかるはずです！』


    　どんだけ愛されてる設定だよ。


    『巽たつみが木き村むらに襲おそいかかった場合、エア杏あん子こさんは木村を守ろうとしますよね』


    「どうだろうなぁ……」


    『巽ＶＳエア杏子さんのバトルとなり、戦いの末……』


    「消えてたまるか！」


    　正気とは思えない。


    　こいつは、いったいどういう思考回路をしているのだろうか。


    「おまえ、巽が『うぎゃぁぁ』ってエア杏子にぶった斬ぎられて消えてもいいのかよ」


    『それは困りますが、試す価値のある作戦だと確信しています』


    　何で？


    　どこで、どうやって確信に至れたの？


    「そもそもムリだ。巽はともかく、エア杏子が『俺と曲まがり矢やがデキた』なんて噓うそを信じるか？」


    『証拠はありますから、きっと巽たちは信じてくれますよ』


    「俺とおまえがデキてる、って証拠？」


    　一いつ瞬しゆん、考えてしまった。


    「ないないない、そんなものあってたまるか！」


    『あるんです♪』


    　不ふ穏おんな言葉を残し、通話は一方的に切られた。


    「エア杏子に消えてもらう？」


    　確かに、俺はエア杏子と穏おん便びんに別れられそうにない。


    　エア杏子は、マジ彼女である。


    「くそぉ……」


    　現実味のあるエアを消すなんて方法、俺は知らない。


    　そして、噓っぽいリアル杏子と普通に接する方法、それも思いつかない。


    「……どつぼだぜ」


    　このどつぼから這はい出せる気がしない。


    　だからって曲矢、強制的にリセットボタンを押すような方法はナシだ。


    　それは乱暴だ、乱暴すぎる。


    　エア杏子と巽を戦わせる？


    「あいつ、何を考えてんだか……」


    　いつの間にか。


    　青に変わっていた歩行者信号が、点滅を始めていた。


    　急いで信号を渡ろうとした時、人の気配を感じてふり返る。


    「小お沢ざわ？」


    　いつから居たのか、小お沢ざわそよ子こが居た。


    　その視線は歩道橋の上に向いている。


    　ゲスな笑い声が聞こえてきそうな「ひひひ」って感じの薄うすら笑いだ。


    「おい、小沢？」


    　俺の呼びかけに小沢ははじめ、驚おどろいた様子だったが──。


    「木き村むらくん、あけましておめでとう」


    　何だか自信に満ちた表情で、言ったのだ。


    「本年も、どうぞよろしく」


    　勘かん弁べんしろ。


    　曲まがり矢やが何だか暴走しかけてる。


    　おまえに構ってる暇ひまなんて、ぜんぜんないんだ。
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    　ピサの四階は、談話室風の造りをしている。


    　談話室も何も、踊り場だろうと廊下だろうと、ところ構わず座り込んで話していたって誰にも[image: ]しかられないのだが──もともとは予備校だったらしいピサの四階は、教室と教室とを隔へだてていた壁がない。一階層ぶち抜きのホールにテレビが四台、四よ隅すみに配置されている。


    「やべーな……」


    　誰かがごくりと唾つばを飲み込んだ、元旦の朝。


    「ちょっと木き村むら、何を呑のん気きに駅伝なんて見てるんですか」


    「俺は、おまえを待ってたんだよ」


    　暇ひまな連中が、俺をバスケに誘さそいに来たのである。


    「今年の箱根は、何かすげーんだってさ」


    　誘いに来たのに連中と来たら、テレビに映る駅伝の映像に夢中だ。


    「ってこの映像、明日の予告なのに何をそんなに盛り上がってるんですか」


    「だからぁ、俺はおまえを待ってたんだってば……」


    　正月早々、ほかに行く場所はないのか。


    　ピサで知り合ったバスケ好きたちは「何だ予告番組か」と我われに返る。俺への再さい勧かん誘ゆうもそこそこに、ボール片手に広場へ駆けて行く連中の気持ちが、わからないでもないが──。


    「正月早々、色んなやつがいるなぁ」


    　バスケをする者もいれば。


    　エア恋人と一戦交える覚悟の、俺と曲まがり矢やがいたりする。


    「さぁ、木村。巽たつみ＆エア杏あん子こさんに消えてもらいましょうか」


    「おまえ……」


    　ほんの最近まで巽にべたべただったくせに、何だろうこの固い決意。


    「おまえは、マジで巽ＶＳエア杏子のバトルを望んでるのか？」


    「あくまでも二人に消えてもらうことが目的、違いますか？」


    「や、それはそうだけど……」


    　何か、違和感がある。


    　なぜ曲矢は「巽に消えてもらう」なんて簡単に言えるのだろうか。


    「おまえ、何か隠してないか？」


    「私は巽と『さよなら』をしなければ……決めたことですからね」


    　急にマトモになったとか？


    「おまえさぁ、やっぱまた何か新たな独り遊びプレイとか考えてんじゃね？」


    　以前、こいつはかましてくれた。


    『巽が浮気を……』


    　などと言い出し、一方的に巽と不仲になったのである。


    　俺は心配したが、損をした。


    『疑ってごめんなさい。まさか、私のために指輪を選んでくれてたなんて♪』


    『誤解したんだね、こーいつぅ♪』


    　的な、げんなりするような独り遊びプレイだったのである。


    　そうだ、あの時の曲まがり矢やは一いつ貫かんしていた。


    「曲矢、まさかとは思うが……」


    　ユニコーンに触さわれるほどの純粋な少女とか。


    　俺に親切に付き合ってくれていた、というくだりからずっと、何か企たくらんでいるとか──。


    「さぁ木き村むら、新年ですから気持ちを新たに行きましょう！」


    「あ、あぁ……」


    　考えすぎかもしれない。


    　だが、注意しておいた方がよさそうだ。


    「もう一度確認しておくが、曲矢。おまえはどうして巽たつみに消えて欲しいんだ？」


    「それは、その時が来たというか……」


    　いつまでも幻想に溺おぼれているわけにはいかない、と解釈していいのだろうか。


    「運命……そう言った方がいいかもしれませんね」


    「怪しいんだよ、その言い方が」


    「どうしたって避さけられない現実、ってあるじゃないですか」


    「避けられない、現実？」


    　こいつもエアから足を洗う気なのだ、って信じていいのだろうか。


    「現実って残ざん酷こくですね♪」


    　満面の笑みだ。


    「ほぼクロだな。おまえやっぱ何か企んでんだろ？」


    　曲矢を警戒しつつ、エア封印作戦第二弾。


    　俺と曲矢がデキちゃったので巽、そしてエア杏あん子こは消えてください作戦が幕を開ける。


    



    　　　　　　　◇


    



    　駅前のファミレスは元旦からやっていた。


    　俺たち以外の客なんていないだろうと思ったが、晴れ着姿が目立つ。埋うまっているテーブルは十に満たないが、そのどれもが家族連れだった。子供＆赤ん坊の存在はファミレスの平へい穏おんを脅おびやかす存在だ。俺は常々そう思っているが、今日はむしろ、子供が主役か。


    「初はつ詣もうで帰りの家族連れか……ガキの数ハンパなくね？」


    　ドリンクバーコーナーはお祭り騒さわぎだ。


    「オレ次、これ飲んでみる」


    「えすぷれっそ、って何だよ。わっ、不ま味ずそう。コーヒーが出て来た！」


    「つーかえすぷれっそって量が少なくね？」


    　親御さん方、お宅のお子さんエスプレッソを水で薄うすめてますよ？


    「やれやれ、騒さわがしいったらないぜ……うぉ！」


    　俺たちのいる禁煙席窓側、四人掛けのボックス席だけお通つ夜や雰囲気ムードだ。


    　巽たつみとエア杏あん子こが並んで座っている。


    　曲まがり矢やは目を閉じ、腕組みしていた。


    「えっと……」


    　気まずい。


    　曲矢の隣となりに座った俺は、向かいに座るエア杏子の顔をまともに見られない。何しろこれから「消えてくれ」と伝えるのだ。それも「俺＆曲矢がデキちゃいました」などというありえない噓うそでもって、一方的に「消えてくれ」と。俺は、曲矢を止めなくてもいいのだろうか。本音を言えば、こんな作戦には賛同しかねる。成功だって、疑わしいし。


    　だがそんなこと言っていたら、いつまで経たってもリアル杏子が見えないままだ。


    　現実味のあるエア彼女を消すための、強硬手段。


    　踏ふん張り所なのかもしれない。


    「さて、巽……」


    　曲矢が目を開けた。


    　その真まっ直すぐな瞳ひとみに、迷いなど感じられない。


    「巽、そして杏子さん、ごめんなさい。謝ったところで許してもらえるだなんて思っていませんけど……どうか、謝らせてください」


    「曲矢、改まっていったいどうしたの？」


    　頭を下げた曲矢に、巽は戸惑っている。


    「曲矢がおれに何をしたとしても、おれたちの関係は何ひとつ揺るぎはしないよ」


    「いいえ……」


    　曲矢は俯うつむいたまま顔を上げない。


    　涙がはらはらと、膝ひざの上に載せた手に落ちている。


    「もう巽とは、一いつ緒しよにいられなくなりました」


    　この涙、演技には見えないが──。


    「曲矢、目薬とか隠し持ってねーよな？」


    　念のためボディチェックしてみる。


    　噓泣きではなさそうだ。曲矢は本当に、社会復帰のため、巽を消すつもりなのか。


    「巽、ごめんなさい」


    「何を言っているんだ、曲まがり矢や。おれは何があっても曲矢の傍そばに……」


    「これからは、木き村むらの傍にいなければならないんです！」


    　あのさぁ、曲矢。


    「そういう、哀かなしい定めなんです！」


    　噓うそ話ばなしだとしても一応、断っておくが。


    「こっちの台詞せりふだぜ、曲矢……」


    「木村くんはちょっと黙だまっててくれ、いったいどういうことなんだ！」


    　ありえない噓を信じたのか、巽たつみに動揺が見られる。


    　エア杏あん子こは予想通りというか、退屈そうに窓の外を見て欠伸あくびしていた。


    「曲矢、きみは……」


    「巽、木村だけを責めないでください。悪いのは木村と、そして私なんですよ」


    「話が見えないよ。おれと曲矢の関係を揺るがすものなんて、この銀河系にはない。たとえ太陽が輝かがやくのを止やめたとしても関係ない。なぜならおれにとっての太陽は、曲矢だから」


    　初はつ詣もうで帰りの皆様、どうか。


    　このイケメンを責めないで欲しい、って見えてないか。聞こえてないか、今の台詞。まさしく太陽が「さぶっ」って輝くのを止めてしまいそうな台詞だが、巽はあくまでも曲矢の作りだした幻想である。言わせてるのは曲矢、諸しよ悪あくの根源はこの眉まゆ無なし少女なのだ。


    「デキちゃったんですよ」


    　ファミレス中が静まり返る。


    「デキちゃったんだから、もう、仕方がないんですよ！」


    　やべー、ガキ共の純真無む垢くな視線が痛すぎる。


    「曲矢、その言い方は誤解を招くから……よそうぜ？」


    「だって、事実じゃないですか！」


    「事実じゃな……」


    　おっと、やばいやばい。


    　俺は声をひそめた。


    「いいか、あくまでも『俺と曲矢がデキちゃった』作戦だ」


    「わかってますよ」


    「だったら言い方に気をつけてくれよ。『俺と曲矢の間に何かがデキちゃった』っていうのは、話が変わってくっから」


    「はいはい」


    　はい、は一回でいいと思ったが。


    「わけのわからないこと言ってないで、木村は黙って待っててください。何ですか、緊きん張ちようしてるんですか？　『俺と曲矢がデキちゃった』と『俺と曲矢の間に何かがデキちゃった』のどこが違うんですか。一いつ緒しよじゃないですか、まったくもぉ……」


    　強烈な違和感に「え……？」って言葉がなくなった。


    　曲まがり矢やは構わず続ける。


    「巽たつみ、杏あん子こさん。本当にごめんなさい」


    「カント、これ何の茶番？」


    　ほら見ろ、エア杏子は完全に呆あきれている。


    「俺も半信半疑っていうか……曲矢のやつどうもまた、巽との凝こった恋愛遊びプレイを企たくらんでるっぽいんだよ。そもそも俺たちがデキた、っていうのは……あれ？　杏子？」


    「半信半疑……」


    　エア杏子は無表情になった。


    「半分は信じてるんだ。半分は本気で『曲矢とデキた』って言ってるわけだ」


    「や、それは……」


    　予想外である。


    「何あんた、あたしに消えろっての？」


    　予想以上に、エア杏子に俺の真意が伝わってしまった。


    「カント、あたしに消えて欲しいの？」


    　いつも怒おこられてばかりだったが、何だよその無表情。怒られるより何倍も怖い。


    「カント、何で黙だまってるの？」


    　怒ってくれればいいのに。


    　何なら泣いて「いやだ」って言ってくれれば、返事のしようもあるのに──。


    　エア杏子の感情が、わからない。


    「巽、そういうわけですから」


    「そんな、まさか……曲矢、本気なのか？」


    　曲矢は巽に勝利した。


    　消えて欲しい旨むねを、しっかりと伝えた様子である。


    「木き村むらくん、いや、木村……本当なのか？」


    「あれ？　巽？」


    　おまえ今までそんな目で、俺のこと睨にらんだことあったっけ？


    　呼び捨てにしたことあったっけか？


    「おれは信じないよ、曲矢」


    「巽、こればかりはどうにもならない事実なんです」


    「噓うそだ。口裏を合わせて、噓をついてるに決まっている！」


    　正解だ、巽。


    　やっぱこの作戦にはムリが──。


    「証拠があるんです！」


    「そうそう、証拠が……うぉい、曲まがり矢や！」


    　タイム、ターイム！


    「おまえっ、どこを手で押さえてんの？」


    　曲矢はへその辺りにそっと手を添えている。


    　その仕草はまさに、新たな命を授さずかった母親のそれだった。


    「曲矢、とりあえずその手を下ろせ！」


    「木き村むらまで何ですか、しらばっくれるつもりですか？」


    「おまえ、おまえちょっと座れ。座れってば！」


    　一般の方々がひそひそやっている。


    　大人たちは子供たちに「見ちゃダメ」って言い聞かせていた。


    「曲矢、俺の目を見るんだ」


    　俺は再度『俺と曲矢がデキちゃった作戦』について確認する。


    「よーく聞けよ。『俺たちがデキちゃった』作戦だろう？」


    「えぇ、そうですよ」


    「そうなんだよ。『俺たちの間に何かがデキちゃった』作戦とは違うだろ？」


    「だからぁ、同じことじゃないですか」


    「同じことじゃ……え、同じことじゃなくね？」


    　やばい、混乱して来た。


    「木村、どうしたんですか。『私たちがデキちゃった』はよくて、『私たちの間にデキちゃった』はまずいとでも言うんですか？　同じことなのに？」


    「おまえ、意味わかって喋しやべってる？」


    　窓の向こうに広がっているのは、晴れ渡った新年の空だ。


    　その青い空が、曲矢の曇くもりなき眼に映っている。


    「な……何て純粋な目だ。何の話してたのか、忘れちまったぜ」


    「愛の話ですよ、愛の話」


    　俺は、曲矢サンノという『怪物』を過小評価していたのかもしれない。


    　曲矢はうっとりと熱弁した。


    　それは、あまりにも衝しよう撃げき的てきな「愛の話」。


    「ちょ……え？」


    　俺はにわかに意識を失いかけた。


    　話し終えた曲矢は満足そうにコーヒーをすすっているが、ちょっと待て。


    「タイム、タイムだ。俺ダメだ。混乱してる」


    　理解しがたい曲矢の「愛の話」、俺なりにまとめてみる。


    「最初に、愛を誓い合った男女のもとに【天使みたいなの】が現れる。そいつは母親となる女の体内に【卵的な何か】を宿すわけか。およそ一年後、その卵的な何かが【孵ふ化かチック】な現象を起こした結果、新たな命が誕生すると……それがおまえの『愛の話』か？」


    「自然の摂せつ理りですが、何か」


    「何てメルヘンな生命観を持ってやがるんだ、おまえは」


    　新しい命がどうやって誕生するのか、今時のフツーの女子高生が知らないなんて。


    　いや「曲まがり矢やサンノがフツーの女子高生なのかどうか」ってことか。


    「木き村むら、そんなことも知らなかったんですか？」


    　出会った時から変わったやつだと思っていたが、こいつは。


    「木村ってやっぱりお子様なんですね」


    　こいつは、妄もう想そうする『怪かい獣じゆう』だ。


    「私と木村って、何だかんだよく一いつ緒しよにいましたからね。だからデキかけちゃってるんですよ。これからの言動いかんによって、修正は可能だと思いますけどね。まぁ、お互いの明るい未来のためにここは、少し不ふ謹きん慎しんですが、利用しましょうよ」


    「愛をか？」


    「愛をですね」


    　曲矢は、隣となりのボックス席へ移動する。


    　そこで待機していた重要な人物を、俺たちに紹介しようというのだ。


    「俺と曲矢がデキちゃったことの……証拠？」


    　俺と曲矢の間に何かがデキかけていることを告げるために舞い降りた、天使みたいなの。


    　パトラッシュ＆ネロを連れて行ってしまった、羽の生えた小さな赤ん坊みたいな姿をしているのだろうか。はたまた、頭の上に輪っかとか乗っかっているのか──。


    「ほら、噓うそじゃないでしょう？」


    　かくして俺は「天使みたいなの」を紹介された。


    「曲矢、おまえ……」


    　おまえは、なぜこうも俺の想像力を超えて来るのか。


    　愛し合う男女のもとに現れ、命を授さずける天使みたいなのは、予想に反してどう見ても俺たちと同年代だった。サスペンダー付きのチェックのズボンパンツを穿はいている。だが、サスペンダーは肩にかけてない。ぶらぶらと地面に付きそうなサスペンダー、それに引っかかってこけたりしないのか、足下はパンプスである。


    「こいつが、天使みたいなの？」


    　一見、普通の女の子だ。


    　だが猫耳だ！


    　猫耳？


    　猫耳に見えるリボンかもしれない。


    「ね……ねこ？」


    「さて、パパが名前を付けてくれたところで話を先に進めましょうか」


    「パ、パパとか言うな曲まがり矢や！」


    「もぉ、大きな声を出すから『ね子こ』ちゃんが怖がってるじゃないですか」


    「おまえ『ね子』って……相変わらず恐ろしいネーミングセンスだな」


    「木き村むらがたった今、名付けたんじゃないですか」


    　ね子は、曲矢の背中に隠れている。


    　父親となるべき（？）俺のことをじっと、値ね踏ぶみするような目で見ていた。


    　曲矢の生命観、独特すぎる。


    「何で新しい命が、生まれる前から目の前にいるんだよ」


    　こいつが命を授さずける天使だと言うが、どうなるんだ？


    　十と月つき十とお日か後、こいつ自身が母親の胎たい内ないに入って、改めて出て来るって言うのか？


    「よくわかんねーが、俺はこいつのパパって呼び方で正しいのか？」


    「当たり前じゃないですか」


    　当たり前じゃないから言ってんだよ。


    「曲矢、おまえこの子をどこで拾って来た」
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    「昨夜、初はつ詣もうでの帰りに歩道橋の上で」


    「歩道橋？」


    　そういえば昨夜、曲まがり矢やは歩道橋の上で誰かといた。


    　それがこいつだったらしい。


    「エア、みたいだな……」


    　周囲の人々の生温かい視線は、俺＆曲矢に注がれている。


    　ね子この姿は巽たつみやエア杏あん子こと同じように、一般の方々には見えていない様子だ。曲矢にこの子を拾った状況をくわしく聞きたいところである。エアは、それを召しよう喚かんするエアリアルが傍そばにいなければ存在しない。エアはあくまでも、誰かの妄もう想そうに過ぎないのだ。


    　エアリアルの演技によってのみ、はじめて召喚される。


    「曲矢。この子を見つけた時、傍にいたのは誰だ」


    「近くにエアリアルはいませんでした。初めて見ましたよ。エアリアルの召喚なしに、独立しているエアなんて……出会ってしまった特殊なエア。それで私はピンと来たんですよ。あぁ、間違いない。この子は天使みたいのだ、と……」


    「おまえの思考回路、どうなってんの？」


    「だって私、観みたことあるんですよ」


    「新しい命が誕生する一年前に、天使みたいなのが現れるってことを？」


    　どこで観たのか、曲矢は語る。


    「ある幼い兄きよう妹だいには、病気で伏せっているお母さんがいました。二人はお母さんの病気を治すために、冒険の旅に出かけるんですよ。幸せの……えっと、ちょっと思い出せないですが、『幸せの何か』を求めての大冒険。途中、二人は不思議な人物と出会うんですね」


    「不思議な人物？」


    「何か、ぼやーっとした不思議な少年でした。その子と三人で大冒険をするんですが、『幸せの何か』は見つかりませんでした。やむなく家へ帰ることになるのですが、不思議な少年が言うんですよ。『お別れだけど、すぐにまた会えるよ』とね。あ、かなり昔に観たので所々うろ覚えですが……木き村むらはこの話、知りませんか？　有名な話ですよ？」


    「や、ちょっと思い当たらねーな」


    「そうですか、まぁいいですけどね。話を戻しましょうか。『幸せの何か』を見つけることができなかった幼い兄妹は、がっくりうな垂だれて帰宅しました。するとどうでしょうか。お母さんの病気は治っていました。ていうか赤ちゃんが生まれていたんですね。兄妹は気づくんですよ。あぁ、この子はあの時の不思議な少年だ、と。自分たちは、生まれる前に会っていたんだ、と。だから『すぐまた会える』って別れたんですね」


    　どうもこの話が、曲矢の独特すぎる生命観の根幹にあるらしい。


    「曲矢、それ何て話なんだ？」


    「覚えてないんですよね。余談ですが、最後の場面は確か……あぁ、そうでした。窓からお庭の木が見えるんですよ。その木を指差してミチルが兄に言うんですね」


    「ストップ、幼い兄きよう妹だいに名前なんてあったか？」


    「えぇ、妹の名前はミチルでした」


    「それでそのミチルが、最後に兄貴に何て言うんだよ」


    「ミチルは言いました。『観みてチルチル、青い鳥よ』」


    「それ『青い鳥』じゃね？」


    　ディズニーか何かのアニメを観たのだろうか。


    　名作だが、それを観て知った生命観を未いまだに信じているこいつはいったい。いったいどういう生き方をすれば、高校生にもなってだ。ばったり会った相手を「生まれて来る赤ん坊を授さずける天使みたいなのかも♪」って信じることができるのだ。


    「まぁ、単独でふらふらしてたエアっていうのは……意味深というか」


    　胡う散さん臭くさい存在である。


    　曲まがり矢やの演技や言動によって、俺は巽たつみの存在を確認できる。曲矢が召しよう喚かんしなければ、俺は巽の存在を感じることはできないのだ。曲矢は「出会った」と言うが、エアは独り立ちしないはずである。胡散臭いぞ。胡散臭いし「愛の証あかし」は間違いなく曲矢の希望的観測だ。


    　これが「愛の証拠」だと信じて納得する者などいるだろうか。


    「そうだったのか……」


    「えっ、巽？」


    　巽は神妙な面おも持もちで立ち上がる。


    「そういうことなら、おれはもう曲矢と一いつ緒しよにいられないね」


    「お、おい巽。おまえ、まさか信じたのかよ。いくら何でも物わかりよすぎじゃね？　おまえと曲矢の関係は、切っても切れないっていうか、もっと強い絆きずなっていうか……」


    「いいんだよ、木き村むらくん」


    　巽はどこまでも爽さわやかな微ほほ笑えみを浮かべる。


    「曲矢のこと、よろしくね」


    　差し出された手に、戸惑ってしまった。


    　この手を取ってしまえば、曲矢は巽と別れる。


    「なぁ、やっぱ曲矢と巽……妙な遊びプレイを企たくらんでんだろ？」


    　これはクロだ。


    　このお手軽な感じは、間違いなく遊びプレイの一環である。


    「カント！」


    　エア杏あん子こに突き飛ばされた。


    　エア杏子が曲矢の妄もう想そう話ばなしを信じるはずがないが、え、信じて怒おこったのか？


    「巽たつみ、あんたカントを殺す気？」


    　エア杏あん子こは巽に詰め寄った。


    　目の前をはらりと舞うのは、俺の前髪だ。


    　俺たちエアリアルの何が厄やつ介かいって、相手が架空の人物でもそれをリアルに感じてしまうところにある。別れ話のもつれから、エア彼氏の持ち出した刃物がかすった。すると前髪は「斬きられた」って錯さつ覚かくし、はらりと舞ってしまうのである。


    「た、巽おまえ……」


    　巽はコートの裏に隠していた長剣を抜いている。


    「そう簡単に納得できないというかね。彼女を奪われたおれの心境はさておき、横取りした木き村むらには、おれから一発もらうくらいの覚悟がなくては困るよ」


    「い、一発っておまえ……」


    　そんな剣で斬られたら死ぬ！


    「逃げるのか、木村！」


    「巽おまえ落ち着けよ。場所を考えろ、場所を！」


    　巽の眼はマジだ。


    　何らかの遊びプレイにしては迫真の演技、「恋人を盗とられて激げつ高こうする彼氏」の形ぎよう相そうである。


    「巽、おまえ……泣いてるのか？」


    　怒おこるイケメンの頰ほおを伝った、光る雫しずく。


    「木村、命いのち乞ごいは受け付けないぞ！」


    　巽はシロだ。


    　シロというか、被害者なんだ。これが曲まがり矢やの独り遊びプレイだとしても、巽はあくまでも曲矢のエア彼氏。曲矢の一挙手一投足に翻ほん弄ろうされる妄もう想そうの存在だ。


    　曲矢は間違いなく何か企たくらんでいる様子だが、巽は何も聞かされてなさそうだ。


    「おれが斬って死ねば、それが木村の運命……」


    「待て、巽。『曲矢と俺がデキた』なんて噓うそに決まってんだろうが！」


    「動かぬ証拠を前に、どの口がほざくんだ！」


    　動かぬ証拠、ってあの猫耳のことか？


    　巽おまえ、おまえぇ、何でそこまで簡単に信じちゃうんだよ！


    「木村、逃げてください！」


    　曲矢のエアだからか？


    　曲矢の妄想だから、曲矢の言うことを疑ったりすることはないのか？


    「これがおれの、曲矢にできる最後のことだ！」


    　それともただの、性格？


    　ダメだこいつ、曲矢のこと好きすぎる。


    　俺は、なりふり構わずファミレスの外へ逃げ出した。


    



    　　　　　　　◇


    



    　ファミレスを出て歩道を走る。


    　傷いためてる膝ひざが悲鳴を上げるが、泣き言は後まわしだ。俺は巽たつみに言う。


    「巽、盗とられたカノジョについてもう一度よーく考えてみろよ！」


    「どういう意味だい？」


    「罪を犯すほどの相手か、曲まがり矢やが！」


    　やべー、火に油だ。


    　巽の姿が消える。巽は短たん距きよ離り瞬しゆん間かん転移というファンタジーな異能力を持っている、そんな設定の、どこにも隙すきのないエア彼氏なのだ。曲矢のためなら、あいつは何でもする。身を退ひく覚悟をしつつ、新たな恋人を試したあとに去るとか──イケメンにもほどがなくね？


    「おれの曲矢への想おもいが強いか、木き村むらの曲矢への想いが強いか……」


    　巽は横断歩道の向こう側に姿を現し、長剣を構える。


    「これは木村、男と男の勝負だ」


    「な、何だ？　巽、何だその構えは！」


    　大だい上じよう段だんに構えて、腰を低く落とした。


    「真・残ざん影えい狼ろう……」


    　何それ。


    　何そのやっちまった感全開のネーミング。


    　つーか俺は「真──」じゃない方の残影狼を見たことないのですが。


    「塵ちりと化せ、木村」


    　一度、強敵に見破られた経緯があるっぽい残影狼の改良版『真・残影狼』炸さく裂れつ。


    　巽の周囲の空気が渦巻き、銀髪が乱れ──躍おどる影。


    「な、何だこれ？」


    　錯さつ覚かくなんだろうが、怖い！


    　横断歩道の向こう側の、電柱や街路樹といった影がねじ曲がる。それらはひとつの大きな狼おおかみの影になって、横断歩道の向こうでスタンバイ。信号は赤だ。イケメンで優等生の巽が操るからなのか、影のくせに信号待ちしている。足場を踏ふみならし、唸うなっていた。


    「あ……あれ？」


    　信号が青に変わったが、影は動かない。


    「い、今ならまだ逃げられそうな感じ……か？」


    「真・残影狼エクストラ！」


    　えぇぇぇ？


    　真・残ざん影えい狼ろうですら初見なのに、さらにその改良版らしい。


    　巽たつみの合図を受けて、巨大な狼おおかみの影が躍やく動どうを開始する。長めの横断歩道をホップステップジャンプで渡って迫った。影が濃くなる。そして存在しないはずの実体を伴った。


    「俺、たぶんノーマル残影狼でも死ねたぜ？」


    　巨大なリアル狼が出現し、俺に飛びかかって来る。


    　食われた、って覚悟したが──俺には狼より強い味方がいる。


    「あ、杏あん子こ！」


    　エア杏子は、竹刀しないで巨大狼を殴なぐり飛ばした。


    　安あん堵どしたのも束つかの間ま、エア杏子は足下に視線を走らせ、跳躍する。


    「うぉ、狼の影が……」


    　狼の影と実体が、別々に動いてる。


    「おいおいおい、巽。この技、本格的すぎね？」


    　影の方は、俺たちがさっきまで居たファミレスの屋根へ。


    　狼の実体は横断歩道の向こうへ、巽の傍そばへと戻った。


    　エア杏子はゆっくりとした歩調で、俺の傍を通り過ぎ、車道へと歩を進めようとする。


    「お、おい……」


    　昨夜、曲まがり矢やは言った。


    『巽ＶＳエア杏子さんのバトルの末……』


    　消えるのかよ、巽が。


    　消えるのかよ、エア杏子。


    　そんな終わり方で、俺は、いいのか？


    「ま、待てよ！」


    　巽は友達だ。


    　エア杏子は、俺の彼女だ。


    「待てよ、杏子」


    「どいて！」


    　エア杏子に「あれ？」って感じで突き飛ばされる。


    　突き飛ばされなければ、背後に迫っていた影の方に食われるところだった。


    「杏子、俺はおまえに『消えて欲しい』って伝えたのに……」


    　こんな俺のために、戦ってくれるのか？


    　エア杏子は巽を睨にらむ。


    「巽、あんたもあたしも……哀あわれだね」


    　巨大狼の影と実体が再び重なって、エア杏子に迫る。


    「消えて欲しい、って願われるのに……」


    　エア杏あん子この竹刀しないが閃ひらめいた。


    「どうして、気持ちは冷めないの？」


    　あろうことかその一いち撃げきは、言うなれば『真・残ざん影えい狼ろう返し！』。


    　狼おおかみはアスファルトを蹴けって、巨大な尾を操って進行方向を変える。ファミレス前の国道を走行中のＲＶ車を飛び越え、イケメン銀髪剣士にその鋭い牙きばを突き立てた。


    「た、巽たつみ……」


    　巽の姿は狼と共に消える。


    　巽のことだからあれで死んだ、ってことはないだろうが──。


    「杏子、いくら何でもやり過ぎじゃね？」


    「避さけられるように手加減したんだけどね」


    　遅れて駆けて来た曲まがり矢やの横顔は、かなり気落ちしているように見えた。


    「私があんなこと言ったばかりに、動揺していたのかもしれないですね」


    「エアリアルとの関係が破は綻たんしたから、巽の力が落ちてたって言うのか？」


    　まさかこのまま、もう二度と会えないのだろうか。


    　本当に消えてしまったのだろうか。


    「バカバカしい」


    　エア杏子の冷血さたるや、我がエア彼女ながら恐ろしい。


    「おまえ、そんな言い方は……」


    「あんな噓うそ、誰が信じるって言うのよ」


    　俺たちの作戦は、エア杏子に通じなかった。


    「ただ、カントの言いたいことはわかったけどね」


    「俺の言いたいこと？」


    　エア杏子は、俺と目を合わせようとしない。


    「あんなくだらない噓をついてまで、あたしに消えて欲しいんでしょ？」


    「や、それは……」


    　だって、同じ「杏子」のためなのに──。


    「好きにすれば？」


    　エア杏子は髪の毛を解ほどいた。


    　髪の毛に隠れていよいよ表情が見えなくなって、だけどその唇くちびるは、はっきり見えた。


    「消すも消さないも、あんたの意志じゃん」


    「ま、待っ……」


    「そうじゃないでしょ！」


    　俺は何度、彼女を泣かせてしまうのだろうか。


    「消えて欲しいなら、『さよなら』って言えば？」


    　さよならと伝えるには、充分な間が、与えられる。


    　だけど俺は、言えなかった。


    「あんたが二度と召しよう喚かんしなければ、あたしは『消えた』ってことになるんじゃないの？」


    　エア杏あん子こは、ふっと消える。


    　別れを告げる作戦という点に限っていえば、成功と言えるのかもしれない。


    　これで俺にだけ透明人間と化しているリアル杏子が、見えるようになったかもしれない。


    「作戦……成功？」


    　やりきれない。


    　噓うそまでついて、余計に傷つけただけじゃないか。


    「曲まがり矢や……？」


    　曲矢はぼろぼろ涙を零こぼして泣いていた。


    「え？　何でおまえが泣くの？」


    　おまえは、独り遊びプレイしてるだけだろうが。


    　巽たつみはちょっと引っ込めただけで、こういう試練を味わったあとで、しゃーしゃーと再会し絆きずなを深め合うつもりのくせに──そういうつもりのくせに、それでも泣くのかよ。独り遊びプレイなのに、哀かなしいのかよ。一貫してんな。一貫しておまえは、巽が好きなわけだ。


    「俺は……」


    　俺は、一貫しているだろうか。


    　リアル杏子が一番大事だ。


    「エア杏子が消えれば、エア杏子を消せば……解決じゃねーか」


    　エア杏子に想おもいは伝えた。


    　これで解決、ハッピーエンド？


    「ちぇ……」


    　解決したならなぜ。


    　こんなにも苦しいんだ。
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    　巽たつみとの戦いで、ピサに一着しか置いてない私服が台無しである。


    　これでは新年の挨あい拶さつを兼ねた見舞いに行けないと、ピサに戻って制服に着替えた。


    「木き村むら、まだ眠ってるんですか？」


    「ん……？」


    　エア杏あん子この消え方について、考えていた。


    　あれで別れが成立したのかどうか。成立したのだとすれば、この心のもやもやはいったい何だ。エア杏子の声が、寂しげな横顔が、頭から離れない。「こんな状態でリアル杏子が見えるようになってるわけがねぇ！」って枕まくらに顔を埋うずめてた、それだけだ。


    「眠ってなんてねーよ、俺は」


    　いつの間にか、室内は真っ暗だった。


    　本当に寝てたのか？　昨夜の初はつ詣もうでのおかげで睡眠不足だったのかもしれない。何だか身体からだがだるかった。だるいというか、重い。つーか寒くて、布ふ団とんから出られない。毛布ってのはつくづく偉大な存在だ。何も言わず黙だまって包み込んでくれる。逆に、抱きしめるのも悪くない。だけど一番すごいのは、股またに挟んだ時の絶大なる──安心感。そうこうしている内に浅い夢を見たような、見てないような、って時に唐突にやってくる「びくっ！」。


    「あ、悪い。ごめんな、蹴けったわけじゃないから」


    　謝ったのに、毛布は目を覚ましてしまったようだ。


    　普ふ段だんから無口な毛布のことだ。俺の蹴りに文句を言うことはないが、むしろ雄弁。一刻も早くベッドから抜け出そうとする態度は、俺のことを敵と見なしての行動か。俺は「もう少し一いつ緒しよに寝ててよ」って毛布を無理やり抱きしめるが、もう大人しく寝てくれない。


    「何だよ、どこ行くんだよ」


    　毛布は布団から抜け出し、俺の枕元に立った。


    　毛布が？


    「ははは……」


    　変な夢を見てしまったぜ。


    「…………ん？」


    　月明かりが、壁に何かの影を浮かべている。


    　四つん這ばいの影はふるふる、って小さく首を振った。


    　大きな耳をぱたぱた。


    　それから前脚を真まっ直すぐに伸ばし、ゆっくりと伸びをする。


    「猫？」


    　俺は首をめぐらし、枕元を見た。


    　猫ではなくて、ネズミ。ネズミのプリントＴシャツだ。時々、ファッション雑誌でもディ○ニーのあの可か愛わいいキャラクターのＴシャツでコーディネートしてみせるカリスマモデルもいるが、俺的にはどうかと思っている。あれはモデルが着てこそとまでは言わないが、女の子たちの「可か愛わいい」なのではないだろうか。俺が着たって可愛いはもちろん、格好いいはずがない。それに、どうせ何かのプリントものなら巨大ロボの方がいい。


    「つーかそれ、パチもんじゃね？」


    　中国かどこかの国のディ○ニーランドみたいな遊園地に関するニュースを思い出した。


    　間違ってもミッ○ーではないが、それっぽい何かのプリントＴシャツである。


    「おまえ、逆にレアなシャツ着てんなぁ……」


    　俺は半分、夢の中だった。


    　ネズミのＴシャツを着たそいつは、サスペンダー付きのズボンを穿はいている。だがサスペンダーは肩にかけていない。猫耳なのかリボンなのか──こいつ誰だっけか？


    「…………」


    　向こうも「おまえは誰だ？」みたいに顔を近づけて来る。


    　ちょっとドキドキした。


    　何気に美少女風だ。そんな子が、さっきまで俺と一いつ緒しよに眠っていたのである。抱きしめた感触は温かだった。股またに挟んだりして申し訳ない。


    「木き村むら、リアル杏あん子こさんの面会時間が終わってしまいますよー」


    　部屋に入って来た曲まがり矢やの悲鳴で、夢から覚める。


    　やばい、こいつは曲矢が拾って来た天使みたいなのだ！


    「木村、ね子こちゃんに何をやってるんですか！」


    「や、俺は……っておまえが何やってんだ！」


    　曲矢は、ダイブして来た。


    　天使みたいなのを巻き込み、俺のベッドに寝転がる。曲矢＆天使みたいのに押しつぶされた恰かつ好こうの俺は一いつ瞬しゆん、マジで意識を失った。天使みたいのの肘ひじか何かが顎あごにヒットしたらしい。くらくらしながら半身を起こし、天使みたいなの越しに抗議する。


    「曲矢、何のつもりだ」


    「川の字ですよ」


    「川の字？」


    「親子三人ですから、やっぱり川の字かと♪」


    　そうだった。


    　曲矢と俺がデキちゃったので「消えてください」作戦は、失敗しただけじゃない。


    「天使みたいな何かの……ね子」


    　とんでもないお土産みやげをもたらした。


    「どう見ても普通の女の子じゃねーか……これが、天使だ？」


    　ね子はベッドに寝そべったまま、ケータイを操作している。


    　こいつは本当に、曲まがり矢やの言うように天使みたいな何かなのだろうか。もしそういうことだとすれば、既すでに曲矢の胎たい内ないで何かが育はぐくまれていることになる。十と月つき十とお日か後、何かが生まれて来ることになる。それは困る。困るというか、絶望的だ！


    「ね子こ……おまえマジで、俺と曲矢に新たな命を授さずけるために現れたのか？」


    　ね子はケータイのディスプレイをこっちに向ける。


    　送信メール作成画面だ。


    『オマエがパパか？』


    　作りかけのメール本文の末尾で、カーソルが点滅している。


    　反射的に「何でタメ口なんだ」って思ったが、それよりも気になることがあった。


    「おまえ、喋しやべれないのか？」


    　ね子はカチカチ、ケータイを操作する。


    『え？　オマエ何でこのワタシに向かってタメ口なの？』


    「俺の台詞せりふだ、それは！　曲がりなりにも俺は、おまえのパパ的存在なんだろ？」


    　ね子は「そっか」と言うような表情を浮かべ、文字を入力して見せた。


    『ワリっ♪』


    「それが謝るやつの態度か！」


    　こいつが天使的な何かだ？
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    　噓うそくせぇ！


    「木き村むら、木村」


    「何だよ曲まがり矢や、うるせーなぁ……」


    　巽たつみと別れることに「成功」した割りに、曲矢は元気だ。


    　空から元気というか、やっぱりあれは演技に違いない。独り遊びプレイは続行中なのか──。


    「私、覚悟はできていますよ？」


    「は？　覚悟だ？」


    　暗い部屋の、小さなベッドの上だった。


    「今はまだ上手に『川の字』を描けない三人ですが、一年後には……ね？」


    　悪お寒かんがした。


    「待て、それはあくまでも作戦であって……」


    「木村の作戦は成功したかどうか、まだわからないじゃないですか。大丈夫、想定内ですから安心してください。エア杏あん子こさんは気の強いところがありますからね。デキちゃったくらいでは納得させられないかも、って思っていました。ならば、産むまでですよ」


    　迷惑！


    「乗りかかった船というか、育はぐくみかけた命というか……何にせよ、矢は放たれました」


    「待て待て待て、放つな放つな、放たないでください」


    「見てくださいよ、木村。ね子こちゃんは、私似ですかね？」


    　まるで母親のように慈じ愛あいに満ちた表情で、曲矢はね子の頭を撫なでている。


    　ね子はケータイ片手に、見向きもせず「触さわるな」みたいに片手で払い除のけているのだが。


    「身が引き締しまる思いですね、責任感に」


    　やばい、まさかの事態だ。


    　デキちゃった、なんていうバカげた噓が、リアルな恐怖感を突きつけて来る。


    「ま、まだ面会時間……終わってないよな？」


    　俺はそそくさと逃げ出した。


    　このままでは、俺は、天使みたいなののパパに担かつぎ上げられる。


    　曲矢の家族に祭り上げられてしまいかねない！


    　俺はただ「杏子」と再会したい、それだけだったのに──。


    



    　　　　　　　◇


    



    　エア杏子は消えたのか。


    　リアル杏子が見えるようになって、俺の悲願は達成されたのか。


    「杏子、コーヒー飲むか？」


    　自販機で買った缶コーヒーを差し出した。


    「ありがとう」


    　そんな返事がしたかと思うと、俺の手の中から缶コーヒーが消える。


    　文字通り「消えた」。


    「カント、どうしたの？」


    「や、別に……」


    　俺は、無人のベッドに向けて愛あい想そ笑わらいを浮かべる。


    　ダメだった。


    　リアル杏あん子こは透明人間のままである。そしてエア杏子は、たぶん完全に消えてなどいないのだ。俺が召しよう喚かんしていないだけ、という状態なのだろう。


    　コーヒーを飲んだって消えない胸のもやもやが、語りかけて来る。


    『当たり前じゃねーか』


    　ガラの悪い口調で、俺が俺を責める。


    『自分の中で決着がついてねーからだ』


    　決着？


    　ドライになって、リアル杏子のためだからエア杏子を消せってか？


    　殺せばいいのかよ？


    　俺が俺に、正論を向ける。


    『だってアレは、ただの妄もう想そうじゃねーか』


    「そうだけど……」


    　ずっと一いつ緒しよにいてくれた、彼女なんだよ。


    　俺は、ぼんやりと透明人間のリアル杏子を見ていた。身につけた服、あるいは手にした缶コーヒーまで、俺にだけ不可視の状態である。俺の網もう膜まくとか脳の勝手な仕し業わざか。缶コーヒーは、リアル杏子に譲じよう渡とした瞬しゆん間かん見えなくなった──あ、サイドボードの上に出現する。


    「カント？　何笑ってるの？」


    　蓋ふたが開いている。


    　リアル杏子自身が開封したのだ。


    「ねぇ、何がおかしいの？」


    「や、別に……」


    　リアル杏子がそこに居る。


    　ささやかな確信だけで、とても幸せな気分になれた。


    「さっきから『別に……』ばかりだね」


    　曲まがり矢やとか天使みたいなのとか、どうだってよく思えて来る。


    「カント、何か話してよ」


    「何か、って何だよ」


    「何だっていいよ。だって十年ぶりなんだよ？　小学校に上がって、卒業して、中学校にだって入学して、卒業してる。高校はどう？　楽しい？」


    　姿が見えなくても、杏あん子こと過ごす時間は「あっ」という間。


    「あっ、カント変なとこ見てる」


    「変なとこ？」


    　ってどこ？


    　俺はただ、何とか自力でリアル杏子の姿を見ようと眼力に集中していただけだ。


    　完かん璧ぺき、透明である。


    「カント、ひとつ聞いていい？」


    　何もない空間から、声が届くのだった。


    「どうしてカントは、あたしと目を合わせようとしないの？」


    「え！」


    　だって、見えないんだよ。


    「き、気恥ずかしいんだよ。だって、だってさ、十年ぶりだぜ？」


    　噓うそをつく、っていうか「ついている」。


    　十年間、エア杏子を作り出し「杏子と一いつ緒しよにいる」って噓を自分自身につき始めた。そうやって現実から目を逸そらしていたせいで、現実の杏子が見えなくなっている。今度は現実の杏子に「見えている」体ていで話し、愛あい想そ笑わらいし、再会できたと噓をついているのだ。


    「それじゃ、また来るよ」


    「今度はもう少し早い時間に来てくれると、嬉うれしいんだけどなぁ」


    　偽いつわりの笑顔で部屋をあとにした。


    　薄うす暗ぐらい廊下で一人、ため息をついたその時──。


    「あ……あれ？」


    　天使みたいなのを発見。


    「って何でそんなとこに？」


    　大だい算さん大付属病院の中庭は広く、中央に藤ふじ棚だながある。


    　遊具としては難易度が高すぎる藤棚の上でね子こは、立ち往おう生じようしていた。


    　俺は、とりあえず急いだ。


    　中二で封印した手すりをお尻しりで滑すべる技を解禁、ダッシュで一階へ。


    「ね子、おまえ何してんだ！」


    　俺の怒鳴り声は、思った以上に響ひびき渡った。


    　面会時間として適当でない午後十時、それも元旦である。中庭にまったく人ひと気けがなくて助かった。ちょっと大声で[image: ]しかりすぎた。ね子は俯うつむいてしまった。カチカチ、ケータイを操作している。ね子この発言はケータイのメール作成画面頼だのみだ。


    『ワタシ何やってるの？』


    「質問してるのは俺だ！」


    　続けざまの怒ど声せいに驚おどろき、ね子はケータイを落とした。


    『病院に入ってすぐパパを見失って、捜してたんだ。そしたら三階にパパの姿が見えてたんだ。とりあえず上らなきゃと思って、藤ふじ棚だなからが最短距きよ離りに見えて……』


    　続きは『焦あせった』に違いない。


    　ね子は藤棚の隙すき間まに足を取られ、にわかにパニックを起こしている。


    「おまえなぁ……ってはぅわ！」


    　リアル杏あん子この部屋の窓が、開いていた。


    　さっきは？


    　閉じてた！


    　いつ訪ねてもしっかりと、分厚いカーテンが閉まっていたのに──。


    　や、時々換気はしてた。


    　だからカーテンが開いてることもあったはずである。や、あれは曲まがり矢やの仕し業わざか。「外に杏子さんがいないかどうか見ようとして」看護師に「カーテンを開けてはダメ！」とこっぴどく[image: ]しかられた、って言っていた。開けることを許されないカーテンが、開いている。


    「まさか……な」


    　まさか、リアル杏子が俺の大声を聞きつけて開けたわけではあるまい。


    　そうだと信じたい。


    「…………」


    　見えない、ってやっぱ辛つらいぜ。


    　リアル杏子は、ね子と戯たわむれてる俺に呆ぼう然ぜんとしてるか。


    　それともそこにはいないのか。


    「ど、どっちだ。どうか後者であって欲し……」


    「カント、何してるの？」


    　透明人間がいた。


    　窓辺にいて、俺と猫耳のやりとりを見ていたのである。


    「や、これはその……」


    「何か言い忘れて、あたしのことを呼んだ？」


    　おや？


    　透明人間の杏子の表情は窺うかがいようもないが──。


    「おまえ、驚かないのか？」


    「ん？　何が？」


    　夜中に藤ふじ棚だなの上でもがいてる猫耳娘がいるのに？


    　あ、そうなの？


    「おまえ、見えないのか？」


    「何が？」


    　リアル杏あん子こは、エアとか見えない普通の女の子だった。


    　ただ透明人間なだけというか、それは俺のせいか。


    「何だよ、そうだったのか……」


    　リアル杏子は、普通の女の子なのだ。


    「そっか、おまえにはエアとか見えないのか」


    「カント？　どうしたの？」


    　どうしたもこうしたもない。


    　すごいことだ。


    「何でもねーよ。また来る。寒いから、おまえは部屋に戻れよ」


    「うん、じゃあね」


    　透明人間でも、現実の彼女ってすごい。


    　厳密に言えば、俺はリアル杏子に「好きだ」の何だのと言っていないから、彼女ではないのだが──好きな子なわけだ。心のまん中に誰かがいる、って気持ち。これってすごいことなんじゃないだろうか。彼女にはエアが見えない、とか。そんな些さ細さいなことを知るだけで嬉うれしくなる。心のまん中にある温かな気持ちが、俺を強くしてくれる気がした。


    「おらぁ、ね子こ」


    　天使みたいなのとか。


    　眉まゆ無なし少女とか、こいつらは所しよ詮せん「その他大勢」の方々に過ぎないのだ。たとえ害を為なそうと近づいて来たところで「他人だから」的な態度で接しちゃえばいいのだ。エア杏子のことだって、同じかもしれない。リアル杏子のことを思えば、エア杏子だって「その他大勢」の一人としてやっつけられる。やっつけるはちょっと違うか。


    「いいヒントだぜ」


    　リアル杏子のことを思っていれば、エア杏子問題は解決できる。


    　時間はかかるかもしれないが、いつかきっと──必ずだ。


    「ね子、落ち着けよ。とりあえず降りて来い」


    　藤棚の高さはおよそ二メートル。


    　梯はし子ごもなしに上る器用さがあれば、飛び降りるくらいわけないと思うのだが──。


    「飛べよ、ほら、受け止めてやるから」


    　ね子は激しく拒絶する。


    　やむなく、俺は鉄柱をよじ登った。


    「あー、もぉ……サスペンダーが絡からまってんじゃねーか」


    　ちゃんと肩にかけていれば、こんなことにはならないはずである。


    「待てよ、まだ解ほどけないから……待てってば。危ないからくっつく、な！」


    　仲良く落下、痛み分けのはずだが──。


    「痛たた……え？　何で俺のせいみたいな目で睨にらんで来るの？」


    　ね子こはケータイを拾って、踵きびすを返した。


    「こら、待てよ」


    　シカトかよ。


    「おまえなぁ……勝手についてきたくせに、一人で帰るのかよ」


    　ね子は返事の代わりに唾つばを吐はき捨てる。


    　やれやれと追いかけ病院をあとにする道すがら、先を進むね子の背を見つめていた。


    「おまえ、本当に命を与える天使みたいな何かなのか？」


    　返事どころか、見向きもしてくれない。


    　寒いのか、袖そでの奥に手を隠し口元に当てている。


    「今日、かなり冷えるらしいぜ？」


    　なのにどうしてついて来たんだか──お？


    　不意に足を止めたね子に、危うくぶつかりそうになった。


    『ワタシはママとパパを探していた』


    「あ、あぁ……それじゃ、やっぱりおまえは天使みたいな何かってことなのか？」


    　質問してる途中から、ね子はケータイに文字を打っていた。


    　これは俺の質問への返事ではなさそうである。


    『おまえはパパか？』


    　返答に困る問いだぜ。


    　ね子はさらに何か文字を打ち、ひょい、ってケータイを投げてよこす。


    『おまえはパパか？


    　ママは何だか寂しそうだし、ワタシには、おまえがパパだとは思えない』


    　曲まがり矢やが寂しそうだ？


    「ね子、騙だまされるなよ。あれは演技、あいつは独り遊びプレイを……あ、おい！」


    　不安そうな顔のままね子はふっ、と姿を消した。


    　同時に、俺の手の中に残されていたエアケータイも消失する。


    「聞けよ、人の話……って寒！」


    　冬の真まっ只ただ中なか、寒くて当然か。


    　今夜の月は何だか赤い。犬の遠とお吠ぼえが聞こえる。何て言うか、不ふ穏おんだ。無論、あの眉まゆ無なし少女のせいである。俺は曲矢の独り遊びプレイ癖ぐせを知っているが、ね子は知らない。


    　ね子こが天使みたいなの、って言い出したのは曲まがり矢やだ。


    　ね子は曲矢の遊びプレイの一環として巻き込まれた被害者──その可能性は極めて高い。


    「あ……」


    　ひょっとして、って考えた。


    　ね子はやっぱり天使みたいなのかも、という可能性。


    「曲矢と俺の間に現れたわけじゃなくて……」


    　俺とリアル杏あん子このために現れた、愛の証あかしなのでは？


    　なんつってな。


    「曲矢じゃあるまいし……」


    「私が何ですか？」


    「うおっ、びっくりしたぁ！」


    　曲矢はピサの広場で、肩を抱いて震ふるえていた。


    「おまえ、何やってんの？」


    「ね子ちゃんを捜してるんですが、見かけませんでしたか？」


    「あぁ、ね子ならさっきまで一いつ緒しよだった」


    　きっとピサに戻ったはずだ、と伝える。


    「そうですか」


    　何か、言いたげである。


    「何だよ。じろじろ見んなよ」


    「いえ、何をにやにやしてたのかと思って……いいことでもありました？」


    「別に……」


    　それにしても見れば見るほど不ふ穏おんを思わせる、赤い月だ。


    「曲矢……」


    「何ですか？」


    「や、巽たつみは……消えちゃったのか？　もう二度と、会えないのか？」


    「かもしれませんね」


    　曲矢も夜空を見上げる。


    　俺たちは、ほぼ同時に呟つぶやいた。


    「何かが起こりそうな感じの、不穏な夜だぜ」


    「何かが起こっちゃいそうな夜ですね♪」


    　やっぱりそうだ。


    　何かしでかすとしたら、絶対にこいつだ。


    「木き村むら？　何ですか？」


    　こいつへのマークも、外したくはないのだが──。
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    　原点に戻ってみよう、と俺は考えた。


    「速攻だ、走れ！」


    　体育館に響ひびき渡る懐なつかしい声。


    　そして音。


    「ちぇっ、マジか……」


    　正月くらい休めばいいのに。


    　上じよう下げ坂ざか高校バスケ部の面々の動きは、昨日の元旦も返上し練習してたっぽい。


    『自分で「さよなら」って言いなさいよ』


    　耳に残っているエア杏あん子この言葉の意味を、吟ぎん味みしようと思ったのに。


    　汗をかきたい気分だったのに──。


    『カント、お正月から練習するの？』


    　耳慣れたボールが弾む音のせいで、余計なことを思い出した。


    『初はつ詣もうで、一いつ緒しよに行くって約束したじゃん！』


    『バカおまえ、試合が近いんだよ』


    『でもカント補欠じゃん』


    『う、うるせーな！』


    　あれは、何年前の正月だったか──ってダメだ。


    　もうエア杏子は召しよう喚かんしない、エア杏子のことは考えない、って決めたんだ。


    『二度と召喚しなければ、そのうち消えるんじゃないの？』


    　きっと、エア杏子の言った通りだ。


    　ゆっくりと時間をかければ──「杏子」に会いたくなったその時は、エア杏子を召喚したりせずに、リアル杏子に会いに行けば──そういうリハビリ的な生活を送っていればいずれ、エア杏子は消えるはずだ。


    　そして、リアル杏子が見えるようになるはずだ。


    「この分だとバスケ部の連中、午後もぶっ通しで練習する気だな……」


    「あ、木き村むらくんだ。何しに学校へ？　そよ子こは……」


    　面倒なやつに見つかった。


    「補習だろ」


    　小お沢ざわはその場にくずおれる。


    「そよ子のお正月だけ、人より短い気がする」


    「安心しろ、気のせいじゃねーから」


    「むぐぐ……」


    　小お沢ざわは下した唇くちびるを嚙かんで涙を堪こらえる。


    　子供かよ、って感じですぐ素の表情に戻って、体育館を覗のぞき込んだ。


    「そういえば木き村むらくんは、バスケ部だったよね」


    「あぁ……」


    　バスケ部はエースの長は谷せ部べさんを筆頭に、青春って感じだ。


    「ちぇっ……」


    　左ひだり膝ひざがむずむずする。


    　あの輪に入って汗を流せば、エア杏あん子このことなど考えないだろうが──。


    「俺の膝じゃ、あんなムリはできねーなぁ……」


    「ところで木村くん、曲まがり矢やの様子はどう？」


    　相変わらず小沢は、曲矢と巽たつみをめぐってフラグバトル中らしい。


    　こと細かに曲矢の様子を質問して来た。「別れそうだ」と教えると喜色満面になって「もうすぐかなぁ？」「このまま自然消滅しそう？」ってしつこいったらなかった。


    「帰るか……」


    　ここにいても、バスケ部の連中が眩まぶしく見えるだけである。


    　あとは、補習マニアの幽霊ゴースト使いに絡からまれるだけだ。


    「あ、待ってよ。まだ訊ききたいことがあるのに、待ってったらぁ！」


    　待つわけにはいかなかった。


    　校庭の池のほとりに、まさかの人物を見つけたのである。


    「ね子こ、ついて来るな、って言ってんだろうが！」


    　つーか。


    「おまえ何してんだよ。池の鯉こいを捕る気か？」


    　またシカトかよ。


    　近寄って後頭部を叩たたいたら、びくっ、となってようやくこっちに気づいた。


    「どんだけ集中して鯉を狙ねらってんだ、おまえは」


    『鯉じゃないよ、蛙かえるだ！』


    　うっかり冬眠から醒さめたのか、池のほとりに蛙が一匹。


    「何だ、蛙か……って蛙ならなおさら狙うな。こいつは春まで二度寝させてやれ」


    「待ってよぉ、木村くーん！」


    　面倒くさいのに追いつかれた。


    　小沢は短い手足をばたばた振り回しながら、ひーひー言っている。


    『あ』


    　ね子がケータイに一文字だけ打った。


    「何だよ、『あ』って……ね子こ、おまえ小お沢ざわと知り合いか？」


    　ね子はエアなので小沢には見えないはずだが、いったいどういうことなのか。


    「あ、こないだの子だ」


    『その節はお世話になりました』


    　知り合いっぽい。


    「小沢、どういうことだ。エアが見えるのか？」


    「え……えっと……それは……ほら……その……あの……えっと……」


    　言いよどんでいるのか。


    　それとも息を切らせているだけなのか、しきりに手をぐるぐる回すジェスチャーの意味がわからない。小沢が息を整えている間に「幽霊ゴースト使いは桃のエキスでこの世の不思議が何でも見える」的なことを思い出した。


    「小沢、桃のおかげでこいつが見えてんのか？」


    「そ、そうだよ。この世のあらゆる不可視のモノは、吉きつ方ぽうで一晩清めた水に、桃の汁を混ぜた物をまぶたの上に塗ぬれば見えるんだ」


    「幽霊ゴースト使いのおまえが、エア天使のね子にどんなお世話したんだ？」


    「エア天使？」


    「や、それが、その……」


    　ね子は愛し合う男女のもとに現れる天使みたいな何かだ。


    　新しい命を授さずけるらしい、と説明する。


    「何そのぼんやりした設定」


    「俺に言うなよ」


    　曲まがり矢やによる妄想設定だ。


    「だけど、そっか……この子のおかげで曲矢は巽たつみと別れかけてるんだね」


    「あぁ、そうだ。巽は、こいつが俺と曲矢の子だと信じて姿を消した」


    　小沢は「むふふ」と満足げだ。


    「迷ってるこの子を導いて正解だったかも……」


    「導いた？」


    「大おお晦日みそかの夜、ふらふらさ迷ってるこの子を見つけたんだ」


    　確かに、曲矢がね子を見つけたのは大晦日だった。


    　ね子はケータイに文字を打ち込む。


    『パパとママを捜していると話したら、曲矢を捜してくれた』


    　怪しい。


    「小沢、おまえ最初から何か企たくらんで……」


    「この子に曲矢サンノのことを教えたのは、確かにそよ子こだよ。だけどそれは、知りあいのエアリアルが他にいないから。ケーサツに届けてもよかったけど、ケーサツにこの子は見えないでしょ。まさか曲まがり矢やがそんな風に解釈してくれるなんて、嬉うれしい誤算だけどね」


    「何か必死じゃね？」


    「なっ……てゆーか、むしろ感謝して欲しいくらいだよ？」


    　小お沢ざわは腰に手を当てて胸を張る。


    「さっき木き村むらくん、言ってたじゃん。曲矢サンノは自分から『私もその時かも』って宣言して、巽たつみと別れようとしてるんでしょ？」


    「あぁ、まぁな」


    　遊びプレイっぽいけどな。


    「ね子こちゃんはきっかけに過ぎないんだよ。曲矢は悩んでた。そこへ現れたね子ちゃんのことを、天使みたいな何か、って解釈したのは何て言うか……タイミング？」


    「そうかもな」


    　エア的な存在であるね子に現実の蛙かえるは捕まえられないのに、夢中もいいとこだ。


    　これが天使とは、ちゃんちゃらおかしい話である。


    「まぁ、そよ子こだって『騒そう動どうになればいいな』ってちょっと思ってたけどね」


    「思ってたんじゃねーか」


    「結果オーライだよ。曲矢にとっては、いいきっかけになった。ね子ちゃんにとっては、捜していたママに会えた。そしてそよ子は巽幸ゆき雄おを手に……あ……じゃあ、木村くんは曲矢と結婚しないとね」


    「はぁぁぁぁぁ？」


    　何でそうなるの？


    　そうなっては困るが、そういえば曲矢も、ね子の設定に対して前向きである。


    　前向きな態度で俺に迫って来ていた。


    「曲矢は俺に、ね子のパパ的な存在になれ、みたいに言ってたな。俺はリアル杏あん子このこと見えなくなってて、エア杏子に消えてもらわなくちゃならない状態なわけだ。エア杏子に納得して消えてもらうための作戦として、パパになれって……」


    　冗談じゃない。


    　結婚なんてありえない、相手が曲矢なんて願い下げだ！


    「そこまで行くとリアル杏子を視認する、って当初の問題からの脱線がすぎるし」


    　やっぱり地道な作戦しかないのだろうか。


    「木村くん、どこ行くの？」


    「リアル杏子の見舞いだ」


    　リアル杏子との時間を重ねる。


    　エア杏子と過ごした十年という月日よりも、もっと長く──。


    　その内きっと、エア杏あん子こは消えるはずだ。


    　つーか。


    「ね子こ、行くぞ！」


    　ね子はまだ、池の蛙かえるを狙ねらっていた。
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    「カント、結婚するの？」


    　待ち構えていたまさかの一言に、俺は絶句した。


    「な………？」


    　無人のベッドに訊たずね返してみる。


    　目に見えるのと同じに、ベッドが無人であることを願ってしまった。


    「曲まがり矢やさんから聞いたんだよ、さっき」


    「よりにもよってあいつから！」


    　屈くつ託たくのないリアル杏子の声だが、責めるような雰ふん囲い気きがあるのは気のせいか。


    　俺は怒いかりに震ふるえ、部屋を飛び出した。


    　曲矢のやつ、いったいどこだ。


    　まだ遠くへは行ってないはずだ。


    　外科か？


    　内科か？


    　病院のどこへ隠れてる。


    「あれ？　さっきすれ違ったか!?」


    　小児科の辺りで曲矢らしき人物とすれ違ったことに気づいたのは、眼科の前でだった。


    　ダッシュで戻る。


    「曲矢、テメぇ……」


    「木村……けほっ……どうしたんですか？」


    　曲矢はガラにもなく口にマスク、額に冷○ピタの類似品をしていた。


    　だから俺は一瞬気づかなかったのだ。


    「おまえ、リアル杏子に『俺と結婚する』って言ったのか！」


    「何ですか木村、藪やぶから棒ですか？」


    「おまえなぁ、何してくれてんだよ」


    「何って、あ……」


    　ふらふらだ。


    　ふら、ってしなだれかかって来て、潤うるんだ上目遣いで言った。


    「すみません、私。世間はお正月だって言うのに、インフルエンザが流行しているというニュースを見ていたんです、それも独りぼっちで。自じ業ごう自じ得とくですけどね。心身ともに冷え切っていたところでしたから、うっかりと流行に……あはは……踏ふんだり蹴けったりですね」


    　誰に向けて強がってるのか知らないが──。


    「それとこれとどう関係あるんだよ、俺の結婚が！」


    「まぁまぁ、落ち着いてくださいよ」


    　体調が悪いにしては、しっかりとした口調である。


    「私だって、ね子こちゃんから結婚の話を聞いた時は驚おどろきました」


    「ね子が言ったのか？」


    「ね子ちゃんは、天使みたいな子ですからね。『パパとママには結婚して欲しい』って頼たのまれちゃいましたよ。考えてみれば、ね子ちゃんがそう言うのは当然ですよね。ね子ちゃんは新たな命を授さずけるために……けほっ、けっほ、う……」


    「おまえ……」


    　仮病じゃね？


    　おそらく遊びプレイの一環だ。巽たつみと別れたばかりか、風か邪ぜまでひいてしまった。泣きっ面つらに蜂はち状態──これだけでも充分だ。


    　今、巽が現れたならばさぞ感動的だろう。だが巽は現れない。まだ引っ張るつもりなのか。曲まがり矢やは巽と会えない空むなしさを、遠い目で表現する。


    「あーぁ、巽は今頃どこで何を……」


    「もういいよ、わかったから」


    「結婚の話ですか？」


    「おまえの独り遊びプレイの話だ、勝手にやってろ。そして、結婚はノーだ！」


    「まぁまぁ、結論を急がずに考えてもみてください」


    「何をどう考えれば、おまえとの結婚に対して前向きになれるの？」


    「じゃあ、どっちがいいですか？」


    　曲矢は、俺の質問に質問で応じた。


    「パパになってエア杏あん子こさんに納得してもらうのと、結婚だけで納得してもらえるの」


    「おまえとの結婚だけで……」


    　エア杏子は俺を諦あきらめ（呆あきれ？）、消えるかもしれない。


    　パパになどならずとも、俺は曲矢と結婚するだけでいいのだ。一いつ瞬しゆん、光が射さしたような気がした。パパだなんて、気の遠くなる話である。回かい避ひできるなら是ぜ非ひ、回避したい。曲矢と結婚すれば、パパになることを回避できる。「助かった」って一瞬だけ思ったんだ。


    「や、結婚だけでも代だい償しようがでかすぎる！　いやだ、いやすぎる！」


    「ちょっと、それひどくないですか？」


    　マスクで表情は読めないが「親切少女」顔で唇くちびるでも尖とがらせているのだろう。


    　確かに、ちょっと言い過ぎた。


    「曲まがり矢やだって、そうだよな、結婚なんて困るよな？」


    「いいえ、結婚は平気ですが……」


    「平気なのかよ……」


    「結婚は平気ですが、さすがに子供というのは……ちょっと、まだ」


    　俺としては結婚もナシだ。


    　ね子こと話してみた方がよさそうである。こっちの都合で（主に曲矢の妄もう想そうで！）天使みたいなのとして祭り上げたが、ね子の正体はそんなものじゃないだろう。万が一、曲矢の空想通りの存在だったとしてもだ。俺と曲矢の間に、何か生まれるはずもないのである。


    　誤解を解かなければ──。


    　何よりもリアル杏あん子この誤解も解くために、結婚は回かい避ひしなければならない。


    　でなければ──。


    「リアル杏子に顔向けできねーじゃねーか……」


    　まぁ、透明人間の杏子の顔は見えないのだが。
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    「曲矢、そんなに飲み物が必要か？」


    　ピサへの帰り道、曲矢はコンビニで大量に買い物をした。


    「病中は、多くの時間をたった一人で過ごさなければならないんですよ？　ちょっとよくなったと思っても、他ひ人とにうつすわけにはいきませんからね。とはいえ、部屋でテレビを観みているのにも限界があります。風か邪ぜは辛つらいだけではなく、寂しいものなんですよ。だから療りよう養よう時じには、万全の対策が求められるわけですね。食べ物に飲み物はもちろん、ゲームに漫画、雑誌も必要……風邪の時って何だか、遠足の時に似てますよね♪」


    「おまえ絶対、仮病だろ」


    　ピサ近くのコンビニは、昼食時ということもあって混雑していた。


    「あ？　何だ？」


    　何か、店員が「え？」っていう顔で俺たちをがん見している。


    「あ…………」


    　曲矢がカウンターに置いた籠かごの中身に、俺は絶句した。


    　結婚情報誌！


    「おまえ、気は確かか？」


    「念のためですよ、念のため」


    「何の念？　なぁ、何の念？　聞けよ、買うのかよ！」


    　どこまで本気なのか。


    　ピサに戻って部屋に閉じこもった曲まがり矢やの「ふんふん♪」という鼻歌が止まらない。


    「曲矢、風か邪ぜひいてるなら寝れば？」


    　扉越しに注意しても、止まらない鼻歌。


    　君子危うきに近寄らずだ。


    「知らねーぞ、俺は……」


    　俺は、ね子こを捜さなきゃならない。


    　ね子と、そしてリアル杏あん子この誤解を解かねば──。


    「いねーなぁ……」


    　ね子といえば、正まさ義よしくんの部屋のこたつに入ってテレビを観みてるか。


    　俺の部屋のベッドで勝手に寝てるか、たいていはそんなものなのに、どこにも見あたらない。エアだから一般の方に迷惑をかけることはないだろうが、エアリアルの召しよう喚かんを必要としない特殊なエアだから、確信はない。俺のエアじゃないが、管理したいところだ。


    「って保護者かよ、俺は……」


    　どこかに居るはずだが、まさか。


    　ピサの敷しき地ち外まで遊びに行って、よもや交通事故になど遭あっていまいか。さっきも捜したが、自分の部屋へ。居るはずのないクローゼットの中まで見たが、もちろんいない。そうだ、窓の外。一度、ここでぼーっとしてたことがあるが──いないか。


    　ベッドは、さっきも捜した。


    　さっきも捜したからなおざりに、毛布ごと布ふ団とんを「おらぁ！」ってめくってみる。


    「うわっ！」


    　居た、最深部で丸くなっていた。


    「居たのか、悪ぃ……」


    『なんのよう？』


    　漢字の変換すら面倒、という態度である。


    「や、実はその……」


    　かなり大事な話なのだが、ね子に起きる気はなさそうだ。


    「俺の結婚のことで、話があるんだ」


    『三十分待ってくれー』


    「三十分？」


    　うつぶせのまま、ケータイに文字を打つ。


    『三十分したら、仰向けになるよう努力してみる』


    「おまえ、とことん俺のこと舐なめてんな」


    　何か、裏切られた気分だ。


    　こっちは色々と心配までしたのに──と、青空が目に入った。


    　俺の部屋は六階だから、かなり眺めがいい。


    　季節は冬、辺りは寂さびれた廃ビル街。だけど空はよく晴れている。青い空を見ていたら、窓を開けたくなった。風は冷たいが、日差しは暖かい。ピサの広場では、今日も暇ひまな連中がフットサルをしている。悩みなどないのだろうか、羨うらやましい。


    「…………」


    　リアル杏あん子こもこの空を見ているのだろうか、なんてことを考えた。


    　見てないか。


    　何かあの部屋、いつもカーテンを締しめ切ってある。


    　何でだろうか。


    『あの女のことを考えてるの？』


    　目の前に突き出されたね子このケータイ。


    　無視していると新たな文字を入力し、また見せて来た。


    『病院にいるあの女、パパの浮気相手か？』


    　浮気なんてとんでもない。


    　本命だ。


    「おまえに言ってもしょーがないか……って、そうだ。おまえに言わなきゃ」


    　俺がね子のパパで、だから結婚しなきゃならない？


    　そんなのお断りだ。


    　何でこんなことになったのか。


    　もとを正せば、見えないリアル杏子を見るためだった。


    　そのために曲まがり矢やが考案した「天使」作戦。


    　もとを正せば、か。


    　そもそもリアル杏子が見えないのは──。


    　エア杏子を作り出して一いつ緒しよにいるつもりでいた、俺自身のせいだ。


    「俺は、ダメなやつだよなぁ」


    　ホント、救いようがない。


    「まぁ、ダメなやつなりの告白というかさ。ね子に頼たのみがある。俺と曲矢の結婚のことだ。大きな誤解なんだ。誤解だから、おまえの口からリアル杏子にも説明を……」


    　ってダメだ。


    　リアル杏子には、エアは見えないんだった──ん？


    『あの女よりはマシじゃないか？』


    　何だろうか、この文章。


    「あの女、ってリアル杏あん子このことか？」


    　ね子こは頷うなずく。


    『あの女は、パパよりダメだろう』


    「なんでそんなこと言うんだ。悪いのは俺だ。リアル杏子はぜんぜん悪くない」


    『悪いと思うけど？』


    「ね子がリアル杏子の何を知ってるんだよ」


    　ベッドの上でね子は「？」顔だ。


    　また文字を打った。


    『ちょっと見ただけだけど、一目瞭りよう然ぜん』


    「見ただけで何がわかるんだ」


    『まぁ、普通の人間の目にはわからないかもしれないね。そもそもパパにはあの女の姿もまったく見えていないようだ。だけどワタシにはわかる。だてに十五年も生きていない』


    　また、何をわけのわからないことを。


    「たった十五年の人生のどこに胸を張ってるんだか……」


    『たった？』


    「ちなみに俺、年上だぞ」


    　俺は十六歳だ。


    『年上だと威張りたいなら威張ればいいが、今のパパには何も見えていなくて……』


    　ね子は言いよどむ、っていうか書きよどむ。


    「何だよ、言えよ」


    　促すとね子は、二度の書き直しを経てケータイに文章を打った。


    『あの女、長生きはできない』


    「な……バカ言え。杏子は、十年の眠りから覚めたばかりだ。俺が起こしてまだ何日も経たってないんだ。これからだよ、これからなんだ。これから遠いとこも近いとこもたくさん行って、色んな物を見て、たくさんの人に会って、大勢の友達も作って……」


    　ね子は困った顔で聞いていた。


    　そして困った顔のまま、申し訳なさそうにケータイをよこす。


    『十年も眠っていた人間が、リハビリもせずになぜ歩ける？』


    　筋肉の減退や、硬直とか？


    　俺には想像もできない様々な困難があるはずだ、十年も眠っていたならば。


    「言われてみれば、確かに……」


    　リアル杏子はなぜ、歩けるのだろうか。


    「そういえば、おかしな点は他にも……」


    　十年前に眠ったきりなのならば、言葉遣いは？


    　知識は？


    　精神年齢は？


    「何でまったく違和感がないんだ？」


    　まるで同級生と話してるみたいだった。


    　それは、おかしい。


    　十年ぶりに目覚めたばかりならば、幼いままのはずなのに──。


    「ね子こ、リアル杏あん子こはどんな姿をしてるんだ？」


    　ね子はケータイに文字を打ったが、消してしまった。


    　別の文字を打ち、見せてくれる。


    『自分の目で確かめられないの？』


    「それができれば、こんな苦労は……くそ、どういうことだ！」


    　俺は部屋を飛び出した。


    「杏子……」


    　姿が見えなかっただけじゃない。


    　大事なこと、大切なもの──俺には何も見えていなかったんだ。
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    　まだ日は沈んでいないのに、その部屋は真っ暗だ。


    　分厚いカーテンは、固く閉ざされている。


    「杏子、いるか？」


    　いつ来てもこうだった。


    　昼間でも固く閉ざされたカーテン、そして無人にしか見えないベッド。


    「いないのか？」


    　ここに『再会』などない。


    「いないのかよ……なぁ？」


    　俺はまだ再会などできていない、と思い知らされた。


    「あら、どうしたの？」


    　廊下のベンチで呆ほうけていた俺を、曲まがり矢やを[image: ]しかったベテラン看護師が見つけてくれる。


    「杏子ちゃんのお友達よね？」


    「あぁ……あいつ眠ってるのか、話しかけても返事してくれないんだ」


    「一いつ緒しよに、部屋へ行ってみましょうか」


    　他人の目を借りなければ、どういう状態なのかもわからないとは。


    「あら、いないみたいね」


    「いないの？」


    　何だか無む性しように苛いら立だった。


    「つーか、このカーテンは何なんだよ」


    　ほかの病室のものとは違って、分厚い生き地じだ。


    　せっかく晴れてるのに、こんなに締しめ切っていては暖かな日差しが届かない。


    「何でいつも締め切ってあるんだよ、ったく……」


    「開けてはダメ！」


    　突然の強い口調は、理り不ふ尽じんじゃないか？


    　理不尽だ。俺だけがリアル杏あん子この姿を見えないこともそうだ。俺だけが知らない分厚いカーテンの理由って、何なんだ。誰かが裏で糸を引いていて、俺と「杏子」の再会を邪じや魔ましているような気すらした。看護師の忠告を無視し、カーテンを開けようとする。


    　二枚の布は、安全ピンで固定されていた。


    「何なんだよ」


    　突発的に、カーっとなった。


    「何で開かねーんだっ」


    「こら、何してるの！」


    「うるせーな、放っとけよ！」


    「締め切ってないとダメなの、手を放しなさい！」


    　看護師さん？　腕力すごくね？


    　俺が弱いだけなのか、怒いかりごと抑えつけられた感じである。


    「あらあら、破れちゃったじゃないの」


    　ムリに開けようとしたせいで、半分くらいレールから外れている。


    　だらしなくぶら下がるカーテンの隙すき間まから、オレンジ色の光が差し込んで来た。


    　太陽の光が──。


    「なぁ、看護師さん……」


    　太陽の光が、俺の頭の中にあった考えを照らしだそうとする。


    　上手く言葉にできるか不安だ。


    「看護師さん……杏子は、太陽の光を浴びちゃいけない病気なのか？」


    　聞きかじっただけの症状について訊たずねてみる。


    「太陽の光を浴びたら、死んじまうのか？」


    「あなたが想像してる病気なら、室内の蛍光灯といった光源にも、紫外線をカットするカバーがかけてあるはずよ」


    　蛍光灯は一見、廊下のそれと変わらない。


    「じゃあ、何だってんだよ」


    「あなたは、杏あん子こちゃんがあまり太陽の下に出ないように気をつけるべきよ」


    「病名は、何なんだよ！」


    　看護師が「これ」と特定して説明しない理由は、幾いくつか思い当たる。


    　説明が容易ではないとか、患者のプライバシーの問題とか。


    「あなた、本人にもそんな態度で『今すぐおまえの病名を言え！』と迫るの？」


    　看護師は親切だった。


    「あなたは、あなたが思いつく限りの知識と気持ちで杏子ちゃんと接しなさい。そしてちゃんと時間をかけて話して、いつか本人から聞きなさい。それが一番いい」


    　いつか。


    　それは、近い未来じゃないだろう。


    　何しろ俺とリアル杏子の間には、十年ものブランクがあるのだ。それも、俺自身が現実を避さけていたせいで開いたブランクだ。だから俺がまずすべきことは、そのブランクを埋うめることだ。そしていつか、杏子が自分のことを話してくれるまで待つべきだ。


    　むしろ今俺が知るべき資格なんて、どこにも、これっぽっちもありはしない。


    　それはわかったけど、ひとつだけ教えて欲しかった。


    「杏子は十年も、こんな部屋にいたのか？」


    　それとも少しくらいは、病院ではなく家で暮らしたりしてたこともあるのか？


    　看護師は穏おだやかな微ほほ笑えみを浮かべる。


    「十年もずっと？　まさか、定期的に検査入院しているだけよ」


    「けど俺、数か月前にも一度ここへ……その時も杏子はこの部屋に……」


    　居たんだ、会えなかったけど。


    「あなたは運がいいのかしらね。その時も検査入院中だったのよ」


    「運……？」


    　俺は、何やってんだろう。


    　何をやってたんだろう。


    　何で俺は、杏子が『十年間、眠ってる』って思い込んでたんだ？


    　そう思い込んだ瞬しゆん間かんのことを、もう一度考えてみる。


    　あれは、映画『エア彼女』オーディションの時だ。


    　場所はこの七○八号室前、すぐそこの廊下。俺には戦っていた相手がいた。そいつが俺に杏子の現実を突きつけた。手て強ごわいというか、面倒なやつだった。名前は灰鷹スパルビエロ、金髪の女子中学生──って、あいつの人となりは関係ないか。肝心なのは、そいつが俺に突きつけた現実だ。


    『幼なじみはベッドの上で意識が戻らないっていうのに、キミはエアなんて作り出して一いつ緒しよにいるつもりでいた。現実から目を逸そらして、エアに優しくされて、自分で自分に都合のいい言い訳を……はは……エア彼女の口から言わせていた』


    　この発言が大きな誤解を招いたのでは？


    　あの時、実際のリアル杏あん子こは、ただ単に検査入院していただけだった。


    　それをあいつは、


    『まったく……まったくひどい話だよね』


    　と噓うそを言った。


    　まったくひどい話にしようとした、なぜだ？


    　なぜならあの時、俺たちは敵同士だったからだ。あいつは俺を蹴け落おとすために、口からでまかせを言って俺の「杏子に関する脳内設定」に干渉したのである。だから俺は、ひどい勘かん違ちがいに至ったんだ。「杏子が眠り続けている」という設定は、灰鷹スパルビエロのせいだ。


    　だとすればまず、灰鷹スパルビエロの発言を忘れなければ──。


    　そうしないと真実には辿たどり着けない。


    「あの幼い日、小こ境さかい橋ばしで……」


    　実際に何があったのか、それを知っているのは灰鷹スパルビエロじゃない。


    　あいつは関係ない。


    　俺と、リアル杏子しか知らないのだ。


    「リアル杏子に聞かなきゃ、話さなきゃ……」


    「あなたは、杏子ちゃん想おもいなのね」


    　看護師の視線は真まっ直すぐだ。


    　俺に向けられているのではなくて、背後──向かいの棟、その屋上、沈みかけの太陽がある。茜あかね色いろの光の中に、人影があった。人影が見えた、そんな気がしたのである。


    「看護師さん、杏子は向かいの屋上にいるのか？」


    「体調と、それと日差しとの関係……担当医と相談してね。許可が出た時だけあーして、屋上に上がってる。もちろん身体からだに悪あく影えい響きようが出ないように、紫外線対策のクリームとか、日によっては防護を目的とした特殊な服を身につけてね」


    　看護師は小さく手を挙げた。


    「こっちに向かって、手を振ってるよ？」


    「俺には、見えねーよ」


    　どれだけ見ようと目を凝こらしても、何も見えないんだ。


    「俺、行くよ」


    　ちゃんと話したいんだ。


    　看護師は、ハンカチを差し出してくる。


    「いらねーよ」


    　そう言ったが、ムリやり握らされた。


    「ちゃんと涙は拭ふいて、顔をしっかり洗って行くのよ」


    　どうも俺は、ひどい顔をしていたらしい。
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    　屋上に吹く風は、冷たかった。


    「杏あん子こ、どこだ？」


    　冷たいだけじゃなく、強く吹き荒すさんでいる。


    　俺の叫び声はリアル杏子に届いているかもしれないが、返事は聞こえなかった。


    「杏子、あのな……」


    　本当のことを言わなきゃならない。


    　見えない、ってことちゃんと伝えないとダメだ。


    「あのな、俺……おまえに言わなきゃならないことがあるんだ！」


    　噓うそをついていた。


    「俺、おまえのこと見えてないんだ！」


    　目を合わせなかったのは、気恥ずかしかったからじゃない。


    「俺、十年もおまえのこと見舞わなかっただろ。おまえ、寂しかったか？　俺は、ぜんぜん寂しくなかったんだ。ひでー話だよ。俺は、架空のエア杏子を作り上げてた。幻想にどっぷり浸つかってた。いつもエア杏子が傍そばにいてくれて、だから、寂しくなかったんだ」


    　その代だい償しようは、とてつもなく大きかった。


    「幻想に溺おぼれてたせいで、現実が見えなくなってんだってさ」


    　本末転倒、っていうのはこのことである。


    「おまえがどんな姿をしてるのか、どんな十六歳になってるのか……見えてないんだ」


    　俺が知っている「杏子」は、幼い杏子だけだ。


    　それから先は、俺が生み出した幻想のエア杏子である。


    「現実のおまえの姿は、俺の幻想の……エア杏子とは違うんだよな？」


    　エア杏子はがさつというか、超のつく乱暴者だ。


    　狼ろう藉ぜき者ものと言った方がよいかもしれない。


    「現実のおまえは……」


    　本当に、どんな姿をしているのか。


    　どんな表情で聞いているのか。


    「おまえ、怒おこってるよな？」


    　俺の幻想のエア杏子みたいに、怒ってるだろうか。


    　竹刀しないを担かつぎ「あんたねぇ」って爪つめが刺さるくらいの指さし攻こう撃げき。あれくらい怒ってくれていい。俺の理想の杏子は、そういう存在だ。狼藉者なんだ。年頃の女の子としてはあまりにもがさつな、それくらいのバイタリティを持ってる存在なんだ。


    「おまえだって元気だけが取とり柄えだろ……なぁ、そうだろ？」


    「そっか、バレちゃったか」


    　声は、すぐ後ろから聞こえた。


    「上う手まく演じてるつもりだったんだけどなぁ、病気のことバレちゃったんだね」


    　背後の存在感は、確かだ。


    　リアル杏あん子この背は俺と同じか、ちょっと低いか──高いかもしれない。


    　リアル杏子は俺に、病名や症状を手短に説明してくれたが、正直、まったく理解できなかった。実際、特殊な病気らしい。それくらいしかわからなかった。聞いたこともないような病名、自分のことのように感じることなどできるはずのない症状──話を聞いている間、俺は、小学生の頃『踵しよう骨こつ骨こつ端たん炎えん』と診断されたことを思い出していた。踵かかとが痛くて、走れなくなり、病院へ行ったのだが「成長過程にある踵の軟骨部分が炎症を起こしている」と診断された。その日からしばらく、クラスで俺のあだ名は「踵骨」とか「骨端炎」になった。言葉の響ひびきがツボったのか「面白い」と笑われて、困った。


    　俺は「痛かった」んだ。


    　それは子供の頃のどーでもいいエピソードだけど──。


    　高校生の俺は、杏子の現実にちゃんと向き合えるだろうか？


    「…………」


    　かける言葉は見つからなかった。


    「あたし、びっくりしたんだよ？」


    「俺が、おまえを驚おどろかせるようなことをしたかよ」


    「カントが初めてあたしの部屋に来た、先月のあの寒い日……」


    「おまえ、部屋にはいなかったよ」


    「いたでしょ？」


    「えっと、どうだったか……」


    「あたしはすぐにカントだ、ってわかったよ。だってぜんぜん変わってなかった。それにカントは、丁てい寧ねいに説明してくれたしね」


    「説明？」


    「何か、独り言？」


    　リアル杏子は、エアとか見えない普通の女の子だ。


    　俺がバグったあの日。「杏子と再会できる」って思ってたのに、また空振りだった時。俺は無意識にエア杏子を召しよう喚かんし「再会失敗」を回かい避ひしようとした。あの場に、リアル杏子もいたのだ。不可視のリアル杏子。リアル杏子が十年間眠ったままだと思ってた俺は、曲まがり矢やに促され、恐る恐る声をかけた。


    　するとリアル杏あん子こは、ずいぶんあっさり「おはよ」と返事している。


    　当たり前か。


    　リアル杏子は実際、眠ってなどいなかったのだ。


    「俺は『おまえが眠ってる』って勘かん違ちがいしてたんだ」


    「あたしのこと見えてないみたいだと思ってたけど、やっぱりそうだったんだね」


    　姿が見えていないから、勘違いしたまま再会してしまったのである。


    「俺、何て言ってた？」


    　杏子はくすくす笑っている。


    「カントは、『十年前にあたしを眠らせたのは俺だ』みたいなことを言ってた。あたし、十年間ずっと眠ってることになってたの？　ってびっくりしたけど、ちょっと嬉うれしかった。あたしのこと起こしに来てくれたなら、なんだっけ『眠り姫』？　『茨いばら姫ひめ』だっけ、あの童話みたいじゃない？」


    「そんな、メルヘンな話でもなかったわけか」


    「うん、だけど……嬉しかったから、カントにちょっとだけ合わせて眠ってたふりをした」


    　笑えない場面が脳裏に浮かぶ。


    　エア杏子に話しかける俺（リアル杏子的には独り言を呟つぶやく俺）。


    『十年前に杏子を眠らせたのは、俺なんだ』


    『俺が起こしてやらなきゃなんねーんだよ！』


    　ベッドの上で眠りになど落ちていなかったリアル杏子の反応は？


    　声を出さないように口を押さえ、笑ってた？


    「台無しだな、十年ぶりの再会が」


    「感動したよ」


    「どーだか……」


    「ちょっと笑いそうだったけどね」


    「やっぱ、そうだよな」


    「カントは、どうしてあたしが『眠り続けてる』って思ったの？」


    　杏子は『醒さめない眠りに落ちた』『俺が起こさなきゃ』と思い込んでいた原因──。


    　それは何も灰鷹スパルビエロのせいばかりじゃなくて、複雑だ。


    「ねぇカント、どうして？」


    「親が……や、親も俺に何て言ったのか、記き憶おくは定かじゃないんだ。だけど幼い俺は、そう思い込んだ。つーか、そんな風にしか捉とらえられなかったんだと思う。だって物心ついた頃からずっと一いつ緒しよにいたのに、突然『会えなくなった』から。杏子は覚めない眠りに落ちた。そう解釈して、その解釈も心の深い部分に沈めて……忘れてたんだけどな」


    　幼い俺は、現実を受け入れられなかったのだ。


    　杏あん子この病気のこと、杏子に会えなくなった事実──それらから目を逸そらした結果が「杏子は覚めない眠りに落ちた」だ。「俺が起こさなきゃ」というのは「いい加減、杏子の身に起こった現実を受け入れなきゃ」という潜せん在ざい的てきな焦あせりだったに違いない。


    　そしてトドメが、灰鷹スパルビエロの発言。


    『幼なじみはベッドの上で眠り続けているって言うのに──』


    　あの瞬しゆん間かん、俺の中でリアル杏子は「十年前から眠り続けている」ということになった。


    　そう設定されるカタチで、思い出してしまった。


    　勘かん違ちがいも甚はなはだしい。


    「カントは、あたしに会えなくて寂しいと思ってくれてたんだね」


    「思ってなかったんだよ、だって俺は……」


    「架空のあたしと一緒に居たから？」


    「十年もずっとな」


    「それは、寂しいと思ってくれてた証拠だよ」


    「あ、そういえば俺……」


    「何？」


    「や、俺……十年前、おまえが『殺される』とか、そういう怖い状況だと思ってた」


    　幼い俺は言った。


    『杏子は、殺されたりしないよ』


    　俺なりに誓ったのだ。


    『杏子は安全な場所に隠れてろよ。その間、俺が守ってやる』


    『カントがあたしを守ってくれるの？』


    『悪いやつがいなくなったら、起こしに行くよ』


    『それまであたしは、眠っていてもいいの？』


    『俺が行くまで起きるなよ。起きたらおまえ、泣いちゃうだろ？』


    　あの約束は、幼い俺なりの精一杯の決意表明だ。


    　真っ向から受け止められない現実に対し、目を逸らしながらも言ったんだ。


    『俺が守ってやる』


    　目を逸らしていたからできた、蛮ばん勇ゆうか。


    　杏子の病気に対して俺が何をしてやれるはずもないのに、よくぞ言ったものだ。


    　ホントに何も、できないくせに──。


    「カントは、あたし想おもいだよ」


    「俺は、何もしてない」


    「記き憶おくとか、ねじ曲がっちゃうほど怖い現実を相手に戦ってくれてたよ？」


    「俺は……」


    　十年もかかった。


    　悩んだり怖おじけづいたりしながらも、どうにか病院に来た。


    　すると今度は透明人間問題だ。


    　俺がちゃんと現実を直視できていないばかりに、未いまだにこんな状態である。


    「しょうがないよ」


    　風が、どこか遠くから「杏あん子こ」の声を運んで来るように聞こえた。


    「しょうがないよ、子供だったからね。あたしだって最初は、よくわからなかった。どうしてあたしだけ皆と同じように、お外で遊んじゃいけないのかわからなかった。未だに自分の身体からだについて新しいことがわかって、驚おどろくこともあるくらいだし……」


    「俺に話してくれよ」


    　ちゃんと知りたいんだ。


    「もう俺は『眠り続けてる』なんて信じるほど、ガキじゃない」


    　知らなくちゃならない、って思うんだ。


    「ホントにカントは、あたし想おもいだ」


    「何度も言うなって」


    　急に、恥ずかしくなって来た。


    『カントは、あたし想いだね』


    　あれは、エア杏子の声だと思っていた。


    　だがあれは、どうやらこのリアル杏子の発言らしい。


    　あの日、初めて杏子を見舞った日。俺は透明人間の杏子がそこにいるなんて思いもせずに、エア杏子を相手に、話してしまった。杏子を思うあまりにエア杏子まで作りだしたという痛いストーリーを、エア杏子に話すという「実演」でもって！


    「改めて聞くけどおまえ、ホントにちょっとしか笑わなかったか？」


    　爆笑モノだと思うのだが。


    「あたしを眠らせたのはカントだとか。十年も眠ったままとか、ありえない話を真剣に……しかもカントには、あたしが見えてない様子だし、笑わない方がおかしいよ。だけどカントは、すごく真剣だったから。ホントに真剣だったから、嬉うれしかった」


    　杏子、杏子。


    　杏子、杏子、杏子。


    　寝ても覚めても「杏子♪」な俺に、この杏子は言ったのだ。


    『カントは、あたし想いだね』


    　そういえば、からかうような声だった気がする。


    「ホントに嬉しかったよ」


    　こんな、涙声じゃなかった。


    「ずぅーとそんな風に想おもってくれてたんだ、って……泣いちゃいそうだった」


    「杏あん子こ……」


    「あたしは、ずぅーとは、覚えてなかったのに」


    「え……？」


    　一ひと際きわ冷たい風が吹いた。


    『おまえなんで俺に連絡してくれなかったんだよ』


    　ずっと抑えていた疑問が出ちゃいそうになる。


    　現実を避さけてエアに逃げてたくせに『おまえなんで連絡してくれなかった』なんてあまりにかっこ悪いから封印していたが、正直「なんでだよ」って思いはあった。


    「カントは、あたしのこととっくに忘れてるんだと思ってた」


    「俺が、おまえのことを忘れるはずが……あ」


    　エアに逃げていた俺は、十年もリアル杏子に会おうともしなかった。


    　そうか、「なんで？」はむしろリアル杏子の台詞せりふだ。


    「カントはあたしのことなんて忘れて、元気にやってるんだろうな……って思ってた」


    「そりゃ、そう思われても当然か……」


    「あたし、引っ越したから、家だってもう上じよう下げ坂ざか町にないし……」


    「えっ、いつ？」


    「病気のことがわかってすぐだけど？」


    　俺は、十年間もあのでかいマンションを見上げていた。


    　そういえば、どーりで。


    「おまえの母ちゃんや父ちゃんにも会わねーはずだ」


    　もし会ってれば、杏子の様子を説明してくれたはずである。


    　誰も何も、俺に話してくれないから、だから俺はここまで幻想をこじらせたのだ。


    「そうだったのか……」


    「あたしは、一度も町に戻ってないんだ。あたしも、避けてたのかもね」


    「避けてた、って俺を？」


    「守る、とか言ったくせにぜんぜん会いに来てくれないし……」


    「そ、そうだよな」


    「なーんてね」


    　リアル杏子の声が少し明るくなった。


    「そんな申し訳なさそうな顔しないで、カント。あたしはこの十年、時々検査入院とかしながらも、基本的にはお家で、お父さんお母さんと楽しかったよ。学校の友達とも……」


    「学校、行けるのか？」


    「時々ね」


    　あれから十年を生きていたリアル杏あん子ことの再会に、ちょっとだけ実感が湧わいた。


    　この手にその存在を抱きしめて、その実感に浸ひたりたいけど──。


    　俺にはまだ、リアル杏子の姿が見えない。


    　サイテーだ、俺は。


    「俺は現実ってやつを、まだちゃんと受け入れられてないから……」


    「それでも上う手まくやってたよね」


    「何も上手く行ってねーよ」


    「あたしは病気のことを隠してた。カントは、見えないことを隠してた」


    「バレバレ、だったんだろ？」


    「まーね」


    　透明な手が、俺の頰ほおに触ふれた。


    「噓うそで繫つながってるだけでも、毎日、嬉うれしかったよ？」


    「噓でもかよ」


    　フェアじゃないな、俺には何ひとつ見えないのに。


    　リアル杏子には俺の、さすがに不細工に歪ゆがんでいるだろう泣き顔が、丸見えのはずだ。


    「カントは、こうして会いに来てくれた。現実を受け入れられなくて、エア彼女を作り出したりまでして、あたしのこと忘れないでいてくれた。逆に、現実のあたしのことが見えなくなっても……こうしてちゃんと、会いに来てくれた」


    　どう言ってくれても、俺は。


    　どこまでもくそ野郎だ。


    「俺、もう一つ言わなきゃならないことがある」


    「うん、何？」


    「エア杏子のことだ」


    　エアが見えないリアル杏子に言ったら、きっとひかれるだろう。


    　だけど、言わなくちゃと思った。


    「俺、エア杏子のことも大切だって思うんだ」


    「うん」


    「おまえと会えない間、ずっと一いつ緒しよにいてくれたから」


    「うん、そうなんだね」


    　リアル杏子の言った『カントは、あたし想おもいだね』。


    　それが、唯一の救いである。


    「だから俺、ちゃんとエア杏子に言って来るよ」


    　リアル杏子が大切だ。


    　エア杏子も同じくらい大切だ。


    　大切だからこそ、言わなきゃならなかったんだ。


    「カント」


    　リアル杏あん子こは俺の左胸に、そっと触ふれる。


    「カント『ごめんね』じゃないよ？」


    「あぁ……」


    　ちゃんと伝えるよ。


    「ありがとう、って言って来る」
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    　翌日、俺は早起きした。


    『小こ境さかい橋ばしの前で待っている』


    　最後になるだろう、架空のメールを送信する。


    　朝あさ靄もやの中、白い息を吐はいて進んだ。


    「十年前か……」


    　杏子と二人、隣となり町まちまで自転車で出かけた。


    　隣町で迷ってしまって、ようやく戻って来たのは夜遅くだった。杏子はこの橋の上で『もう歩けない』とだだをこね、俺は先に一度帰宅している。杏子を見捨てたわけではなく、杏子のために何か飲み物を、って自宅へと走ったのだ。そして戻った時──。


    　杏子は、橋の上で眠っていた。


    　俺は、眠ったままの杏子にびびって親を呼びに行った。


    　救急車が来たような気がする。


    　それっきりだ。


    　それっきり杏子には会えなくなった。


    　そして俺の母親が、俺にこう説明したのである。


    『杏子ちゃんはしばらく、入院することになったの』


    　幼い俺は首を傾かしげる。


    『にゅういんって何？』


    　母が答えた。


    『しばらくベッドの上で、眠ってなければならないの』


    　俺は、こう思い込んだんだ。


    　小境橋で倒れた時からずっと、そしてこれからも杏子は眠り続けるのだ。この勘かん違ちがいは、しばらく俺の心の奥底に封印されることになる。杏子と会えないという現実が、あまりに辛つらかったからだ。曲まがり矢やと会ってエアを知るまでは、封印された記き憶おく。


    「十年前、リアルを封印したホントの原因……って何だ？」


    　現実が辛つらかったから、目を逸そらした。


    　これがリアルを封印した理由じゃないのか？


    　それよりさらに奥に、ホントの理由なんてモノがあるのか？


    　封印したのは『杏あん子こが眠ったという現実』だ。だとすれば、の話だが、俺が拒絶したのは「杏子が眠った」という事実なのではないだろうか。だから俺は、眠っていない杏子／エア杏子を作り出した。そうすることでリアルから目を逸らした。こう考えると、エア杏子は俺の「杏子を想おもう気持ち」というよりは「杏子が眠ったままということを忘れさせてくれた存在」ということになる。リアル杏子が眠ったままなどではなかった、ということがわかった今──今となっては、エア杏子は不要の存在。


    　それなのにエア杏子はなぜ、まだ消えていないんだ？


    「あちらを立てればこちらが立たず……か」


    　エアを消せば、リアルを受け入れられる。


    　リアルを受け入れれば、エアは消える。


    　どうすればいいか頭ではわかっても、そのやり方が漠然としすぎている？


    「何を乗り越えれば、エア杏子と別れられるんだ？」


    　俺的には現実を受け入れているつもりなのだが、何が足りないんだ？


    　俺はまだ、何か見落としてるのか？


    「つーか何を乗り越えたら、リアル杏子と再会できるんだ？」


    　堂々巡りだ。


    　同じことを何度も何度も繰くり返し考えている。


    　まずやるべきことなら、わかっているはずだ。


    「よ、よぉ……」


    　エア杏子は、俺より先に橋の上で待っていた。


    「朝っぱらから呼び出したりして、悪かった」


    「あたしを捨てる気なんだ？」


    　エア杏子は小川に視線を捨てる。


    「小さな頃から、ずっとだよ？　本物の杏子と会えなくなったからって、あんたに都合よく召しよう喚かんされた。それからはカントの気の向くまま……カントが会いたい時に呼び出されてさ。面倒になれば突き放されの繰り返し……そして飽きたら、ポイっ？」


    「何を言われてもしょうがない」


    　もう決意は揺るがない。


    「二、三発食らうことは承知の上だ」


    「半殺しだよ？」


    　その手にしているのは、木刀である。


    「手元がくるって、殺しちゃうかもしれない」


    「お、おまえがそれで納得するなら……」


    　朝あさ靄もやをわける朝日のごとき、一いつ閃せん。


    「カント、避よけないの？」


    　首筋すれすれの寸止めだった。


    「や、正直ぜんぜん見切れませんでした」


    　木刀は寸止めだったが、その眼光は容よう赦しやなく突き刺さる。


    「ねぇ、カント。逆の立場だったらあんた、納得できるの？」


    「逆の、立場？」


    「エアだからいてもいなくても変わんないか、って素直に消えたりできる？」


    　エア杏あん子こはゆっくりと移動を始める。


    　肉食獣じゆうが獲物との距きよ離りを保って移動するみたいに、ゆっくりと俺の背後へ。


    「てか、消えるのってどっちかでいいんだよね？」


    「どういう意味だ」


    「本物が消えれば、もう少しあたしのこと大切にしてくれる？」


    「おまえ……」


    　エア杏子がどんな顔をしているのか、怖くてふり返ることができなかった。


    「カントのことだから『本気だ』なんて言っても、覚悟なんてぐらぐらなんでしょ？」


    「今回は違う！」


    　俺は、揺るがない。


    「ほ、本気の……本気です」


    　背中に硬い感触が当たる。


    　木刀ではなく真剣と言われても納得できそうな、冷たさを伴った。


    「だったらあんた、結婚してみなさいよ」


    「は……は？　結婚？」


    「そうよ。本気だって言うなら、曲まがり矢やと結婚してみてよ。あんたがあたしと別れたいって想おもいが本当なのか、曲矢と結婚すれば……信じてあげる」


    「曲矢は関係なくね？」


    　杏子は小さく笑った。


    「何なのあんた、あんたの覚悟って何？」


    「覚悟はしてる！」


    「だったら、証明してよ」


    　エア杏子の言わんとしていることが、伝わって来る。


    　結婚の話は、曲まがり矢やが企たくらんでいる独り遊びプレイの一環である可能性が高い。そんなものに巻き込まれて結婚に至るなど、愚ぐの骨頂。ちっとも尊とうとくない犠ぎ牲せい、無む駄だ死じにである。エア杏あん子こは敢あえてそのムダなリスクを冒おかせ、と言いたいのだ。それくらいしてみせるほど真剣なのかどうか、証明しろと言いたいだけなのだ。いや、言いたくなんてないはずである。


    　勢いでつい、言っちゃったのだ。


    「ちゃんと証明してくれなきゃ、あたしは……」


    「いいぜ、それでおまえが納得してくれるならな」


    「え……えっ？」


    「俺だけが何も失わない、ってのはムシのいい話だもんな」


    「あんた、正気なの？」


    　売り言葉に買い言葉、ってわけじゃなかった。


    「曲矢との結婚なんて、絶対に嫌いやだよ」


    「だったら……」


    「絶対に嫌だけど、おまえにわかってもらえないのは……もっと嫌なんだ」


    「あんたにできるはずない！」


    　その声は、何て言うか、悲痛だった。


    「あんたは無神経で、そのくせ臆おく病びようで……寂しいとか、哀かなしいとか、いつまでも引きずってるサイテー男。何かあるとすぐ落ち込む、弱いヤツ。あたしがいなければ何もできないくせに……あたしがいなきゃ、ダメなくせに！」


    「そうだ。だけど、変わらなくちゃならないんだ」


    　前を見据えて進む。


    「曲矢と結婚するとか、マジでない話だよなぁ」


    「あ、当たり前だよ」


    「けど……すっから、ちゃんと見届けてくれ」


    「待ってよ、カント」


    　前を見据えて進む。


    「カント、本気なの？」


    　もう、ふり返らない。


    「カント！」


    　ふり返ったとしても、もう俺の目にエア杏子は映らない。


    　それくらいの決意が、今の俺にはある。


    「……………」


    　そうだ、もう声だって聞こえない。


    　聞かない！


    　エア杏あん子こなど現実に存在しないのだから、聞こえてはいけないのだ。


    「ごめんな」


    　何も哀かなしくないぞ。


    「ごめん、ごめんな……」


    　誰のための涙なのか見当もつかない、って態度でいないと──。


    「カント、本当に行っちゃうの？」


    　今までと同じ過あやまちの繰くり返しになる。


    　前を向け、俺。


    「カント、あたし泣いてるよ？　いいの？」


    　ふり返っちゃダメだ。


    「こっち来て、負おぶってよ。いつも自転車の後ろに乗せてくれたみたいに、カントの傍そばにいさせてよ。ねぇ、これからもずっと一いつ緒しよにいようよ！」


    　勝手に、足が止まった。


    　意志とは無関係に、俺が、ふり返ろうとする。


    「ねぇ、カント……」


    　涙で歪ゆがむ視界の中、エア杏子は言った。


    「カント、大好きだよ？」
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    　唇くちびるが勝手に、エア杏あん子こに返事をしようとする。


    『やっぱおまえと別れるなんてムリだ』


    　いつもみたいに、振り出しに戻るというか。


    　ぜんぜん進めないんだ、俺は。


    　何か、大きな力が働いてる気がした。


    　そんなこと言いたくないのに、俺が、エア杏子を見つめて言った。


    　俺が、言った。


    「じゃあな、杏子」


    　エア杏子は驚おどろいたような顔で瞬まばたきする。


    「今まで、ありがとな」


    　まぁ見てろ。


    　おまえが納得して「カントはもう大丈夫」って消えられるように──。


    「結婚でもなんでもしてやらぁ」
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    　胸にぽっかり穴が空あいた、そんな感じだった。


    「こういうのどうですか？」


    「あー、いーじゃん。可か愛わいいよ。絶対、可愛い！」


    　ファミレスに集まる顔ぶれも変わったもんだ。


    　曲まがり矢やは仮病で寝込んでいる間に、結婚式のプランを入念に練っていた様子である。


    「木き村むらは、どう思いますか？」


    「そよ子こはこういうドレスも可愛いと思うけど、木村くんはどう思う？」


    　小お沢ざわは俺たちの結婚式に協力的だ。


    　曲矢のエア彼氏／巽たつみとのフラグバトルも佳境──曲矢が俺と結婚すれば、巽はまさしく幽ゆう霊れいのように、居場所をなくすことになる。幽霊ゴースト使いである小沢にとっては「願ったり叶かなったり」というわけで、式場まで予約してくれたそうだ。


    「小沢さんだったら、どっちのドレスにしますか？」


    「えー、そよ子ぉ？　そよ子だったらぁ……何だか、照れちゃうなぁ」


    　近くの客が怪け訝げんそうに首を傾かしげている。


    　俺たちがまさか「結婚」について語っているなどと、誰も思うまい。


    「あれ？　このカタログの写真、変な光線みたいなの映ってない？」


    　小沢は心霊写真を見つけては、はしゃいでいる。


    　そして曲矢は、ポテトに塩を振りすぎだ。


    「ぽっ、ぽっ、ぽー、ポテトにお塩をふーりふり♪」


    「曲矢、お塩そよ子にも貸して」


    「どうしてですか？」


    「除霊に、必要だから！」


    「もぉ、ムリやり取ろうとしないでください！」


    　こいつら、どこまで本気なんだろうか。


    「おまえら、ケンカするな」


    　ね子こを見習って欲しいものだ。


    　曲矢のように「結婚ごっこ」に浮かれることなく、また、私し怨えんのために他人の結婚式を強烈プッシュする小沢のように邪よこしまでもない。ね子にとってもこの結婚は、自分が生まれるか生まれないかという重要な意味を持っているはずだが──ぼんやりしている。


    「おい、ね子」


    　ウェイトレスがブラインドを下げに来た。


    　危うく「接触」しそうだった。まぁ、エアだから接触はしないのだが──ブラインドが下りる。暖かな日差しが遮しや断だんされた。ね子は気持ちよさそうに日向ひなたぼっこしていたから、文句を言うかと思ったが、微動だにしない。壁に寄りかかった体勢で半分夢の中である。


    「それにしても、驚おどろいたなぁ」


    　カタログ写真に塩を振る少女、小お沢ざわは言った。


    「まさか、木き村むらくんが曲まがり矢やとの結婚に踏ふみ切るなんて思わなかった」


    「まぁな」


    　俺にとってもこの結婚は、重要な位置づけとなった。


    「エア杏あん子こが浮かばれねーから……」


    　我われながらよくぞ決断したものである。


    　結婚なんて愛し合う二人にとっても一大事だろうに、俺ときたら愛もないのに結婚に踏み切っちゃってる。


    「こ、これは……このドレス、超可か愛わいくないですか。見てください、小沢さん」


    「うわぁ、また心しん霊れい写真だぁ♪」


    　曲矢、そして小沢。


    　せいぜい楽しめばいいさ。おまえたちにとっては「結婚ごっこ」だろうが、俺にとってはもうお遊びじゃない。本当の再会をするためだ。「杏子」のためだ。


    「曲矢、おまえは俺と結婚するんだ」


    「何ですか、急に。何だか自己暗示をかけるみたいな、嫌いやな言い方じゃないですか？」


    　自己暗示も必要である。


    　何しろ愛も何もないのだから──リアル杏子が見えないことに端たんを発し、不可視のリアル杏子を見るべくエア杏子を封印することになった。なかなか上う手まく行かなくて「俺＆曲矢がデキたことにする」って噓うそをついた辺りから、おかしくなった。曲矢が新たな生命を授さずかるわ、結婚なんて言葉が飛び交い始めるわ──大した脱線っぷりである。


    　小沢が「ちょっとトイレ」と席を立った。


    「それにしても……」


    　曲矢の口調が若じやつ干かん、神妙になる。


    「それにしても、小沢さんが一枚嚙かんでいるとは思いませんでしたね」


    「は？　曲矢？」


    　何だか、妙な言い方じゃね？


    　一枚嚙んでいる、というよりは「嚙んで来た」ではないだろうか。


    　小沢が「結婚」について裏で糸を引いていたみたいな言い方は、ちょっと変だ。


    「だからといって私には……この結婚を、どうすることもできませんけどね」


    「結婚っていうか結婚ごっこだよな、こんなのは」


    　俺たちは「結婚」で遊びすぎだ、絶対に。


    　ごっこ、か。


    　遊びプレイか。


    　曲まがり矢や、何を企たくらんでいるのか知らないが、俺の邪じや魔まはするなよ？


    「曲矢、おまえは俺と結婚するんだ」


    　念入りに暗示をかけておこう、失敗は許されない。


    「曲矢、おまえは俺と結婚するんだ」


    「えぇ、もちろん結婚には応じますよ」


    「あれ？　おまえ何でこの結婚が『俺発』みたいな言い方するの？」


    　曲矢は、何だか遠い目だ。


    「応じますよ、結婚には」


    　何その「嫌いやだけどしょうがない」感全開の倒置法。


    「それがこの町の……いいえ、世界の平和のためならば」


    　何その比ひ[image: ]ゆ──比[image: ]か？


    　比[image: ]にしては「俺たちの結婚」と「世界平和」との因果関係が伝わって来ないのだが。


    　小お沢ざわがテーブルに戻って来る。


    「さてと」


    　席には着かずに、言った。


    「それじゃ、行こうか」


    「小沢？　行く、ってどこへ？」


    「どこ、って結婚式場に決まってるよ。だって結婚式だし」


    「は？　今からやんのか？」


    　返す返すも「ごっこ」がすぎる。


    　だが俺はもう、逃げも隠れもしないと決めたのだ。


    「しょーがねぇなぁ……」


    　すべては、「杏あん子こ」との再会のためだ。


    



    　　　　　　　◇


    



    　冷え切った空気だが、どこまでも澄すんでいる。


    　川のせせらぎに感じるのは、寒さよりも清すが々すがしさだ。


    　遠い春を予感させられる。


    「ど執しゆう念ねんだなぁ……」


    　小沢が押さえた式場は、新にい見み川がわ沿いのチャペルだった。


    　小さいが趣おもむきのあるホテルに併設された、立派な（？）チャペルである。立派なチャペルも立派じゃないチャペルも見たことないのだが、悪くない雰ふん囲い気きなのではなかろうか。


    　それにしても結婚式の予約、って昨日今日の電話でできるものなのか？


    　おそろらく不可能だろうと俺にだってわかるが、そこは──。


    「ど執しゆう念ねん……？」


    　小お沢ざわ、ツメが甘いぜ。


    　控え室に用意されていた婚礼服は、ぶかぶかもいいところだった。この分では、ついさっき「これがいい」と決めた曲まがり矢やのウェディングドレスも期待できまい。


    　それこそ何か月も前からサイズの調節とか、こだわりの調整を必要とするはずだ。


    　着替えを終えた俺はいざ、礼拝堂へ。


    「ちゃちゃっと終わらせようぜ、小沢」


    「言われるまでもないよ」


    　がらんとした礼拝堂に、小沢の声が響ひびき渡る。


    「それでは、誓いのキスを……」


    「早ぇよ、早ぇ。まだ花嫁も来てないじゃないか」


    　小沢はさっさと俺＆曲矢を結婚させたいのだ。


    　それが意味するところは、ある意味ベストカップルだった曲矢＆巽たつみの別れである。曲矢の妄もう想そうのなせる業わざだが、曲矢＆巽はお互いを一いち途ずに想おもい合う理想的なカップルだった。


    　それを俺は、この手で終わらせる。


    　そういうことでもあると、今さら気づいた。


    「巽には悪いが……」


    　曲矢自身が望んだことでもある。


    　足音が。


    「来たか、曲矢」


    　近づいて来る。


    「けどあいつ、マジで何を企たくらんで……」


    　曲矢が礼拝堂に姿を現した。


    　小沢がはっと息を呑のんだことが、気配でわかる。


    「お、おいおい……」


    　曲矢サンノは、美しかった。


    　これまでほとんどムダと思われていたナイスバディだが、その純白のドレスは曲矢の輪りん郭かくをくっきりと強調している。一月の光は祝福するように、曲矢に注がれた。


    　きらきら光って見える。


    　光っているのは、ドレスの飾りだけなのだろうか。


    　ならばなぜ、こうも眩まぶしいのか。


    「き、木き村むらくん……」


    「何だよ、小沢」


    「誓いのちゅーを……」


    「だから早いって」


    　やばい、なぜか緊きん張ちようして来た。


    　曲まがり矢やはね子こに付き添われ、しずしずと近づいて来る。驚おどろくべきことに、俺の緊張は収まるどころか増していった。ドレス姿の曲矢から目を離せない。何てことだ。ちゃんと眉まゆがある。あるか？　ヴェールに隠れているからはっきりとはわからないが──。


    「どうしました、木き村むら？」


    「く、くそぉ……美少女面づらしやがって」


    　一方の俺ときたら、ぶかぶかの袖そでを輪ゴムで絞しぼってるというのに。


    「それでは、誓いのちゅーを！」


    　相変わらず性急な小お沢ざわに、曲矢が待ったをかける。


    「その前にひとつだけ言わせてください」


    　さすが曲矢。


    　列席者はね子一人だけなのに、まるで礼拝堂が満員であるかのような視線の配り方だ。


    「ご列席の皆様方！」


    「皆様方、っておまえ……」


    「皆様方が私と木村の結婚を望んでいることは、よくわかっています。しかし、はっきりと言っておきます。私は、こんな結婚を望んでなどいません！」


    　えーっ？


    「ちょ、おま……何を言い出すの？」


    　曲矢は俺を睨にらむ。


    　花嫁が花はな婿むこに向ける視線というよりは、まるで親の敵かたきでも睨むような鋭さがあった。


    「まさか木村が、幽霊ゴースト使いネットと繫つながっているとは知りませんでした」


    「は？」


    　おかしい。


    　結婚式に『知らない設定』が見え隠れし始める。


    「おい、いったい何のことを言っているんだ」


    「白しらを切るつもりですか？」


    　曲矢は小沢を指差した。


    「黒幕は小沢さんでしょ、違いますか？」


    「だから、おまえいったい何が言いたいんだ」


    「新にい見み市の平和のことですよ！」


    　その声は、礼拝堂から市内全域に届きそうなくらいよく響ひびいた。


    「話しましょうか……エア協会と幽霊ゴースト使いネット、その両者はけして相あい容いれない二大勢力ですね。この町でも幾いく多たの戦いが行われ、たくさんの涙と、そして血が流れています」


    「俺はエア協会も幽霊ゴースト使いネットもこの目で見たことないけどね」


    「争いがあることは事実です！」


    　争いと言ったって「曲まがり矢やＶＳ小お沢ざわ」の、巽たつみをめぐるフラグバトルしか知らないけどね。


    「曲矢、どういうつもりだ」


    「ふん♪」


    　こいつ、相当ノッてんな。


    「どうして私と小沢さんとの個人的な戦いの規模を、エア協会と幽霊ゴースト使いネットの組織同士の抗争に広げたがるのか？」


    「あぁ、抗争があったとしてだ。それが何だってんだ？」


    「この結婚に応じるのは『平和のため』、それだけは言っておきたいんですよ」


    　言われなくてもお互いの愛情不足は了解している。


    「もう何だっていいから、さっさと始めようぜ」


    「気安く触さわらないでください、無礼者！」


    　妙なスイッチが入ってやがる。


    「幽霊ゴースト使いネット側の代表者である木き村むら……」


    「だから、何だよその新たな設定」
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    　何で俺が、縁えんもゆかりもないどころか、見たこともない組織の代表にされるのか。


    「そしてエア協会を代表する私との結婚……」


    　曲まがり矢やはまた、遠い目をする。


    「これは、争う二つの組織が和解のために行う政略結婚」


    「待て待て、何だその綿密な筋書き！」


    　ハッとする。


    　こいつ、ほんの数時間前のあのファミレスで独り遊びプレイの筋書きを書き換えたのだ。オチの部分に、この結婚式を組み込んだに違いない。いよいよだ。「私は親切少女」に端たんを発する曲矢の、独り遊びプレイが。上う手まくいってるエア彼氏との関係を積極的に壊こわして準備を進めていた、独り遊びプレイが。それだけじゃないぞ。まだあるぞ。巽たつみと別れるために「俺とデキた」ことにしてまで進めた独り遊びプレイが今、その全ぜん貌ぼうを明らかにしようとしている。


    　これは「何ごっこ」なんだ？


    「しますよ、結婚は」


    　曲矢は「望まぬ結婚を受け入れる薄はつ幸こうの少女」を熱演する。


    「平和のためならば、その犠ぎ牲せいになることも……」


    「も、もぉ！」


    　小お沢ざわが焦あせり始めた。


    　歪ゆがみ始めた筋書きに、戸惑っている。


    「木き村むらくん早く、急いで誓いのちゅーを！」


    「ちゅー、っておまえ……」


    　曲矢が、怖すぎる。


    「大丈夫ですよ、木村」


    　俺の輪ゴムで絞しぼった袖そでを摑つかむ、その指は、小さく震ふるえていた。


    「覚悟は、できていますから」


    　超嫌いやがってやがる。


    　俺だってこんな結婚、嫌々だ。なのに何だ、俺よりも嫌がって何だよ。そんな顔されるならば、負けたくないというか。「やってやろうじゃないか」って気分になって来る。


    「よーし、覚悟しろよ？」


    　曲矢のヴェールに手をかける。


    　これってどこまでめくるものなのだろうか、とりあえず唇くちびるだけ覗のぞけばいいか。


    「よーし、曲矢。思い残すことはないか？」


    「な、何も……」


    　俺もかなり緊きん張ちようしていたが、そこは男子である。


    　やる時はやる、の精神で深呼吸し、曲矢の薄うすい唇に狙ねらいを定めた。


    「ふふふ、これで巽たつみ幸ゆき雄おはそよ子このモノに……」


    　小お沢ざわがほくそ笑んでいる。


    「た……」


    　あぁ？


    「何だよ、曲まがり矢や。集中だ、集中。観念しろよ」


    「すみません、巽のことを、思い出してしまいました」


    「巽のことだぁ？」


    「私は、ひどいことを言いました。一方的に別れを告げました。どんな時も、いつまでも一いつ緒しよだと誓い合ったのに、政略結婚のためとはいえ……私は巽を傷つけてしまいました」


    　つつつ、って大粒の涙っておまえ。


    「今さら何だってんだ。往おう生じよう際ぎわが悪いぞ！」


    　あれ？


    　俺の立ち位置、悪者っぽくね？


    「観念しろよ、曲矢。平和のために、結婚すんだろ？」


    「はい、ですが……」


    「ですが、じゃねーよ。だったら腹くくれ、集中しろ！」


    　俺、悪役なのか？


    「木き村むらくん、さっさとトドメを刺すのよ！」


    　小沢の顔は、私し怨えんのために歪ゆがんでいる。


    『あとで感想聞かせて♪』


    　キスしようとして薄目なのに、ね子このケータイの文字まで見えちまった。


    　連中、超期待してやがる。


    「木村……どうしました？」


    「や、その……」


    　何だろうこの、期待感。


    　俺が何もしなくても、ドラマが起こるようなこの雰ふん囲い気き。


    「もぉ、じれったい！」


    　小沢が俺の後頭部を摑つかみ、圧力をかけ始める。


    「うわ、バカよせ！」


    「いいから、さっさと、ちゅーしてよぉ！」


    「つーか曲矢、おまえ嫌いやがりすぎじゃね？　グーはよせ、グーはよせってば！」


    　曲矢のパンチが俺の顔面を捕らえた、その時だった。


    「曲矢！」


    　礼拝堂の入り口に現れた、長身[image: ]そう軀く。


    　逆光の中で躍おどる、銀髪。


    「曲まがり矢や、おれは……おれは、こんな結婚認めない！」


    　バーン、って感じだ。


    　ババーン、って感じだった。


    「はぁ、そうか……」


    　何てことないオチだ。


    　巽たつみの登場で合が点てんがいった。


    　早い話、曲矢は映画『卒業』のあの有名なワンシーンがやりたかったくさい。そういう遊びプレイだったのだ。「結ばれない運命」という今までになかった設定を作り出し、そしてその運命を乗り越えた時、二人の絆きずなはより一層深まるのだった──的な。


    「おいおい、誰が親切少女だ」


    　自分のためじゃないか。


    「何が前進だ。『私もその時かも……』だ？」


    　確かに、巽との関係は前進したのかもしれない。


    　それにしても長い、長い前フリだった。


    「さぁ、曲矢。一いつ緒しよに逃げるんだ」


    「巽、私は……私は、巽にひどいことを言ったのに！」


    「そんな昔のことは、もう忘れちゃったよ」


    　どっかで聞いたような台詞せりふだが、啞あ然ぜんとしかできない。


    「騙だましてたんだ」


    　小お沢ざわの落らく胆たんっぷりもひどいものだ。


    「意気投合してたのに……やっと友達できた。やった、嬉うれしい。今日は『初めて友達ができた友達記念日だぁ♪』って思ってたのに、曲矢サンノは、そよ子のこと騙したんだ。そよ子と遊んでくれるのは……友達は、伊い藤とうくんや未み来らいちゃんだけなの？」


    　伊藤くんというのは小沢が操る幽ゆう霊れいである。


    　未来ちゃんというのは知らないが、そっち系の友達っぽい。


    「小沢、おまえに生身の友達はいねーのか」


    　小沢のことだ。


    　その幽霊たちを使い、曲矢に反はん撃げきするかと思ったが、膝ひざをついてうな垂だれる。


    「お、おい。元気出せよ。落ち込みすぎ……あ？　何だ？」


    『困るぞ、うん……困るなぁ』


    　突とつ如じよ、耳慣れない声が礼拝堂に響ひびき渡った。


    　耳慣れない声だが、礼拝堂にはむしろふさわしい深みのある響き──誰だ？


    「あれ？　ね子こ？」


    　さっきまでそこにいたのに、いなくなっている。


    「あ、ダメ……」


    　ね子こがどこへ消えたのかも謎なぞだが、小お沢ざわの様子がおかしい。


    「ダメだよ。喋しやべっちゃダメ！」


    「小沢？　おい、どうしたんだ？」


    　小沢は何もない空間を見上げ、短い腕を広げる。


    「お願いだから落ち着いて、口を閉じて！」


    　小沢が話している相手は見えないが──。


    『困るなぁ、困るんだ。これでは、ワタシが生まれない！』


    　掠かすれた声が降って来る。


    　頭上から注がれるこの声は、いったい何だ？
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    「方術が解けたんだ！」


    　小沢は早口で説明する。


    「エアリアルにも見えるようになる方術、そよ子こがかけていた方術が解けた！」


    「はぁ？　どういうこった？」


    「あの子が迷ってたから、導いた。そよ子は導く先を間違えたんだ。最初は、確かに利用しようとした。あの子を曲まがり矢やサンノにぶつければ、絶対に騒そう動どうになると思った。その隙すきに巽たつみを奪うばおうとしたんだ。幽ゆう霊れいなんだよ、あの子は。間違っても『天使みたいなの』じゃない。エアリアルがエアと見間違えるように方術をかけた、幽霊だったの。方術だって万能じゃないから、声までは偽いつわれなかった。声だけは『幽霊声』としてエアリアルに聞こえちゃうから、だから『喋っちゃダメ』って言ったのに……」


    「幽霊声？」


    「どう聞いても幽霊っぽいあのしゃがれ声だよ。そよ子の『エアリアルたちに見えるようになる』方術の副作用で、エアリアルにも聞こえてしまうようになった幽霊声。喋ったものだから、そよ子の方術はもう解けている。あの子の姿はもう見えないでしょ？　だけど声はまだ聞こえてる？　ねぇ、木き村むらくんどうなの？」


    　小沢は一いつ所しよ懸けん命めいだが、空回りがすぎる。


    「落ち着けよ、小沢」


    　掠れた声が降って来るが、それだけじゃないか。


    「何も慌あわてることは……」


    　曲矢が「巽！」と叫んだ。


    　礼拝堂中央にいた巽たつみの身体からだが「ドっ」という鈍にぶい衝しよう撃げき音おんと共に宙へと舞い上がる。次の瞬しゆん間かんにはふっ、と消えた。俺のすぐ目の前に、片かた膝ひざをついた恰かつ好こうで現れる。「鍛たん錬れんによって身につけた」とかいう短たん距きよ離り瞬間転移である。


    「巽、おまえいったい何して……って、血が出てね？」


    　まぶたの上に、かなり深い裂れつ傷しようが見られる。


    　パンチを食らったボクサーみたいな傷だ。


    「下がれ！」


    「は？　巽？」


    「早く、ここを離れた方が……」


    　また消えた。


    　消えたというか、すぐそこを一陣の風が通り抜けたような感覚がある。


    　次の瞬間、巽は曲まがり矢やのもとへ。


    　曲矢を守るように立つイケメンの顔面は、尋常ではないくらい腫はれ上がっていた。それこそパンチを受けたボクサーみたいだが、野郎。まさしく顔のかたちが変わっているというのに、どういうわけか、どこからどう見ても相変わらずイケメンだ。恐るべし、イケメン。


    「小お沢ざわ、いったい何だ？　何が起こってる？」


    「半分は、木き村むらくんのせいだよ！」


    　俺のネクタイを摑つかんだ小沢の目には、涙が浮かんでいた。


    「確かに最初、そよ子こはあの子を利用しようとした。だけど曲矢が『命を授さずける天使』とか、ありえない妄もう想そうで誤解してくれたから……だから、一石二鳥だって思った。曲矢と巽の関係を壊こわせる上に、あの子の望みを叶かなえてあげられる。そよ子は、さ迷ってる幽ゆう霊れいを導くことができる立派な幽霊ゴースト使いだと思った。ちゃんと、上う手まく行くはずだったのに！」


    「く、苦しいから手を放せ」


    　曲矢が『命を授ける天使』って勘かん違ちがいした？


    　ね子このことか？


    「小沢が『俺たちエアリアルに見える方術をかけていた幽霊』って言ったか？」


    　ね子は、エアリアル召喚者もいないのに存在していた。


    　特殊なエアだと思っていたが──。


    「そうか、幽霊か。幽霊だから独立して存在して……いや、そうか！」


    　曲矢がね子を発見した大おお晦日みそか。


    　大晦日から元旦にかけての、初はつ詣もうでの夜のことを思い出した。


    　俺は曲矢に「近くにエアリアルはいたか？」と訊たずねたが「いませんでした」って曲矢は応こたえた。だがあの場所に、幽霊ゴースト使いならばいたのだ。「今年もよろしくね」って小沢は、こいつは、何だか悪者っぽい「ひひひ」笑いで俺に新年の挨あい拶さつをしたのである。


    「小お沢ざわ、おまえがね子こを……」


    　エアも幽ゆう霊れいも、独立して存在することはない。


    　エアはエアリアルの演技によってのみ、幽霊は幽霊ゴースト使いの演出によってのみ存在する。


    　存在するというか。


    　存在するように錯さつ覚かくするんだ、俺たちは。


    「ね子はもともと、小沢が演出していた幽霊ってことだな？」


    「天使みたいなのなんかじゃないんだよ！」


    「そんなこと俺は、ハナから信用しきっちゃいねーよ。おまえが『エアに見える』方術をかけてた幽霊か、なるほど……で、声を出して喋しやべったから方術が解けたんだな？」


    「禁を破った。禁を破るくらいに、動揺してるってことだよ！」


    「知らねーよ。俺たちエアリアルには見えねーんだよ」


    「あんなに暴れてるのに？」


    「だから、見えねーんだってば！」


    　巽たつみは長剣を抜いて、戦っている。


    　あいつにはどうも見えているらしいが、そうか、巽は「もともと幽霊」という設定だ。


    「どうしよ、どうしよう。助けてよ、木き村むらくん！」


    「はぁ？　何で俺が……幽霊ゴースト使いはおまえだ。おまえが自分でまいた種だろ」


    「半分は木村くんのせいだもん！」


    「だから、何でだよ」


    「木村くんが曲まがり矢やと結婚してれば、あの子はちゃんと生まれ変わってた。あの子は死んじゃって、さ迷ってたんだ。来世はどっちか、迷ってた。次に生まれ変わる先のパパとママを探して眠るんだ、って話してた。新しいパパとママのもとで束つかの間まの休息を……」


    「ちょっと待て、小沢」


    　責任の所在を明らかにしたい。


    　まず、小沢は悪い。


    　幽霊を導く幽霊ゴースト使いのくせに、私し怨えんに任せてね子を利用した。エアリアル俺たちにね子がエアに見えるように方術をかけ、曲矢に押しつけたかたちだ。だが、救いはある。曲矢が「この子は天使かも」だのと宣のたまったことを知った小沢は、成じよう仏ぶつというか、「次のパパとママを探す」というね子の望みを叶かなえられると思ったのだ。まぁ、ちゃんと導いてやった感はある。


    　では、俺はどうだ。


    　俺こそ天下無む双そうの独りよがりである。寝ても覚めても杏あん子こ、杏子だった。古い言葉を使えば、ね子の存在などアウトオブ眼中。ね子が何者なのか、はっきり言って興味なかった。結婚に踏ふみ切ったのも、ね子のパパとしての自覚などではなくて、エア杏子を納得させるための手段でしかなかった。悪だ。俺はかなりの悪者で間違いない。


    「言い訳はしないが……」


    　だが、俺はちゃんと結婚しようとした。


    　そこに愛などなかったし、ね子この望みに対するモチベーションも零ゼロだった。だが、俺の決意と行動は、期せずしてね子の望み通りだったはずである。十と月つき十とお日か後のことなど考えていなかったが「俺がパパ？　パスパス！」などと言わずに、結婚しようとしていた。


    「俺たち、悪くなくね？」


    　諸しよ悪あくの根源は──。


    「巽たつみ、そんな……とっくに限界を超えているはずなのに、私を守るために大立ち回りだなんて。あぁ、それでもまだ立てるのですか？　いったいどこから、そんな力が！」


    「曲まがり矢や、なぜそんな説明調で……く……俺に構わず、逃げるんだ！」


    　曲矢＆[image: ]あいつら、というか。


    「巽、そこまで私のことを想おもってくれているのですね♪」


    　曲矢あいつのせいじゃね？


    　見えない何かに弾はじき飛ばされ、半はん死し半はん生しようの巽もまた犠ぎ牲せい者しやだ。


    「こんなくだらねー独り遊びプレイのために、曲矢は……」


    　パパとママを捜している、というね子の望みを玩もてあそんだのである。


    　ただでさえ不安定な存在である幽ゆう霊れい／ね子を翻ほん弄ろうしたのだ。


    　そして、幽霊ゴースト使いの小お沢ざわへの仕打ちは何と残忍な手口だっただろうか。すべてがとんとん拍子に運び「フラグバトルに勝てるかも♪」って小こ躍おどりしていた小沢は、もういない。勝利を目前にしながらの大どんでん返し。小沢の落らく胆たんぶりは、敵ながら同情に値する。


    「俺にも、おまえは……」


    　リアル杏あん子この透明人間問題。


    　エア杏子との別れ話。


    　落ち込みに落ち込んだ俺に対し、何と言葉巧たくみだったことか。


    　俺はあの眉まゆなし少女に、まんまとはめられたのだ。


    「俺の柔やわなハートまで玩びやがって……」


    「木き村むら、巽がピンチです。私と巽のために、木村も盾くらいにはなってください！」


    「どの口が言ってんだ！」


    　小沢は数じゆ珠ずを手に、伊い藤とうくんを召しよう喚かんしようとしている。


    「伊藤くーん／そよ子この一大事／助けに来ちゃってー♪」


    　クラスメイトとしては赤点だ。


    「ね子ちゃん怖がらないで、必ず、導いてあげる！」


    　だが、幽霊ゴースト使いとしては真剣である。


    　そして俄が然ぜん、盛り上がっている様子の曲矢＆巽──。


    「ったく……」


    　俺はそそくさと退場することにした。


    　小お沢ざわには気の毒だが、俺に戦う理由などない。


    　むしろ他に、立ち向かうべき困難がある。


    「エア杏あん子こ、なぁ、どっかで見てるか？」


    　結婚は、まぁ、見ての通りだ。


    　俺の覚悟は伝わったか？


    　伝わったならもう二度と、おまえは俺の前に現れないのか？


    　これで、リアル杏子が見えるようになったのか？


    　礼拝堂から控え室へ続く通路に響ひびくのは、エア杏子の返事などではなく──。


    「皆、そよ子この周りに集まって！」


    　連中のはしゃぐ声だけだった。


    「アブラカタブラ……曲まがり矢や、伊い藤とうくんと連れん係けいして戦いなさいよ！」


    　小沢、呪じゆ文もんが雑だ。


    「巽たつみ、あの大きな金かな棒ぼうを持った怪物から攻こう撃げきしてください！」


    　曲矢、それ小沢が操る幽ゆう霊れいの伊藤くんじゃね？


    「きゃー、伊藤くんに何するの！」


    　ほら、やっぱりな。


    「付き合いきれねーぜ」


    　ふと思った。


    　エア杏子がここにいたら、何て言うだろうか。


    『カント、それでいいの？』


    　何がだよ。


    『仲間がやられてんじゃん』


    　曲矢のウェディングドレスは、見る影もなくなっている。


    　あーぁ、そんな大立ち回りして、思いっきり膝ひざとか打っちゃって、青あお痣あざになるぜ？


    『エアを封印し、現実に復帰する？　立派立派、だけど、忘れ物してんじゃないの？』


    　忘れ物？


    『あんたの唯一のいいとこ、持って帰らなくていいの？』


    　俺にいいとこなんて、あったかよ。


    　あったなら、額ひたいから血を流している小沢を放ってはいないはずだ。あれでも一応、クラスメイトである。何であれ、半べそかきながらも必死でがんばってるクラスメイトを放っておくなんて──以前の俺は、そんなやつではなかった気がする。


    『ねぇ、カント。あたしが納得したかどうかはさておき……』


    　さておくのかよ。


    『あたしが今、現れない理由はひとつよ』


    　何だよ、それは。


    『言わなきゃわかなんないの？』


    　だいたい想像はつくけどね。


    『呆あきれてんのよ、薄はく情じよう者もの』


    　バカ言えよ。


    　俺は、木き村むらカントだぜ？


    「曲まがり矢や！」


    　俺は、サイズ違いの上着を脱ぎ捨てる。


    「桃系の清涼飲料水を持って来い！」


    「は、はい！」


    　曲矢からパスが来た。


    　あいつはこれによって、幽ゆう霊れいを視認し戦っているのである。


    「よーし、待ってろよ。今すぐ俺が……う、うん？」


    　いったい、どこで買って来やがったのか「すももジュース」だ！


    　まぁ、「李すももも桃も桃の内」である。


    　だから李でも幽霊は見えるのかもしれないが──。


    「これは……」


    　残念、「無果汁」と表記されている。


    「おまえ、何で見えてんの？」


    　俺は、近くの自販機へと走った。
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    　自販機で買った桃ジュースをまぶたに塗ぬっている間に、戦場が移っていた。


    　礼拝堂の外へ。


    「待たせたな、俺だぜ？」


    　じゃーん、って感じなのだが。


    　空は晴れているのに、薄うす暗ぐらく感じる。


    　ひょっとして桃ジュースをまぶたに塗りすぎた、とか？


    「ね子こ、どこだ！」


    　ね子と過ごしたのは、ほんの僅わずかな日々に過ぎない。


    　だが、ね子とは同じベッドで眠った。


    　この腕でしっかりと抱きしめて眠った。


    　この股またに挟みもした。


    「ね子こ！」


    　唐突にもたらされた事実「天使なんかじゃなく幽ゆう霊れい」だ？


    　天使だなんて、もともとピンと来なかったってんだ。思い出すのは、ね子の可か愛わいくないとこである。仲良く眠ってたのに、うっかり蹴け飛とばしてしまった。「ごめん」って謝ってるのに、もう一いつ緒しよに眠ってくれなかった。勝手に俺の跡をつけて来て、高い場所に上って、自分で上ったくせに降りられなくなっていた。さっきまですぐそこにいたのに、どれだけ捜してもどこにも居なくなったり──天使だとか、幽霊だとか関係ない。


    「ね子、どこにいるんだよ！」


    　俺にとってのね子は、ちょっとしたツレだ。


    　それで充分だ。


    「ね子、いったいどこに……おぅ？」


    　陰ってる？


    　全体的によく晴れているのに、何か変だ。チャペルのあるホテルの敷しき地ちを出れば、川沿いの長い道が続いている。真まっ直すぐに伸びたガードレールの傍そばに曲まがり矢や＆巽たつみ、それに小お沢ざわ＆幽霊／伊い藤とうくんが並んでいた。揃そろって、こっちを見ている。


    　ガタイのいい伊藤くんに至っては、ガードレールの向こう側に隠れるように──。


    「何だよ、おまえら……」


    　生温かい風が、上から降って来る。


    　よく見れば、陰っているのは俺が立ってる場所だけだった。


    　いったい何の影なのか、ってふり返ってみる。


    　とりあえず「かっこいい！」って思ってしまった。おそらく、人類で最初にチーターやライオンを発見した人もまず「イカす！」って古い感嘆の言葉で賞賛したはずだ。金色に輝かがやくトラ模様、金色は言い過ぎか。橙だいだい色いろ系のトラ模様だ。全体的にしなやかさを感じる。「犬にはけしてないそのしなやかさがあるから、狭い場所も楽々いけるわけね」って一目でわかる。華きや奢しやだが弱々しさは感じない。その正体は、何てことない。


    「猫じゃねーか……」


    　最初の印象そのまま、ね子は猫の幽霊だった。


    　幽霊ということもあってか、ダークな雰ふん囲い気きがある。


    　だが、四本の足先は長めの靴くつ下したを穿はいているみたいに白くなってて、ちょっと可愛い。


    「成猫でこんだけ可愛いとなると、子猫時代はおまえモテモテだったろ？」


    　前掛けみたいに見える、胸のふわふわした毛も白だ。


    　こいつは可愛いぜ。


    「可か愛わいいけど……」


    　だけど、でかい。


    　俺は小柄だが、だからってすっぽりとその影に収まるとは──。


    「おまえサイズ、間違ってないか？」


    『パパ、ワタシわかったんだ』


    「は？」


    『ワタシ、新しいパパとママを探さなきゃと思ってた』


    「お、おぉ。ワリーが、俺と曲まがり矢やはそんなんじゃなくて……」


    『それはもういいの』


    　何だ、いいのかよ。


    『そんなの誰でもよかったんだ』


    「は？　どういう意味だ？」


    『愛とかそいうのがありそうな？　なくても？　パパ的な者とか、ママ的な者ならこの世にいくらでもいる。だからパパ、曲矢と結婚しないことを気に病やまないで』


    「それじゃ何で、暴れてんだ？」


    『怖いんだよ』


    「怖い？」
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    『ワタシは素直にあの世に行って、テキトーにパパ＆ママを探せばいいんだろうけど……独りであの世に行くの、怖いんだ。だから、パパ』


    「待て、何かすげー嫌いやな予感がするぞ」


    『お願い、一いつ緒しよに逝いって♪』


    　あの世が怖い？


    　怖いのは、おまえだ。


    　川沿いの道が真まっ直すぐ伸びててよかった。


    「どけどけ、どけ曲まがり矢や！」


    「木き村むら、膝ひざは？　膝は大丈夫なんですか？」


    「言ってる場合かっ」


    　ね子こは右後ろ脚で耳の後ろを搔かいてから、追つい撃げき開始！


    「きゃぁぁぁぁ！」


    　小お沢ざわも悲鳴を上げて駆け出した。


    「きゃぁぁぁぁぁぁ、って、あ！　あっ、と言う間に伊い藤とうくんがやられちゃった！」


    　伊藤くんは広い川の向こうまでぶっ飛ばされていた。


    「小沢、おまえ何とかしろよ！」


    「どうしてそよ子こが！」


    「おまえは、幽霊ゴースト使いだろうが！」


    　巽たつみが巨大猫の前に立ちはだかってくれる。


    　ね子にかかればネズミを捕まえるより容た易やすいようだが、巽には瞬しゆん間かん転移がある。


    　ね子の背後に瞬間移動、即座に剣けん戟げきを見舞ったが──。


    「巽だけじゃ、時間稼かせぎにしかならねーか？」


    　巽が斬きったのは、空。


    　巨大でも猫は猫、ということか。


    　いわゆる動物的勘かんか、ね子は背後からの一撃を感知して避よける。


    「小沢、何かないのかよ！」


    「む、ムリだよ。あの子の無念さは、あまりにも大きい」


    「無念さ？」


    「だって、たった十五歳だよ？　ほとんどそよ子こたちと変わらない年なのに、たくさんの未来があったのに亡くなって……そよ子たちにできるのは、あの子の分も生きることくらいだ。生きたくても生きられなかったあの子の分も、一いつ生しよう懸けん命めいに……」


    「待て、小沢」


    　何か、違和感を覚えた。


    『十五年も生きて来たんだ、見ればわかる』


    　ね子こはケータイ画面を使って、そんなことを俺に伝えた。


    　小お沢ざわの言った『たった十五年』と、ね子自身の『十五年も』という言葉の違いは──。


    「あの子、成猫なんじゃないですか？」


    　曲まがり矢やが白い息を弾ませる。


    「十五歳の猫といえば、いいお婆ばあさんなのでは？」


    「おぉ、そりゃそうだ」


    　生きた時間は、俺たちの方が長いかもしれない。


    　だが、密度が違う気がする。


    「小沢、あいつほとんど天てん寿じゆとか全うしてんじゃね？」


    「あ……あれ？」


    　小沢の足が止まる。


    　肩で息をしながら「へへへ」って笑った。


    「言われてみれば、そうだね」


    「そうだね、っじゃねーよ。しっかりしろよ、幽霊ゴースト使い！」


    「そう言われてみれば、無念さとか感じないかも」


    　幽ゆう霊れいと対話できるのかどうなのか知らないが、そういえば。


    　小沢は補習の女王だった。


    「小沢ぁ、頭使えよ！」


    「つ、使ってるし！」


    「十五歳ってイメージで勝手に、同年代だと思い込んでたんだろうが！」


    　曲矢が、ここぞとばかりに小沢に白い眼を向ける。


    「やっちゃいましたね。やってくれましたね、小沢さん。いったい何てことを……」


    「曲矢、おまえはすっこんでろ」


    　よーし、小沢。


    「おまえ、三学期は覚悟しろよ。からかい倒してやるからな？」


    「そ、そうとわかれば。あの世とこの世の間、その世へ導くのは難しくないよ！」


    　小沢は、アスファルトに白のチョークで落書きを始める。


    　幽霊ゴースト使いの方術というよりは、魔ま法ほう使つかいの魔ま方ほう陣じんチックだが──。


    「その世の／ゲート／開いちゃってー♪」


    「ゲート、っておまえ……」


    　和わ洋よう折せつ衷ちゆうの世界観だ。


    「そよ子こは、あの子の見た目に騙だまされてた」


    「見た目と年齢な、あいつほんとはいい婆さんだから」


    「無念さがない子なら、このゲートで簡単に導くことができる！」


    　小お沢ざわが描いた魔ま方ほう陣じん（？）から、眩まばゆい光が立ち上る。


    　扉が現れた。大きな扉があって、その向こうから光が溢あふれている。わかりやすいぜ。あの扉をくぐって光の奥へ進めば、天国的な場所へ行けるのだろう。けっこうなことだ。それはそれで了解したが、『天国こっち↑』『Welcome to Heaven!』といった極ごく彩さい色しきの看板──。


    「あーいうのは、必要なのか？」


    　まぁいいか、了解。


    「俺は？　俺はどうすればいい？」


    「木き村むらくん、あの子をゲートへ誘ゆう導どうしちゃって！」


    「よし来た！」


    　って待て待て。


    　巽たつみに食らいつくあの様子は、まさしく肉食獣じゆう。地べたに抑えつけ、牙きばを食い込ませ、その肉を食いちぎろうと首を振る。どう猛もうだ。怖ぇ！　瞬またたく間に曲まがり矢やのもとへ瞬しゆん間かん移動できる巽じゃなかったら、今頃あいつの腹の中だった。誘導するにも何か、作戦が必要だ。


    「曲矢、何か……」


    「任せてください」


    　俺と曲矢の間には、何もデキ上がらなかった。


    　だが、あうんの呼吸が成立する。


    「ね子こちゃん、私が相手ですよ！」


    　や、やっぱこいつとの間には何ひとつ成立しないのか。


    「巽をこんな目に遭あわせて……いけない子ですね。お仕置きの時間です！」


    　無策、限りなき無む謀ぼう。


    「この石を、あなたにぶつけます。これは暴力ではありませんよ、愛です！」


    　そしてノーコンだった。


    　曲矢が投げた掌てのひらサイズの石は、俺の足下で砕け散る。


    「テメー、どこ狙ねらってやがる！」


    　あるいは狙い通りなのか。


    　一連のやりとりの末、ね子は次のターゲットに何とこの俺をロックオン。


    「ちょ、タイムタイム！」


    　神様仏様、巽様だった。


    　巽が俺の傍そばに現れ、ね子を睨にらむ。


    「巽、おまえ……」


    「曲矢とおれと、そして木村くんの三角関係……誤解が生んだ確かく執しつは、後まわしだ」


    　キラ、って歯が光るのは自由だが。


    「勝手に誤解したの、おまえじゃね？　謝らねーの？」


    「話はあとだ、木き村むらくん！」


    「テメーは……あれ使えよ、あの技、真・残ざん影えい狼ろうエクストラ！」


    「あの技は、心の底から憎む相手を地獄の底に叩たたき落とすつもりでないと使えない」


    　おまえそれを俺に向けたのか？


    「野郎……お？　何だよ？」


    　巽たつみは俺に、長剣を差し出してくれる。


    「木村くん、おれが囮おとりになる」


    「お、おい……」


    　いつか俺＆杏あん子こがやっつけたあの巽とは、まるで別人だ。


    　曲まがり矢やとの絆きずなを深めた巽の動きは、まるで風。


    「さぁ、こっちだ！」


    　瞬しゆん間かん転移を駆使している。


    　巽が三人、いや四人くらいいるように見えた。


    　ね子こはその動きに翻ほん弄ろうされている。


    「よーし……」


    　俺はね子の背後に忍び寄った。


    「あっち行け、おらぁ！」


    　長剣の平べったい面でね子の尻しりを、思い切りひっぱたく。


    　確かな手て応ごたえがあった。


    　ゲートまで一直線、の予定だったが──。


    『パパ……』


    　細く長い尾がゆらゆら。


    『一いつ緒しよに、逝いってくれないの？』


    　目の前が真っ暗になった。


    　殴なぐられた、って気づいた時には倒れていて、遠くにあったはずのガードレールを頭のすぐ真上に見つける。揺れているのは世界か、俺か。立ち上がろうとしても上う手まく行かない。痛いというか、全身が痺しびれているような──やばい、動けない。


    『怖いよ、パパ』


    　だからそれは、こっちの台詞せりふだ。


    　言葉ですら抵抗できない。


    　迫る鋭い爪つめに、終わったと思った。


    　普通、終わったと思ったら次は「だがその時──」ってなるもんじゃねーの？


    　爪は服を切り裂き、肉に食い込む。


    　俺の身体からだを固定した上で、頭から齧かじる気だ。


    「く、くそぉ……」


    　見つめるしかなかった、スローモーション。


    　真っ白な牙きばが睫まつ毛げに触ふれる。


    「諦あきらめるの？」


    　誰かに訊たずねられた。


    「カント、諦めるの？」


    「お、俺が……諦めるかよ」


    「この、意い気く地じなし」


    「俺はもう、エアなしでもやってける。やってかなきゃならないんだ！」


    　首を捻ひねって牙はかわしたが、のしかかられる。


    　背骨が軋きしんだ。


    　折れる。


    「も、もうムリ……とか、言うかぁ！」


    　折れないぞ。


    　背骨が折れても気持ちは折れないぜ、的な、新しい自分に「こんにちは」だ。


    「カント、いいからあたしのこと召しよう喚かんしちゃいなよ」


    「う、うるせー」


    　背中の辺りで「ミシ」って嫌いやな音が聞こえた。


    　力が入らない。


    「おまえなしでも、幽ゆう霊れいの一匹や二匹……う、ぐ……」


    　それでも俺は、エアを召喚しなかった。


    「……え？」


    　召喚してないはずなのに、エア杏あん子こが現れ、ね子この巨体を竹刀しないで押し返した。


    「な、何で……何で勝手に出て来んだよ！」


    　エア杏子は、哀かなしげな視線をくれる。


    　何だよ、それ。


    「俺が弱いからか？　俺が、進歩してねーってのかよ！」


    　エア杏子はいつも首に巻いていたスカーフで、口元を隠してしまった。


    「カント、これがホントに最後……」


    　ね子が立ち上がろうとしている。


    「俺は呼んでない、召喚なんてしてないぞ！」


    「カント……」


    「同情か？　いらねーよ、そんなもの！」


    　俺は、戦える。


    「だからエア杏あん子こ、おまえは引っ込んで……」


    「ダメです、木き村むら」


    　まさかの一いち撃げき、曲まがり矢やの拳こぶしが俺をＫＯした。


    「て、テメー何のつもりだ」


    「ね子こちゃんを天国へ送るには、エア杏子さんの助けが必要です！」


    「俺は、呼んでねーんだ！」


    「いいえ、私にエアのことはよくわかりませんが……」


    　曲矢は何だか、わかりきっている風の上から目線だ。


    「木村はエアを召しよう喚かんしましたよ」


    　そんなはずない。


    　未いまだかつてないくらい「エアに頼たよっちゃダメだ」と強く意識したんだ。


    　ちゃんと、俺は──。


    「呼んだよ」


    　エア杏子の表情はスカーフの下にある。


    「カントがあたしを呼んだ、これは……最後の召喚」


    「最後……？」


    　エア杏子の目に光るものがあったような──気のせいだろうか。


    「曲矢、巽たつみにあたしを援護させて！」


    　エア杏子は駆け出してしまった。


    　曲矢が巽に合図する。


    「皆でね子ちゃんを、ゲートの向こうへ導いてあげましょう！」


    　巽とエア杏子が連動して、作戦を開始する。


    「巽、左！」


    「了解！」


    　挟み撃うちにしては、挟む角度が甘い。


    　案の定、ね子は巽とエア杏子の接近から逃のがれようと、川向こうへ飛び出そうとする。


    「伊い藤とうくーん♪」


    　小お沢ざわが数じゆ珠ずを手に、伊藤くんを呼んだ。


    　伊藤くんがね子の退路を断たったかたちである。


    　残るは背後、だがそっちは天国へのゲートだ。


    　完全に包囲されたね子に、曲矢が叫ぶ。


    「ね子ちゃん私、待ってますからね」


    「おまえ、お腹なかを押さえるのやめろ！」


    　つーか、ね子。


    　そんな哀かなしげな目で俺のこと見るなよ。


    『パパ、一いつ緒しよに逝いってくれないの？』


    「ワリーが、俺にはまだやり残してることが山ほどあるんだ」


    『そうか、ワタシは独りで逝くのか……』


    「あのな」


    　俺が言えた立場ではないのだが。


    「受け入れられないくらい怖いこと、辛つらいことってあるよ。けどな。一般論かもしれないけどな、いつかできっから。ちゃんと真まっ直すぐに向き合ってれば、いつか……」


    『あぁ、何だか不思議な気分だ』


    「人のありがたい話は聞こうぜ！」


    『変だな、急に怖くなくなって来た』


    　巽たつみやエア杏あん子この視線はまだ、緊きん張ちよう感かんを保っていた。


    　だが曲まがり矢やの口調は、すっとぼけている。


    「もしかして、猫特有の迷いだったのでは？」


    「は？　何だそりゃ？」


    「猫って、死に際ぎわを誰にも見せないとか言われてるじゃないですか。それってやっぱ、寂しいんじゃないですかね。独りきりというのは、うん、寂しいじゃないですか」


    　俺は見た。


    　ね子こは「そうなのかも」ってハッとしたんだ。


    『猫らしくとか、最後の最後でワタシ、ちょっとかっこつけすぎたかも……』


    「ね子、見送って欲しいならそう言え！」


    　それくらいしてやる。


    　それくらしか、できねーから。


    『見送りなんていらないさ』


    　ね子は、必死の俺たちの顔をゆっくりと眺める。


    『ワタシは猫だ。そうだね、独りで逝かなきゃね』


    「おい、ね子！」


    『人間というのは、何だかぬるいなぁ』


    　細長い尾がゆらめいた。


    　巽とエア杏子が地面を蹴けって、同時に斬きりかかる。


    「ね子！」


    　攻こう撃げきは避よけられてしまった。


    　だが避けるために飛んだそっちは、光のゲートである。


    　ね子は自分から光の中へ、『Welcome to Heaven!』のゲートへと飛んだのだ。


    「おい、ね子こ！」


    『ぬるいけど、次に生まれ変わるなら……人間も悪くないかも』


    　ね子は扉の向こうへ。


    　光に包まれ、見えなくなる。


    『一応、最後に礼を言っておくよ』


    「ね子？」


    『ありがとニャン♪』


    「ね子…………」


    　何で最後の最後だけ、猫語（？）なんだよ。


    「木き村むらくん、曲まがり矢や！」


    　小お沢ざわが何か叫んでいた。


    「早く、ゲートを閉じて！」


    「え？　えっ、手動？」


    　俺と曲矢は顔を見合わせ、慌あわてて駆け出し、光のゲートに手をかける。


    「お、重たくね？」


    「木村、本気出してくださいよ！」


    「曲矢、おまえ……」
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    　両手使えよ。


    　曲まがり矢やは片手で、俺は両手で光のゲートを閉じるべく踏ふん張った。


    　ゲートが閉じる。


    　眩まばゆい光はすっ、と消えてしまった。


    「ね子こちゃん、さようなら」


    　曲矢はふらっと倒れ込もうとする。


    　すんでのところでイケメンが抱き止める、という遊びプレイだ。


    「何とか導けたね」


    　小お沢ざわは精せい根こん尽きたのか、その場に座り込む。


    　幽ゆう霊れいである伊い藤とうくんは、どこか羨うらやましそうな目で空を見上げていた。


    「ね子は、迷わず行ったよ」


    　エア杏あん子この声は穏おだやかだ。


    「あの子……もう何も思い残すことはない、って目をしてた」


    　その目に、俺が映っている。


    「俺はおまえを、呼んでねーぞ」


    「呼んだよ」


    　エア杏子は、口元に巻いたスカーフをするすると解ほどいた。


    「これは、お別れを告げるための最後の召しよう喚かん」


    　エア杏子の口元には、見たことないくらい優しげな微ほほ笑えみがある。


    「ね、カント」


    　確かに俺は「別れる覚悟」を決めた。


    　だからエア杏子は、その最後の召喚に応じたらしい。


    「あたしエアだし、さらっと消えるよ」


    「そんなこと言うなよ」


    「言うよ」


    　最後なのにおまえ、何でそんな晴れ晴れとしてんだよ。


    「カントだってわかってんでしょ？」


    「俺が？　何を？」


    「カントだって、見たことないくらい清すが々すがしい顔してる」


    　俺が？


    「カントの中で、ようやく、決着がついたんだよ」


    「決着？　おまえは、俺がリアル杏子の現実を受け入れられないから、だから一いつ緒しよにいてくれたわけで……俺がリアル杏子の現実を、ようやく受け入れられたってことか？」


    「ううん、そうじゃない」


    　エア杏あん子こは満面の笑みだ。


    「あんたのいいとこ、もう一つあった」


    「いいとこ？」


    「優しいとこ……あんたはとっくに、現実なんて受け入れてたのよ。だけど、あたしを都合よく消しちゃうことがかわいそうだから、だから迷ってた。リアル杏子と同じくらい、あたしのことを大切に思ってくれてた。だから、消せなかったんだ」


    「俺ん中で決着、ついたのかな？」


    「やっぱあたしエアはリアルには敵かなわなかった、ってだけの話だよ。あたしが納得したから消えるの。カントはリアル杏子と一いつ緒しよにいるべきだ、ってあたしが納得したから」


    　エア杏子に笑顔でそう言われると、自然に微ほほ笑えみ返すことができた。


    「ね、カント。最後は笑顔で」


    「涙は見せずに？」


    「元気よく！」


    「あぁ……」


    　俺は右手を差し出した。


    　エア杏子はスカーフを手に、やって来る。


    「カントのことだから」


    「あぁ？」


    「行こうとするあたしを捕まえて、泣いて『待ってくれ』って言うんでしょ？」


    「バカ言えよ」


    「絶対そうだよ」


    「あっさりしたもんだよ、さらっとさよならだ」


    　通り抜けざまに杏子は、俺の右手を思い切り叩たたいた。


    「じゃあね」


    「あぁ……」


    　いい音がした。


    　バカ言えよ、って言ったくせに。


    　俺の右手は、エア杏子のことを捕まえようとしていた。


    　だけどその手が摑つかんだのは、スカーフだけだった。


    「さよなら、カント」


    　スカーフを握りしめようとしたけど、力が入らない。


    　エア杏子の足音が遠ざかる。


    　聞こえなくなる。


    　ふり返った先にはもう、誰もいなかった。


    　どういう言葉を選べばいいか。


    　まだ伝わるのかどうか。


    　わからなかったけど──、


    「俺、後悔とかしてねーからな」


    　言いたかったんだ。


    「おまえと一いつ緒しよにいられたこと、すげー感謝してる」


    　強い風が吹いた。


    　俺の手からスカーフをさらって行く。


    　それは高く、高い空へ。


    「……」


    　空はよく晴れていた。


    「…………じゃあな」


    　そこまで晴れなくても、ってくらいに晴れていた。
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    　俺はエア杏あん子こと別れた。


    　エア杏子を一方的に突き放したり、消そうとしたりしても意味はなかったんだ。


    　その存在をきれいに忘れたりとか。


    　エア杏子は、そんなことできる相手じゃなかった。


    　あれから毎日、思い出している。


    　エア杏子と過ごした町、自転車の後ろに乗せて下った坂道。


    　家の近所の小こ境さかい橋ばし。


    「……」


    　別れた元カノのことを想おもい浮かべる。


    　それが、必須条件。


    『カント？　今、何してるの？』


    「おぉ、杏子か……」


    　リアル杏子が見えるようになるためには、ちゃんと『エア杏子と別れるということ』が大事だったのだ。思い出は、前に進むためのエネルギーになるというか──思い出も何もない人間に、未来なんて見えないんじゃないだろうか。


    『カント、聞いてる？』


    「あぁ……あれ？　リアル杏子おまえから電話なんて初めてじゃないか？」


    『あ、そうだね』


    「どうした？　俺は、今から学校だ」


    『あ、そっか。今日から三学期だっけ……』


    「何だよ。何か残念そうだな？」


    　条件を満たしたからといって、劇的に何かが変わったわけじゃない。


    　変わらずリアル杏子の姿は見えないでいる。


    『今日ね、外出許可をもらったんだ』


    「マジで？」


    『最近は、その……』


    「何だ？」


    『カントのおかげか、ずいぶん体調もいいから』


    「そ、そうか？」


    　お世辞でも嬉うれしかった。


    「ならどっか行こうぜ、俺、学校休むし！」


    『サボっちゃダメだよ』


    　俺の目にはまだ、リアル杏子の姿は見えない。


    



    　だがいずれ、見えるようになるはずだ。


    『普通の恋人同士と同じですよ』


    　曲まがり矢やは言った。


    　その通りだと、今では俺も理解している。


    　元カノのことをちゃんと俺の中で整理して初めて、リアル杏あん子こに告白すべき、というか。


    　普通の恋人同士と同じ手順だ。


    「なぁ……」


    『なに？』


    「いや、何でもない」


    　もし俺の目にリアル杏子の姿が見えた、その時は。


    　見えるようになったその理由は、俺がエア杏子のことをちゃんと「思い出」にできたってことだ。十年前に受け入れられなかった現実を、ようやく、受け入れられたってことでもある。ずいぶんな遠回りだ。それはわかってるし、まだできないでいるけど──。


    　一歩一歩、進んで行くしかないのだろう。


    『カント、放課後にどこかで待ち合わせようよ』


    「放課後か、わかった……って体調はホントに大丈夫なのか？」


    『うん、けど……待ち合わせの時間は、日が沈む頃でいい？』


    「あぁ、了解」


    　小こ境さかい橋ばしで待ち合わせだ。


    



    　　　　　　　◇


    



    　邪じや魔ま、っていうか暇ひまな連中だ。


    　下校する生徒たちの影が一様に、細長く引き延ばされている。


    　思い出でもふり返りたくなるような気分にさせる、そんな夕焼け茜あかね空ぞらの下──。


    「曲矢サンノ、決着をつけようよ」


    「小お沢ざわさん、そういう態度はどうかと思いますよ」


    「え、どうして？」


    「私に用があるなら、小沢さんの方から出向いてくださいよ」


    「だってそよ子こは、曲矢の家がどこにあるのか……曲矢の学校も知らないし！」


    　小沢、おまえが若じやつ干かん悪いぞ。


    　用があるのは自分なのに、うちの高校まで呼び出すとは。


    「だけど曲矢、来てくれたじゃない」


    「そりゃ来ますよ」


    「そよ子この送った霊れい波はの『果たし状』が届いたんだね」


    「妖精さんが、お報しらせくれましたからね」


    　どっちもどっちかよ。


    　どうでもいいが、曲まがり矢やの「妖精さん」は羽でぱたぱた飛ぶタイプじゃないらしい。


    　アスファルトを見つめ、マンホールに向かって手を振っている。


    　しかしこの展開は、面倒だぞ。


    「伊い藤とうくーん／曲矢サンノを／葬ほうむっちゃってー♪」


    「巽たつみ？　そんな……巽は三日前、車に轢ひかれそうな私を庇かばって事故に遭あって、まさかの、まさかの記き憶おく喪そう失しつになっていたはずなのに。私のことを『誰だ、きみは』なんて無神経な言葉で泣かせたくせに。『きみの顔を見ていると胸が苦しいからもう近づかないでくれ』って言ったくせに……え？　思い出した？　胸が苦しいのは、私への想おもいが強いせいだと気づいたことによって、奇跡的に記憶が蘇よみがえった？」


    　新たな設定が増えている。


    　妄もう想そう怪かい獣じゆうめ。


    「俺は用事あるから、今日は付き合わねーぞ？」


    　お、ラッキーか？


    「伊藤くん、一気に畳たたみかけちゃって！」


    「巽はまだ事故のケガが……え？　それでも私のために戦う？　巽、待ってください！」


    　連中、戦いに夢中で俺の存在に気づいていない。


    　今の内に通り過ぎてしまおう。


    「伊藤くーん／伝家の宝刀／抜いちゃってー♪」


    「巽、その構えは『真・残ざん影えい狼ろうエクストラ改』。そんな身体からだでは……あぁ！」


    「きゃあ！」


    　下校中の皆様方、どうもすみませんね。


    「伊藤くんの金かな棒ぼうが、木き村むらくんの方向へ！」


    「巽の技が逸それて、木村に直ちよく撃げきを！」


    　俺かよ、俺限定で巻き込むのかよ。


    　殺気を感じてふり返る。


    「…………？」


    　眩まぶしかった。


    　夕日を背に、二人の少女がぽかーんと立ち尽くしている。


    　金棒は飛んでこなかった。


    　巽の技の衝しよう撃げきは、いつまで経たっても訪れない。


    「木村……どこか調子、悪いんですか？」


    「調子？　調子は別に……」


    　あぁ、そうか。


    　俺はエアを封印したんだった。


    　立ち尽くす曲まがり矢や＆小お沢ざわに、何て言えばいいのだろうか。


    「俺、杏あん子こと約束あるから」


    「はぁ……そうですか」


    「またな、曲矢」


    　また暇ひまな時に、相手してやるよ。


    「あ、そうだ小沢」


    「なに？」


    「曲矢に勉強教えてもらえ、すぐ中間テストだぞ？」


    　それじゃまた、明日学校でな。


    



    　　　　　　　◇


    



    　坂道を上ると、沈みかけの夕日が見えた。


    　太陽は見る見る山の端はしに隠れて行くが、頭上の街灯はまだ光っていない。


    「たそがれ時……か」


    　たそがれ、の語源は「誰たぞ彼かれ？」だったか。


    　なるほどこう薄うす暗ぐらくては、ちょっと離れた距きよ離りでも相手の顔はわかりづらい。「誰ぞ彼？」と訊たずねちゃう時間帯だからたそがれ時──昔の人は上う手まいことを言うもんだ。


    　坂道を上り切る。


    　ここまで来れば、もうすぐ小こ境さかい橋ばしだ。


    「カント」


    　誰ぞ彼。


    　頭上の街灯が点ともり、アスファルトの上に影が落ちる。


    「カント、遅かったね」


    「杏子……？」


    　杏子の影は、俺のと違ってすいぶん短く見えた。


    　まるで十年前のあの日の、幼かった杏子の影みたいに。


    　短い手足を一いつ所しよ懸けん命めいに使って、駆けて来る。


    　街灯の光の加減か、杏子の影は次第に細く、長く引き延ばされた。


    　さながら十年の月日を早回しするみたいに──。


    「影が？」


    　影が、見える。


    　スカートの裾すそが、ひらりと揺れた。


    　走るのをやめた杏あん子こは、腰に手を当てて言うのだ。


    「カント、遅いよ。もぉ、のろまなんだから」


    「あ、あぁ……」


    　強い風が吹いた。


    　身構えたほど冷たくなくて、春が遠くないことを俺に教える。


    「カント、こっち来て」


    　杏子の髪の毛は、風に吹かれるままに揺れていた。


    「杏子、俺おまえのこと見えるぞ！」


    　そうだった、その笑顔は覚えてる。


    『カント』


    　あの頃、ここではしゃいでいた笑顔と変わらない。


    　思い出の中と同じ笑顔──。


    「あ……」


    　何で見えるようになったんだろうか。


    　リアルを受け入れ、エアと別れられたからか？
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    「それは、ちゃんとやったけど……」


    　もう、思い出が思い出になった？


    　そんなはずない。


    　エア杏あん子このことはまだ、思い出になんてなりきっていない。


    　あいつの意地悪な笑顔が脳裏に浮かぶ。


    『あたしからのサービス』


    　あいつが、そう言ってる気がした。


    　実際、リアル杏子の姿を俺に見せる何かがあるとすれば、それは──。


    　エア杏子と過ごした十年間だ。


    　あの日々があったからこそ俺は、やっと、ここに辿たどり着くことができた。


    　幻想に過ぎない十年だった？


    　だけど俺なりに一いつ所しよ懸けん命めいだった。


    　俺の現実だった。


    　俺とエア杏子がこつこつ生きた時間があるから、ようやく未来が見えたんだ。


    　十年前にここで別れた笑顔。


    　十年間、幻想として憧あこがれていた笑顔。


    「カント」


    　追いかけ続けた、変わらない笑顔。


    「ねぇ、カント。早くこっち来て」


    　たそがれ時の薄うす闇やみに、こぼれる白い歯が映えている。


    「俺……ちゃんとわかる。おまえのこと、ちゃんと見えてんだよ！」


    「ホントに？」


    「あぁ、ホントのホントに！」


    「だったら早く、早くこっちに来て！」


    　あぁ、杏子。


    「待たせたな」


    



    



    
      了

    

  


  
    　あとがき


    



    



    　毎回あとがきを書くのに一週間以上は悩んでいる中なか村むら九く郎ろうです、こんにちは。


    



    　昔から僕は、知らない場所をぶらぶらすることが好きでした。いまだにふらふらとさせてもらっておりますが、ひとは成長（？）するものですね。マイ枕でないと眠れなかった自分はどこへやら。各地のバッティングセンターで汗を流す内に、いつの間にか。百四十キロの速球を、バットの芯しんで打ち返せるようになりました。それも左右両打席で。


    　そんな感じでスイッチヒッターへの道を模も索さくしたりとか。


    　他人様の軒のき先さきを借りて原稿を書いたりとか。


    　生活というよりも、迷路のような日常の中で僕は、こう思っていました。


    



    「僕はマジメすぎるのかもしれない」


    



    　マジメな話になってすみません。


    　過ぎたるは及ばざるがごとし、っぽい展開と言いますか。「マジメに考え、マジメに生きようとするあまりに、マジメから遠ざかってしまう」的なことです。世の中には、そういう引っかけ問題みたいなこともありますから。こんなことを考えること自体、マジメな証しよう拠こではないでしょうか。マジメか、それも悪くないぜ。イメチェンしようか、どうしようか。


    　迷った僕は、同業の先輩に相談してみました。


    



    　すると先輩は、身体をくの字に折って笑い始めました。


    　笑わせようとした覚えはありません。


    　これは例のアレ。


    　単に笑われているだけの、笑われ損です。まぁ、笑われるのも笑わせるのも笑いの内というか。愛あい想そ笑いであれ失笑であれ『苦笑』であれ、笑顔は笑顔。僕は「笑っているひとなら誰でも大好きです」とか、ここで言ってしまいましょう。どうですかこの、博愛宣言。さらっと流していただくか、あるいは、何かのフリだと推測していただければ幸いです。


    



    　じたばた、失礼いたしました。


    　こうやってじたばたできるのも、多くの方々に支えられてのことです。


    　お忙しい中、素敵なイラストを描いてくださったうき様。


    　校閲様はじめ、本書制作にあたってご心労をおかけした皆様。


    　そして本書を手に取ってくださった方に、感謝。


    



    　それではこの辺りで失礼いたします。


    



    
      二〇一〇年　春　　　中なか村むら九く郎ろう　　　

    


    



    



    　終わりませぬ。


    　終われませぬ。


    　書店で「あとがきだけめくってみっかー」と手に取っておられる方には、残念なお知らせになるでしょう。今回のあとがき、ちょっとばかり紙し幅ふくに余裕があるらしいです。というかはっきり言って長いです。なので二部制にしてみたというか、ここから先はまったくの無計画ノープラン！


    　なのでもう一度、ここで宣言させてください。


    　あとがき「第一部」


    
      了

    


    



    



    　あとがき「第二部」


    



    



    　ここから先は主に「悲劇の記録」です。


    　同じタイトルでも続編はまったく違うテンション、っていうか別物？


    　みたいな感じでお送りいたします。


    



    　ことの発ほつ端たんは、担当Ｙ氏からのメールでした。


    　あとがきについてのメールです。


    「前回ネタにされたにもかかわらず、またもお知らせするの忘れてました（苦笑）」


    　笑ってるひとなら誰でも大好きです、などと宣言した中なか村むらですが、この笑顔↑は嫌！


    　何でしょうかこの、モヤモヤ感。


    「どーせあとがきのネタに困るでしょうし……ねぇ？」


    　むしろお礼を言ってくれてもいいのでは、という苦笑？


    　確かに、言われてみればそうですね。


    　バッチリ使わせてもらいました、ありがとうございます。


    　って、誰が言うもんか！


    　まぁ、別の意味では感謝しておりますよ。


    　こうやって書かせていただけることは、ありがたいことですから。


    　僕は感謝の気持ちを胸に、メールでお訊ねしました。


    「何頁ページですか？」


    「えーと、ページ数は六……」


    　六頁程度ならば前巻でも書かせていただきました。


    　少し長い気もしますが、普段お世話になっている方々に感謝を伝える良い機会です。


    「六頁～十二頁（！）という感じでお願いします」


    　ちょうどよかった、お礼を言わなきゃならない方々がたっくさんいますから。


    　ホント、ありがとうございまーす。


    　って、言うか！


    　十二頁って前回のさらに倍だし。


    　何が嫌って、Ｙ氏の「ごめんね♪」みたいなニュアンスが若じやつ干かん見え隠れする（！）が嫌。


    



    　これはやばい、ピンチです。


    　十二頁、ってそんな。


    　それだけあれば短編小説とか書けるのではないでしょうか。


    　というか、十二頁ページもあるあとがきはもはやあとがきではなくて、一つの作品なのでは？


    　作品、っていつもはどうやって書いてるんだったか……。


    　まずは、プロットですね。


    　筋すじ書がきというか構想を──あ、名案降こう臨りん。


    「あとがきのプロットを作ろう」


    　ってダメだ。


    　前ぜん代だい未み聞もんすぎて意味がわからない。


    　そんなことしてるから先輩に笑われるんだ。


    　いやむしろ笑ってもらえれば幸いかもしれない、って想像してみました。


    「あいつ、あとがきのプロット作ってるらしいぜ（苦笑）」


    「うわ、さすがにそれはやべーよ。ってかイテーよ（苦笑）」


    「その内、著者コメント（百字程度）とかのプロットも作っちゃうんじゃねーの（苦笑）」


    　まずい、著者コメントのネタを必死で練ってることまでバレる！


    　どうすれば、いったいどうすれば！


    



    　ストレスは、僕をぶっ壊しました。


    



    　ある朝、起きたら謎の激痛が──。


    　ストレスに気をつけろ、と語ったある先輩の顔が脳裏をよぎりました。しかし、ストレスは仕方がないことというか、そんなものに負けてる場合ではありません。あの手、この手。騙だまし騙しやってきたましたが、ついに。僕はストレスに負けてしまったのです。


    「あおあ（顎あごが）いあい（痛い）……」


    　口を開けられないほどの、謎の激痛。


    　いったいなぜ、こんなことになったのか。「弱いからさ」と誰かがが僕に呟つぶやいたような気がしました。そうか、僕は弱いのか……がっくり来たぜ。僕は落ち込みます。その時、ふと目に入ったのは部屋のゴミ箱でした。溢あふれんばかりのそれは、戦いの証。


    「何だ？　この大量のお煎せん餅べいの袋は……」


    　何年か前から僕は「とにかく堅かたいものが食べたい！」という欲求に支配されていました。


    　百四十キロの速球を打ち返しても消えない心のモヤモヤ感。


    　それを僕は、お煎餅をバリバリ嚙かみ砕くだくことでごまかしていたのです。


    「僕の顎あごを破壊した犯人、顎がく関節症の原因は……」


    　過か剰じような摂せつ取しゆを続けたお煎餅、おまえか！


    　おのれ、お煎餅め！


    　いや、いやいや、ちょっと待てよ？


    　お煎せん餅べいに罪はないはず、どこかに諸しよ悪あくの根源が──。


    「締め切りですが、来週って言ったけどやっぱ今週中でよろ♪」


    　そして僕は今日もまた、危険を覚悟でお煎餅を嚙かみ砕くだくのでした。


    



    　何もかもＹ氏のせい、というか。


    　おかげ様です。


    　こうしてあとがきに至るまで、何度となく心が折れかけました。その度、[image: ]しつ咤た激げき励れいしてくれたのもまたＹ氏。「何とかここまでは書きたいなぁ」と思っていました。Ｙ氏の粘ねばり強さがなければ（顎がく関節症もありませんでしたが）ここまで辿たどりつくこともできませんでした。へりくだった感じで感謝の言葉を伝えようとすると、噓うそっぽくなってしまう気がします。なので敢あえて、上から目線で言ってみようと思います。


    「よく、がんばったな」


    　いや自分ががんばれよ、って話なのですが。


    　心から、感謝です。


    



    　重ね重ねになりますが、謝辞を。


    　イラストのうき様はじめ、この本に関わってくださったたくさんの方々に感謝。


    　心配かけてばかりの家族に感謝。


    　一緒にバカ笑いしてくれる友人に、感謝。


    



    　最後に、九頁ページものあとがきにお付き合いくださった方にまずは陳ちん謝しや。


    　そして感謝です。


    



    　ありがとうございました！


    



    



    
      二〇一〇年　春　　　中なか村むら九く郎ろう　　　

    


    



    



    　あと三頁ほど余裕が？


    　残りはエアあとがきということで、失礼いたします！

  


  
    中村九郎


    Kurô Nakamura


    



    放浪癖アリ。知らない内に友人たちが連絡網を作っていました。回遊魚の情報みたいに「中村がまた移動した」「今度は東だ」と右往左往。皆すまん！　最新情報を更新してくれると助かる！

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    曲矢さんのエア彼氏　３


    木村くんの電撃結婚


    



    ２０１６年10月21日　電子書籍版発行


    著　者　中村九郎


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　山田和正


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１０年４月25日　初版第１刷発行


    



    ⒸKURÔ NAKAMURA 2016　ISBN978-4-09-451201-4


    



    



    ※ご注意
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